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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　　　プロローグ　クリスマスの記憶









　冬の足音が聞こえはじめた10月の終わり。

　昼休みのこと。

　僕は教室の自分の席に座って、スマホをいじっていた。

　自分と他人のキャラクターたちが、画面の中で駆かけ回っている。

　ＭＭＯＲＰＧだった。

　ゲーム内では、ちょうどハロウィンの期間限定イベントをやっていて、特とく殊しゆなクエストが受けられる。このクエストの報ほう酬しゆうアイテムは、今を逃のがすともう手に入らなくなるので、絶対に獲得しておかなければ……

　クエストは最終局面を迎えていた。さすがにボスは手て強ごわい。でも体力ゲージを削けずられて赤色になってからが本番だ。

　カボチャ頭のボスモンスターを撃げき破は！

　無事に報酬を獲得したのだった。

「ふぅ……」

　クラスメイトの元もと木き達たつ也やが話しかけてきたのは、ちょうど画面から顔を上げたときだった。

「よおっす！　お前さ、クリスマスどうするよ？」

「……クリスマス？」

「ああ。予定、入ってるか？」

　空いている僕の前の席に、達也が後ろ向きでドカッと座る。

　彼は整ととのった顔立ちの男子で、愛あい嬌きようがあって気き遣づかいができるので、クラスの人気者だった。

　僕は首をかしげる。

「クリスマスなんて気が早いんじゃない？　まだ10月だよ？」

「もう10月なんだよ！　今からパーティーの準備しとかねえと、寂さびしい夜を過ごすことになっちゃうんだぜ!?　んで、どうなんだよ？」

「どうって言われても……クリスマスでしょ？　空いてないと思うよ、予定」

「おっ、そうなのか？」

「また寝る暇ひまもないんじゃないかな。去年もそうだったし……気づいたら朝になってたんだよね」

「な、な……!?」

「ん？」

　達也が口をぱくぱくさせてから──

「お前、カノジョいたのかよ!?」

「なんの話？」

　意味がわからなかった。達也が目を血ち走ばしらせる。

「クリスマスに予定があるんだろ？　朝までなんだろ!?」

「期間限定イベントがね」

「ゲームの話かよ！」

「それ以外に、クリスマスにやることあるの？」

　クリスマスの期間限定イベントは、かなり大規模なものが予定されている──と運うん営えいからアナウンスがあったので、今から楽しみだった。

「やれやれ、なんでそんなにゲーム好きなんだ？　お前、廃はい人じんゲーマーってやつだよなぁ」

「そこまでは、やりこんでないよ……僕なんかを廃人って言ったら、本物の廃人ゲーマーに失礼だから」

　僕がゲームをやっているのには理由があった。

　クリスマスのことを言われたせいもあって、つい思い出してしまう。このゲームを始めたきっかけを。

　あれは、ちょうどクリスマス・イブのこと──




　姉が失しつ踪そうした。




　もう４年前になる。

　姉は高１で、僕は小６だった。

　空が暗くなる頃に雪が降ふり出し、白くなっていく景色に、興こう奮ふんして声をあげたのを覚えている。

　姉がいなくなったことに最初に気づいたのは、僕だった。

　夕飯の用意ができたので、彼女を呼びに行って、返事がないので部屋に入ると──

　誰もいなかった。

　大きなＰＣモニターにゲームが映うつっている。姉が自作したハイスペックなＰＣには電でん源げんが入ったまま。

　今にして思えば、姉は一いつ般ぱん的てきな女子高生ではなかったような気がする。部屋にある女子高生らしいものといえば、全身を映せる大きな姿すがた見みくらいだ。棚たなにはゲームソフトや関連書しよ籍せきがずらりと並んでいた。

　エアコンが静かに温かい風を吐はき出し、ＰＣデスク上のマグカップからは湯ゆ気げが立ちのぼっていた。財布もスマホも出しっぱなしで置いてある。

　まるでゲームの最さい中ちゆうにちょっと中ちゆう座ざしただけのような印象だ。

　しかし、姉は家のどこにもおらず、その日も翌日も帰らなかった。

　両親は姉を探すために手を尽つくした。警けい察さつに届けを出し、探たん偵てい事じ務む所しよにも相談した。それでも見つからなかった。

　どうして姉は失踪したのか？　答えは誰にもわかっていない。今に至いたっても、手がかりすら見つかっていない。

　僕なりに理由を探そうと、姉の部屋にあった本や、録画されていたＴＶ番組にも目を通した。

　そして、姉が最後に遊んでいたのは、とある発売したばかりのオンラインゲームだとわかった。これをプレイすれば、彼女の気持ちが少しは理解できるかもしれない。

　僕はそのゲームを始めた。




　それから４年──

　今の僕は高校１年生。あのときの姉と同じ歳としだ。

　正直なところ、失踪とオンラインゲームには何の関係もないのでは、と思いはじめている。きっと姉がいなくなったのには、別の理由があったのだろう。

「おーい、どうした？」

　達たつ也やの声で、僕の意い識しきは〝今〟へと引き戻もどされた。

「あ、いや……要するに、僕はゲームを、なんとなく続けてるだけなんだよ」

「ふーん？　まぁ、なんとなくでも、ずっと続けられるものがあるって、俺はすげーって思うけどな」

「……そう、なのかな？」

「とにかく！　クリスマスは俺と遊ぼうぜ。ゲームはいつでもできるだろ？　俺には、お前が必要なんだよ」

「みんなでカラオケとかダーツとか、そういうのでしょ？　ちょっとな……」

　正直、大おお勢ぜいで集まるのは苦手だった。

　気き疲づかれしてしまう。

「そう言うなって。俺ら親友だろ？」

「……そういうのいいから。いらないから」

「いらない!?」

「それ、誰にでも言ってるでしょ？」

「お前だけだって！　そんじゃあ、親友じゃなくてカノジョ作れよ。パーティーに来いって！　レベル高めの女子も呼ぶからさ！　なっ!?」

　一いつ瞬しゆん、〝レベル高めって１００くらいかな？〟とゲーム的なことを考えてしまった。そんなわけがない。容姿の話だろう。

　盛り上がっているレベル高めな男女の輪を隅すみっこから眺ながめている自分の姿しか、想そう像ぞうできなかった。

「……誘ってもらえるのはありがたいんだけど……ごめん。クリスマスのイベントは時間制限が厳きびしいから」

「うだー!?　結局はゲームが優先なのかよおおお！」

「まぁ、ネトゲやってたら、クリスマスにゲームを優先するくらい、普通じゃないかな？」

「こんの、廃はい人じんめが──ッ!!」

　釈しやく然ぜんとしなかった。僕は普段の生活は犠ぎ牲せいにしていない。極きわめてライトな一般プレイヤーだと思う。

　しかし、不安になる。クリスマスをゲーム内で過ごすのは、もしかすると異い常じようなことなのだろうか？

　僕は実は夢む中ちゆうになっているだけなのかもしれない。




　このＭＭＯＲＰＧ《クロスレヴェリ》に──






第一章　銀色の髪の少女









　放ほう課か後ご──

　僕はスマホを片手で操作しながら校こう舎しやを出た。

　クロスレヴェリでは、クエストに参加していないときでも、仲間にしたＮＰＣノンプレイヤーキヤラクターに指示を出しておくことでアイテム集めができる。

　イヤホンは片耳だけに着つけてＢＧＭを聴ききつつ、周りの音も入るようにしていた。外を歩くときに、クルマの音や自転車のベルが聞こえないと危ないからだ。

　校門に向かう途中。

　ズシン、と地面に響ひびくような重たい音がした。

　視線を向ける。

　運動場の端はしにある体育倉庫が目に入った。あそこから音がしたのだろうか？

　べつに無む視ししてもよかったけど……

　イベントが発生したなら、とりあえず確かめてみるのがゲーマー魂だ。

　半分開いたままだった扉から中を覗のぞく。




　明かり取りの小さな窓から差しこむ西日に照てらされて、埃ほこりがうっすら舞っていた。

　うちの高校は、生徒数の割に校舎が大きい。一昔前は今より多くの生徒が通っていた、その名残だ。

　体育倉庫もけっこうな広さがあった。

　授業や体育祭で使うものが一通り詰つめこまれている。三角コーンに、白線引きに、バスケットボールやサッカーボールの入ったカゴに、得点ボードに、跳とび箱に、ハードルに、折りたたまれた体操マットに、走り高飛びの分ぶ厚あついクッションマットに……

　そして、棒倒しの棒だ。

　太い丸太が、横倒しになっていた。いつもは壁かべに立て掛かけてあるはずなのに。

　倒れた棒の下に、誰かいた。

　──下した敷じきになってる!?

　僕は思わず息を呑のんだ。

　女子だった。

　スカートをはいた制服姿の女子が、コンクリートの床の上にうつぶせになっている。背の上に棒が横倒しになっていた。

　ほっそりとした足が、スカートから投げ出されている。

　嫌いやなものが目に入った。赤色の液体が、その女子の脇わき腹ばらのあたりから、じわじわと広がっている。

「……ッ!?」

　僕の心しん臓ぞうが跳はねた。

　しかも彼女は、たぶん僕の知っている人だ。

　顔は見えないし、声も聞いていないけど、やたら目立つ特徴がある。

　髪かみが銀色をしていた。

　染そめているのではなく地毛で、透とう明めい感のある白に近い銀髪だった。肩にかかる長さで、ふんわりとしている。頭の左右にリボンで留めていた。

　銀色の髪の女子なんて、僕の知るかぎりこの学校に１人しかいない。

　──観み月づき夢ゆめ亜あ。

　クラスメイト全員のフルネームを覚えてるわけではないけれど、彼女のは覚えていた。

「み、観月……？」

　ようやく出せた声は、自分のものとは思えないほど嗄しやがれていた。

　返事はない。

　もう一度、口を開く。

「……だ、大丈夫？」

「…………もう……だめです……」

　か細ぼそい声で返事があった。

　生きてる！

　固まっていた僕の身体からだが動くことを思い出した。

「すぐ助けるから！」

　体育倉庫に踏ふみこんで、丸太の端はしを掴つかむ。

　腕わん力りよくに自信はないけれど、抜け出す隙すき間まくらいは作れるはずだ。いや、作らなければ！

　全身に力を込めた。わずかに棒を持ち上げる。

「は、早く！」

　叫さけんで、彼女を見る。




　観月夢亜は、スマホでゲームをしていた。




　スマホを横向きに構え、両方の親指で画面を素す早ばやくタップしている。

　それはもう、躍おどるように。

　その指が、ぴたりと止まった。

　ため息をひとつ。

「あーあ……死んじゃいましたー。やっぱりだめでしたかー」

「……え？」

　呆ぼう然ぜんとなった僕の耳に、呑のん気きな声が聞こえてきた。

「ソロプレイの限界でしょうか。いいトコまで行ったのに、あのボス硬かたすぎですよー」

「あ、あのさ、観み月づき……？」

「ほえ？」

　銀色の髪かみが揺ゆれて、彼女がこちらを見た。

　ほの暗い場所で、わずかな西日の光を浴あびた髪が、まるでファンタジーゲームのＣＧみたいに現実離ばなれして美しかった。

　澄すんだ青い瞳ひとみが、驚おどろいたように見開かれる。

　観月は、今、ようやく僕のことに気づいたようだった。

「どなたですか？」

　我に返る。

「あ……あのさ……なにやってるの？」

　彼女は目を細めて、にこーと嬉うれしそうに笑った。

「よっくぞ聞いてくれました！　ええ、それはもちろん、ユーザーアカウント急増中の大人気ＭＭＯＲＰＧ、クロスレヴェリです！」

　ドヤァ、とばかりにスマホを掲かかげて見せる。

　僕の手から、持ち上げていた棒が滑り落ちた。ドスッ、と観月の背中に命中する。

「ぐえっ！」

「あ……」

「ううぅ……痛いたい……」

「ご、ごめん！」

「なにするんですかぁ……殺す気ですか？　殺人？　殺人現場？」

「つ、つい力が抜けちゃって。でもよかった平気そうで。僕はてっきり……って、そうだよ、血が！　怪け我がしてるんじゃないの!?」

　平へい然ぜんとゲームをしていた姿に呆然として意い識しきから飛んでしまっていたけれど、観月の脇わき腹ばらからは赤い染みが広がっている。

　大きな傷を負った場合、痛みを麻ま痺ひさせる脳のう内ない物ぶつ質しつが出る。本人が平然としているからといって大丈夫とは限らない。むしろ痛みを感じていないほうが危険だ、とネットニュースで読んだことがあった。

　観月が首をかしげる。

「血？　血ってなんです──ひゃあああ!?　死ぬ！　死ぬぅ!?　ううう……って、トマトジュースですよ、これ？」

「トマトジュース？」

「はい、１００％です。放ほう課か後ごに飲もうと思って、ポケットに入れたままだったんですよねー……ほええ、これはひどい」

　またもや、僕の全身から力が抜けた。

　膝ひざから崩くずれ落ちそうだ。

「びっくりさせないでよ……」

「なに言ってんですか!?　びっくりしたのはこっちですよ！　あなたが血だなんて言うから、今日が命めい日にちなのかと思いました！」

　観み月づきが、ぷくっと頬ほおをふくらませた。

「まぁ、勘違いしたのは悪かったけどさ……」

「許ゆるしてあげます。ほらほら、さっさとこの棒を持ち上げてください。今度は落としちゃダメですよ？　あなたって非ひ力りきそうなので心配です。しっかりしてください。ああ、あと感かん謝しやしてくださいね？　こんなにかわいいわたしの好感度を上げるチャンスなんて滅めつ多たにないんですから」

「なるほど」

「わかりましたか？」

「うん。──好感度はいらないから、帰っていい？」

「えええっ!?」

　観月が青ざめる。

　途と端たんに泣きそうな声になった。

「うわぁん！　調子に乗ってしまいました！　ごめんなさい。だから帰らないでください。靴くつをお舐なめしますからぁ！」

「そ、そこまで下手に出なくても……って、本当に舐めようとしないでよ！」

「どうして舐めさせてくれないんですか!?　そんなに帰りたいんですか!?　見捨てないでくださいぃ！」

「舐めてもらわなくても帰らないから、安心してよ」

「ほ、本当ですか？」

「うん」

　僕は丸太の端はしに手をかけた。力を込めると、わずかに持ち上がる。

　観月が顔を輝かがやかせた。

「ありがとうございます！　あなたは命の恩人です。このご恩は一生忘れません。わたしがＮＰＣならレアアイテムをプレゼントしてるとこですよ。ええと、なにがいいですかね。ポケットに飴あめとか入ってると思うんですけど……」

「早く出てよ……重い」

「あ、はい」

　観み月づきが肘ひじをついて、匍ほ匐ふく前進で、もぞもぞと這はい出してくる。

　彼女が身体からだを揺ゆするたび、銀髪が揺れる。

　白いうなじが見えた。





　　　　






「ふー、解放されましたー」

　棒を床に下ろした僕の前で、立ち上がった観月は、んーっと大きく伸びをした。

　それから彼女は、トマトジュースで濡ぬれた自分の服を確かめる。

「うわぁ、この染み、落ちますかね……？」

　赤く染そまった制服の裾すそに手をかけた。

　ぺろんっ、とめくりあげる。

　──うぇあ!?

　僕は危うく変な声をあげそうになった。

　男の目があることをまったく意い識しきしていない無む防ぼう備びな行動だ。












　めくられた布ぬの地じの下から、色しき素その薄い肌はだがあらわになる。

　細いくびれ。

　おへそが見えた。雪のような白い肌の中央に、小さな影かげが落ちている。

　ひょい、と彼女は制服を戻もどした。

　つい見つめてしまって、僕は赤せき面めんする。頬ほおが熱かった。

「……あ……あのさ……み、観み月づきは体育倉庫でなにしてたの？」

　誤ご魔ま化かすつもりはなかったが、そう尋たずねた。

　彼女はゴシゴシとハンカチでトマトジュースで濡ぬれた部分を擦こする。

「それはですねー。赤点が続いたからって理由で、ここの掃そう除じを申もうしつけられてしまいまして」

「そういえば、なんか言われてたっけ」

　数学の時間に小テストが返ってきたとき、観月は１人だけ５連続で赤点だったとして、担任に罰ばつ掃除を言い渡されていた。

　観月はよく体たい調ちようを崩くずして学校を休んでいる。だから、勉強が遅れているのは仕方がないことなので、可哀かわい相そうな気もしたが──

　彼女がため息をついた。

「早く帰ってゲームをしたかったので、急いで終わらせようとしたんです。ていやーって」

　勉強が遅れているのはゲームをやってるせいかも。そんなに可哀相ではなかった。

「……ていやーって急いだせいで、棒の下した敷じきに？」

「イケると思ったんですよ！　でも間違いでした。わたし自身の筋力値を忘れていたのが敗はい因いんです」

「筋力値って……そりゃあ、ゲームの中でなら大きな武器だって振り回せるだろうけど」

「動けなくなったので、これはもうゲームしてよう！　と思ったわけでして」

　棒の下敷きになってゲームをやってたのは、そういう事じ情じようだったらしい。

　──いや、おかしいよね？

「スマホを使えたなら、誰かに連れん絡らくして助けを呼んだほうがよかったんじゃない？　もう連絡したとか？」

「わたしのスマホ、誰の連絡先も入ってないんですよ」

　教室での観月の姿を思い出す。他の生徒がグループを作って談笑しているときも、彼女はいつも１人で黙々とスマホをいじっていた。

「ああ……そういや、友達がいないみたいだよね、観月は」

「な、なな、いきなりなに言ってるんですかー!?　そ、そんなワケないじゃないですかー」

　声が震ふるえていた。思いきり目が泳およいでいる。

「誰の連絡先も入ってないんでしょ？」

「はうっ!?　そ、それは、だから、その……」

　ピッ！　と彼女が人差し指を立てた。

　胸を張はって言う。

「いいですか？　連れん絡らく先を知っていることが友達であることの証あかしとは限らないんです！　名めい刺しを交こう換かんしたら友達ですか？　違うでしょう。電話帳ちようは友達帳ですか？　違うでしょう。連絡先なんて飾かざりです！　リア充じゆうにはそれがわからんのです！」

「じゃあ、ちゃんと友達はいるんだ？」

　率そつ直ちよくに尋たずねると、観み月づきは何か衝しよう撃げきを受けたように胸を押さえた。

「くはうっ！　いえ……まぁ、その……いるかいないかでいえば……いないわけですけど!?　ええ、いませんとも！　それがなんですか？　なんなんですか？　悪いんですか？　友達がいなくても困こまりませんよ！」

「困ってたんじゃないかな？」

　もし僕が来なかったら、どうしたのだろう。

「あーあーイヤです、イヤです。世の中はゲーマーに厳きびしいんですよ。こんなにキュートでもゲーマーだと友達の１人もできないんですから。ゲーマーってだけで！」

「趣しゆ味みより性格の問題じゃないかな……」

「え？　わたしの性格のどこに問題があるんですか？」

「そういうところだと思うよ」

　真顔で尋ねてきた観月に、僕は曖あい昧まいな笑みを返した。

　ゲーマーでもクラスメイトと連絡先を交換する機き会かいくらいはあると思う。




　それはともかく、これも何かの縁だろう。

　同じクラスにもかかわらず、観月とこんなに話したのは初めてだった。このまま帰るのも寝ね覚ざめが悪い。

　僕は横倒しになったままの丸太を引き起こしにかかる。

　観月が首をかしげた。

「なにしてらっしゃるんですか？」

「終わらないと帰れないみたいだからね。手伝いだよ」

「え？」

「……また丸太の下した敷じきになると大変でしょ？」

「あ、ありがとうございます！」

「さっさと終わらそう」

「はい！」

　元気のいい返事を聞いて僕は丸太を戻もどす作業を続けた。

　次に、倒れているボールのカゴを起こす。こぼれていたサッカーボールを拾い集めた。

　この時期の体育倉庫は寒い。それでも額ひたいから汗がこぼれ落ちてくる。

　ふぅ、と息をついて汗をぬぐった。

　振り返ると──

　跳とび箱に座って、観み月づきがクロスレヴェリをやっていた。

　ふんふんふ～ん♪　と鼻はな歌うたまじりだ。

　まるで自宅のようにリラックスした様よう子すで、スマホを操作しながら、ぱたぱたと足を遊ばせている。

　僕はため息をついた。

「……ねぇ、観月？」

　彼女が、びくっ、と反応する。

「はうっ!?　こ、これはですね……」

　視線を彷徨さまよわせていたが、覚悟を決めたように──

　彼女は胸の前で、グッと拳こぶしを握った。

「ゲームを愛するわたしの心が！　ゲームをしろと叫さけんだのです！」

「ほう」

「誰にもわたしを止めることはできないんです！　わたし自身にすら！」

「うん、わかるよ」

「わ、わかっていただけるんですか？」

「まあね」

　ぱあぁぁ、と彼女の表情が明るくなる。

「そうなんですよー。つい、やっちゃうんですよねー。困こまってるんですよ。ホントに困ってるんですよ。でもしょうがないんですよね、スマホがあるわけですし。いつでもどこでもゲームができちゃう！　素敵なスマホが悪いんですよー。えへへ」

「悪いのはスマホだよね」

「そうそう、まったくもって困ったものですよー」

「じゃあ、それがなければ解かい決けつだね」

　僕は彼女に近づくと、ぽかんと見上げている観月の手から──スマホを、ひょいと取り上げた。

「ほえ…………？」

　観月が目を丸くする。

　さっ、とスマホに手を伸ばしてきた。

　見てからの回かい避ひは余裕だった。再び彼女の手が追いかけてくるが、あっさり避よける。

　しばらく、手の追いかけっこが続いた。

　突然、観み月づきが悲ひ鳴めいをあげる。

「ぎゃあああ！」

　ばたーん、と床に倒れる。

「うわっ!?」

　思わず、ドン引き。

「ぎゃああああ！　ぎょええええ！　ぐおおおお！」

　床で奇き声せいをあげながら、観月がのたうちまわる。まるで日光を浴あびた吸きゆう血けつ鬼きが苦しんでいるかのようだ。

　僕の脳のう裏りに〝スマホ中毒〟という単語が過よぎった。

「だ、大丈夫？」

　ぜーぜー、と観月が荒い息をつきながら、弱よわ々よわしく手を伸ばしてくる。

「か、返してください……」

「ゲームやらない？」

「…………………………やりません」

「掃そう除じしようね」

　スマホを返すと、彼女の呼吸は正常に戻もどった。

「はあー、苦しかったです。死ぬかと思いました。もう大丈夫です」

「それは大丈夫ではないかな」





　　　　






　20分後。

　ようやく掃除が終わった。

　終わるなり、観月が折りたたまれた体育マットに座ってスマホを取り出す。

　イヤホンを外はずしてボリュームを上げると、外から聞こえる運動部のかけ声に混まじり、クロスレヴェリのＢＧＭが流れてきた。

「はぁぁぁ……やっと異世界に戻れます」

　クロスレヴェリは剣と魔法の幻想世界フアンタジー──いわゆる異世界を舞台にした、ＭＭＯＲＰＧだ。

　ＭＭＯというのは、『大規模Massively・多人数参加Multiplayer・ネット接続Online』の略であり、そのＲＰＧである。つまり、ネットを介して大おお勢ぜいが同時にプレイできるゲームのことだった。

　クロスレヴェリという異世界で、他のプレイヤーたちが操あやつるキャラクターと会話したり、協力して戦ったり、アイテムを売り買いしたりできる。

　彼女はそのゲームのプレイヤーだった。しかも、かなりハマっている様よう子すだ。

　僕は額ひたいに浮うかんだ汗をぬぐった。

「観み月づきって、ほんとにゲームが好きなんだね」

　彼女は胸を反そらして誇らしげに言う。

「大好きですよ！　もうすぐ《アンタレス》の強化を最大にできるんですよー。あと２００個くらい《赤秘石》があればってとこまで来ました」

「へぇ、そうなんだ。《アンタレス》を最大に…………えっ!?」

　思わず驚きよう愕がくの声をあげていた。なぜなら、それはクロスレヴェリにおける現時点で最強装備のひとつだからだ。

「ちょっと待って、観月……《アンタレス》って、あの《アンタレス》だよね？」

「他にあるんですか？」

「キャラのレベル、いくつなの？」

「１５０です」

「カンスト（経験値カウンターストップ）してるんだ……」

　重じゆう度どのやりこみプレイヤーすら、そうそう到とう達たつしない最高レベルに、なんと目の前にいる少女が達していた。

　感かん嘆たんのため息がこぼれる。

「すごいな……僕なんか、まだ《エンペラーナックル》を装備してるとこだよ」

　観月が大きく目を見開いた。

「あ、あなたもやってたんですか!?　クロスレヴェリ！」

「君に比べたら、ぜんぜんだけどね」

「そんなことありませんよ！　《エンペラーナックル》を装備できるってことは、もうすぐ限界突破ですよね!?」

　クロスレヴェリはレベル99からレベル１００になるところで壁かべがある。

　あれこれイベントをクリアして、ようやく限界を越えられるのだ。

　レベル１００以上になると、それまでは６人パーティーでなんとか倒せていたような敵を単独で倒せるくらい性能的に〝別格〟になる。

　追加される特とく殊しゆ技能も強力なものが多く、公式の設定には〝伝説級〟とか〝超人的〟とか記されているが、プレイヤーたちからは〝１００以上はチート〟と言われていた。

　そして、僕は限界突破前で足あし踏ぶみが続いている。

「まだレベル99だよ」

「やっぱり！　なかなかのヘビーゲーマーじゃないですか！」

「そんなことないって。長くやってるだけだし」

　クロスレヴェリのサービス開始は、ちょうど４年前の12月から。僕は冬休みに始めたので、初期からのプレイヤーだった。

　しかし、ヘビーとか廃はい人じんとか評ひようされるのは違うと思う。

　期間限定のイベントを除けば、睡眠時間を削けずるようなことはしていないし、学校でプレイすることも希まれだ。

　マイペースで遊んでいるので限界突破までは、まだまだ遠い。

　そして、レベル１００以降は、１つレベルを上げるのが99以下のときの10倍くらい大変になる──と言われている。

　１５０カンストなんて、実じつ質しつ的にはレベル６００みたいなものだ。４年間でレベル99の自分には果はてしなさすぎて一生無理だとさえ思える。

　それなのに、観み月づきはレベル１５０で、しかも武器の強化まで終わりかけているという。

　普通じゃなかった。

　はっきり言って異い常じようだ。

　これが廃人か。

　廃人ゲーマーが腰を浮うかせて、僕ににじり寄ってきた。

「あの！　あの、あのですね！」

「な、なに？」

　キラキラと瞳ひとみを輝かがやかせながら、ぐっと顔を近づけてくる。

　──近!?

　動どう揺ようしてしまった僕に、観月が言う。




「いっしょにクエスト、行きませんか!?」




　そういうことになった。





　　　　






「むっふっふー♪　むっふっふー♪　協力プ・レ・イー♪」

　観月が調子の外はずれた歌声をあげる。

　折りたたんだ体育マットをベンチ代わりにして、僕は観月と並んで腰掛かけた。

　彼女が歌に合わせて身体からだを揺ゆらすせいで、小さな肩がちょんちょんと触ふれてしまう。

　姉がいたのは小学生までの話だ。中学時代も高校になっても、ずっと女子とは無む縁えんだった。

　おかげで女性に免めん疫えきがなく、僕は緊きん張ちようで指が震ふるえてしまう。せめて顔に出さないように必死だった。

　彼女のほうは、男性に慣なれているのか。あるいは、僕のことを男性だと意い識しきしていないのか。

「さあ！　まずは合流しましょう！　あなたはドコにいるんですか？」

　──僕が意い識しきしすぎかな。

　たんにゲームをするだけで、男性だの女性だのと考えるのが間違っているのかも。

　スマホに表示されたゲーム画面に視線を落とす。

「えっと、今はファルトラだよ」

　ファルトラ──クロスレヴェリで実装されている３つある人ひと族ぞくの国のうち、西側にあるリフェリア王国の、その西端にある街の名前だった。

　設定的には、魔王軍から人族の版はん図とを守る最前線の城じよう塞さい都市である。

　プレイヤー的には〝序じよ盤ばんの終わり〟と言われている。

　ここまでは一度も死亡せずに到とう達たつすることも珍しくない。クロスレヴェリは人族の領りよう域いきを出て、魔族の領地に踏ふみこんでからが本番だった。

　普段なら、レベル99の自分が利用することはない街だ。

　しかし、ちょっと前のアップデートで新しい魔王が復活したことで、今は最重要拠きよ点てんと化している。新クエストも大量に追加されていた。

　ハロウィンの期間限定イベントも行われているため、かなり賑にぎわっている。

「ファルトラですね、すぐ行きます。あなたの名前は？」

「リオーグだよ」

　始めたときはゲームに興きよう味みがなかったので、適当につけた名前だったけれど、今では、ずいぶんと馴な染じんでいた。

「種族は？　職業クラスは？」

「《豹ひよう人じん族ぞく》の《拳けん士し》だね。冒ぼう険けん者しや協会ギルドで待ってるよ」

　冒険者協会──

　一階は酒場になっている。他のキャラクターたちがおしゃべりしており、フキダシが泡のように浮うかんでは消えていた。

　パーティーメンバーとの雑ざつ談だんや、メンバー募集や、意味不明な独り言など。

　入口近くに、豹人族の拳士リオーグは腕組みして立っていた。

　しなやかな筋肉のついた巨きよ躯くであり、黄と黒色の髪かみはざんばらで、頭には豹耳がある。細長い尻尾しつぽが揺ゆれていた。

　耳や尾はアクセサリーではなく、豹人族の特徴だ。

　戦闘時には左右の拳こぶしに手て甲こうを装備するのだが、街中では外はずしていた。

　リオーグのところに、女性のキャラクターが駆かけ寄ってくる。

「見つけましたよ、リオーグさん！」

　その声は、ゲーム内のセリフではなく、隣にいる観み月づきがあげたものだった。

　ちょっと不思議な感じがする。

「このユメってキャラが、観み月づき？」

「はいー」

　夢ゆめ亜あだからユメなのだろう。

　ユメは《人間ヒユーマン》の《魔銃使いマギガンナー》だった。

　髪かみが銀色なこともあり、外見は観月によく似ている。ただし、学校の制服姿ではなく、西部劇のガンマンのような衣装を着て、背中の左側にだけ天使の翼を広げていた。

　──これがレベル１５０のキャラか。

　そう思うと、ユメの周囲には光り輝かがやくオーラのようなものが見える気がした。

　こちらからパーティー申しん請せいを送る。ユメが受じゆ諾だくして、パーティーが結成された。

　画面内でユメが「わーい」と、はしゃいだモーションをとる。

　隣を見ると、観月が嬉うれしそうにニヤニヤしていた。

「えへへ……さっそく、クエスト受けましょう、クエスト！　２人でしか受けられないヤツがあるじゃないですか！」

「そんなのあったかな……？」

「ほらほら、あの、アレですよ！　カで始まってルで終わる２人でしか、受けられないクエスト！」












「カウベル？」

「牛の鈴!?　そんなもの付けた２人組、見たことあるんですか!?」

「いや、記き憶おくにないけど……」

「カップルですよ！　カップル限定クエストですよ！」

「ああ……あったね、そんなの」

「なりきってみるのもいいかもしれませんよ？　ダーリン！　ちゅっ♥」

「よし、パーティー解散っと」

「なんでですかー!?」

「それは冗談だけど……あのクエストって、難なん度どのわりに報ほう酬しゆうが微び妙みようじゃない？」

「関係ありませんよ。クリアしてないクエストがあったら挑戦してみたくなるじゃありませんか」

　ニヤリ、と彼女は笑った。

「なるほどね。いいよ、やろうか。僕も機き会かいがなかったし」

　リオーグは冒ぼう険けん者しや協会ギルドの階段へと向かう。

　クエストの受付は２階のカウンターだった。

　黄色い服のドワーフ少女、通称《黄色い子》に話しかけ、《上級クエスト》を受ける。




　クエスト開始──

　街の外は、どこまでも青空と草原の広がるフィールドだ。リオーグとユメは競きそうように駆かける。

　そして、《人ひと喰くいの森もり》の奥にある《深緑の大聖堂》へと入った。

　このクエストを受けているときだけ開けられる扉の向こう側には、見たことがないモンスターがわらわらと現れる。

　名前は《ブレッシングベア》といって、外見は愛らしいクマのヌイグルミというものだった。

　しかし、外見で油断してはいけない。

　このエリアの平均的なモンスターの何倍も強かった。

　ユメが構えた銃から、七色に輝かがやく極ごく太ぶとの閃せん光こうが伸びる。襲いかかってきていた何体もの《ブレッシングベア》を薙なぎ払った。

「なんとかなりそうですねー」

「うえ……レベル99のモンスター複数を瞬しゆん殺さつか……」

「ふふっ、火力特化ですから。ランカー称号《魔砲天使》は伊だ達てじゃありません」

「あ、ほんとだ」

　ステータス欄らんを改めて確認すると、それが表示されていた。ランカー称号というのは成績上位１００名程度に与えられる特別な呼び名だ。

　運うん営えい発表によれば総プレイヤー数が６００万人もいる。その上位１００以内なのだから、とんでもない実力であることは間違いなかった。

　任せておいても、彼女のキャラなら単独でクエストをクリアできそうだ。

　しかし、せっかく参加しているのだから、何もしないのでは意味がない。

　前に出た。

　拳けん士しは殴り合う距離まで接近して戦うのが基本だ。

　観み月づきが叫さけぶ。

「ダメ！　近づきすぎです！　そいつは──」

《ブレッシングベア》が破は裂れつした。クマのヌイグルミの中から、無数の触しよく手しゆが飛び出してくる。

　──こんな攻撃してくるのか！

　考えるより先に、指が動いていた。

　すべて躱かわす。

　触手の根元にある緑色の本体に、リオーグの拳こぶしを叩たたきこむ。

　ひとまず、最初に現れたモンスターたちを全ぜん滅めつさせることができた。

「ふぅ……さすがにレベル１５０が一緒だと楽だね」

「な、なんですか、今の!?」

　観月が目を見開いて、こちらに顔を寄せてくる。

「え？　《ブレッシングベア》でしょ？」

「そうじゃなくて！　あの近距離で触手の攻撃を！　なんで躱せるんですか!?　そういう装備とか技能とかあるんですか!?」

「……見てから、横ステップを押せば」

「間に合いませんよ！　どんな反はん射しや神しん経けいしてるんですか!?」

「普通だと思うけど……」

　奥からモンスターたちが現れたので、話しながらも戦闘を継けい続ぞくした。

　ユメが火力で大半を焼き殺す。

　リオーグは接近戦を挑み、触手の攻撃を回かい避ひして、拳を叩きこみまくった。

　観月がうなる。

「やっぱり……マグレじゃない……あっ、聞いたことがあります！　レベル99で限界突破してないにもかかわらず、ランカーを狩りまくってる豹ひよう人じん族ぞくの拳士がいる、って」

「なにそれ？」

「動画、見ましたよ！　通称《上位喰いランカーキラー》！　キャラ名までは覚えてなかったけど、あなただったんですね！」

「僕が《上位喰いランカーキラー》？　勘違いじゃないかな？」

「間違いありませんよ！」

「ランカーが相手だと、10回やっても１回だって勝てるかどうかだよ。ぜんぜん敵かなわないって」

「10回に１回も勝てるなら充分ですよ！　わたしがレベル99に負けたらゲロ吐はきますよ!?　どれだけ性能差、あると思ってんですか!?」

　女の子がゲロとか言わないでほしい。

　そんなに大層なことだろうか。

「相性もあるし……あ、手加減してくれてるんじゃないかな？」

「ランカーがそんな優しいわけないじゃないですか。謙けん遜そんなんて要いりませんよ？　あなたはスゴイです。今だって、おしゃべりしながら避よけまくってるじゃありませんか」

「うーん、10回やって９回勝つほうがスゴイと思うんだよね。《上位喰い》なんて初めて聞いたし」

「どうして、ご自分の噂うわさを知らないんですか？」

「……掲示板とか、見ないせいかも……昔、嘘うそつき呼ばわりされたことがあってさ」

「嘘つき？」

　少し迷ったけれど、彼女なら信じてくれるかもしれない──と思って打ち明けることにした。

「えっと……《デスダンサー》の必殺技って知ってる？」

「腕がたくさんある骸がい骨こつですよね。必殺技は、ほぼノーモーションで連続攻撃してくる《ブラッディダンス》でしたか」

「その《ブラッディダンス》を見てから避けられる、って掲示板に書いたんだよ。そしたら──」

「あれを!?　うそ!?」

「……まぁ、そういう感じで」

　ダメだったか。

　観み月づきが慌あわてて首を左右に振った。

「あっ、違いますから！　今のは言葉の綾あやってやつです！　信じます信じます。たった今、目の前で超反応を見せられてますからね！　信じるしかないですよー」

　彼女の言葉に、不思議なほど胸が軽くなる。

　なんだか妙みように嬉うれしかった。

《深緑の大聖堂》の一番奥へと辿たどり着つく。《ブレッシングベア》を３倍くらい大きくした露ろ骨こつにボスっぽいモンスターが現れた。

　観月が声をあげる。

「よーし！　リオくん、がんばって倒しましょうね！」

「リオくん？」

　彼女が、にこりと笑みを浮うかべる。

「リオーグだから、リオくんです」





　　　　






　スマホの画面に、クエスト達成の文字が煌きらびやかに踊おどる。

　モンスターの落とドロツプしたアイテムが表示された。

　一緒に戦ったパーティーであっても、誰が何を得たかはわからないようになっている。

「あ、レアだよ」

　観み月づきのほうへスマホを傾かたむける。

「ほんとですか!?　どんなのですか!?」

　彼女が肩を寄せてきて、僕の手元を覗のぞきこんできた。

　銀色の髪かみに、ふわりと頬ほおをくすぐられる。

　石けんの香りがした。

　また妙みように緊きん張ちようしてしまう。しかし、こんなときに取り乱すなんて余計に恥はずかしくて、平静を装った。

「指輪だね」

「《ラブリーリング》……です？」

　ハートマークの飾かざりが施ほどこされた指輪だ。

　攻撃がヒットするとハートのエフェクトが飛ぶ──効果としてはそれだけの、いわゆるファッションアイテムだった。

　限定クエストでしか手に入らず、極きよく端たんにドロップ率が低いため、市場での取引額は高いらしい。

「……微び妙みようだね。ハートが散るだけらしいよ？」

「わぁっ！　いいですね、いいですね！」

　観月が歓声をあげた。

　女子って、よくわからない。

　暗黙の了解として、パーティーでプレイしていようとも、アイテムは入手した人のもの。他人を気き遣づかう必要はない。

　しかし、今回は知り合いとのプレイで、しかも２人きりで受けたクエストだ。

　自分だけが得するのは気が引けた。

「これ、売ろうか。売り上げを山分けしよう」

「え……う、売っちゃうんですか？」

　ひしっ、と観み月づきは僕の腕を掴つかんできた。

　なぜか彼女が泣きそうな顔をする。唇くちびるを震ふるわせて。

「リオくん！　わたしとのことは遊びだったんですか!?」

「……なん、だと？」

　観月が、ぐすっと洟はなをすすった。

「ひ、ひどいです。２人の初めての共同作業の記念品じゃないですかぁ……それを、売るだなんて……」

　正直、記念品だなんて考えていなかった。けれど、言いたいことは理解できる。

「じゃあ、このアイテム、観月にあげる。僕のキャラがハートマークを飛び散らしてたら、ちょっとどうかと思うし」

「もらっちゃっていいんですか？」

「アイテム目当てのクエストじゃなかったしね。いっしょに遊んで楽しかったから、僕の取り分はそれで充分だよ」

　観月は大きく目を見開いた。

「リオくん……」

「ゲームって、楽しんだ人が勝利者だと思うんだ」

「わぁ、リオくん、かっこいい！」

　急に観月が腕を抱きしめてくる。

　押しつけられたやわらかな感触に、思わず「ひゃあ」と声をあげてしまった。

「そ、そうだ、観月……フレンド登録しようか？」

　フレンド登録──

　これをすると、お互いのログイン状況が把握できる。それと、個人宛あてメッセージが送れる。攻略上のメリットはないけれど、今後も一緒にプレイするなら便利だった。

「いいんですか？」

「もう遊ばないってことなら、必要ないけど……」

「遊びます！　絶対です！」

「よかった」

　僕はメニューから、フレンド申しん請せいを選んだ。彼女が受じゆ諾だくする。

「ありがとうございます、リオくん！　これから末永く、よろしくお願いしますね」

「うん。こちらこそ、よろしく」





　　　　






　翌日の学校──

　僕は寝不足であくびをかみ殺しながら、教室へ向かう階段を登のぼっていた。

　うちの高校は１年生の教室が３階にあり、学年が上がるごとに、下の階へと移っていく。

　教室の戸を開けると、すでに何人かの生徒がいた。おしゃべりしたり、本を読んだり、スマホをいじったりしている。

　自分の机に鞄かばんを置いたところで、達たつ也やがやってきた。

「よおっす、親友」

「おはよ……誰と誰が、親友なの？」

「照てれるなって」

　まるで幼なじみのよう、と周りから評ひようされるが、達也とは高校に入ってからの付き合いだった。

　僕は肩をすくめて、あくびする。

「ふぁ……」

「ずいぶん眠ねむそうだな？　なにかあったのか？」

「なんでもないよ」

「困こまったことがあったら、いつでも相談してくれよな、親友」

「……その親友って言われるの、困ってるんだけど」

「おいおい、親友を親友と言ってなにが悪い？　それとも、お前と俺は親友じゃないっていうのか？」

「……恥はずかしい」

「はっはっは！　それがいいんだって！」

　笑いながら、達也が僕の首に腕を回してきた。

　頭同士がコツンと当たる。

　ざわっ、と教室にいた女子たちの空気が変わった気がした。なんだろう？　すごく見られている気がする。

「……本当に恥ずかしいんだけど」

「んで？　どうして今朝は寝不足なんだよ？」

「たいしたことじゃないよ」

「ほほう……その顔は、なんかいいことがあっただろー？」

　──どうだろう？

　昨日のことは、いいことだったのだろうか。放ほう課か後ごに校門が閉まるまで寒い体育倉庫でゲームをやり、さらに互いの家に帰ってからもネット上でパーティーを組んで朝までクエストを繰くり返した。

　観み月づきの「もう１回だけ」を20回くらい聞いた気がする。

　かなり稼かせげたけど、眠ねむくて仕方がない。

「微び妙みようかな」

　ガラリ、と教室の戸が開く音がした。

　視界の端はしに見えた色で、誰が入ってきたのか、すぐにわかった。

　白に近い銀の髪かみ。

　頭の両側にリボンで結んだ髪を、ふわふわと肩口で揺ゆらして──観月夢ゆめ亜あが教室に入ってきた。

　クラスメイトたちが少し驚おどろいた顔をする。

　観月は遅ち刻こくと欠けつ席せきの常じよう習しゆう者だ。来るとしても、朝早く来ることは珍しい。

　思わず時計を見てしまう。まだＨＲホームルームまでは10分ほどあった。

　こんな早い時間に観月が登校してきたのは、初めてかもしれない。

　さらに、いつもと違うことがあった。

　学校で見かける観月は、いつもスマホを操作している。両耳にイヤホンを着つけてゲームに没ぼつ頭とうしていた。

　しかし、今は手にスマホを持っているものの、教室に視線を巡めぐらせている。それだけの変化で、まるで別人のような印象だった。

　いつもは前髪に隠れがちな青い瞳ひとみが、こちらへと向けられる。

　嬉うれしそうに微笑ほほえんだ。




「リオくん！」




　クラスメイトたちの注目を一いつ身しんに集めながら、観月はまるで気にした様よう子すもなかった。

　とたたっ、と駆かけ足で近寄ってくる。

　僕の目の前まで来て、彼女が首をかしげた。

「あれ？　リオくんって、そんなお顔でしたっけ？　黄色と黒の髪で、もっとワイルドでアニマルな顔つきだったような気がするんですけど……」

「待って、観月。それゲームのキャラだよね？」

「あ、そうでした。ずっとキャラを眺ながめてたせいで、すっかり。あなたが〝中の人〟でした」

「な、中の人？」

「でも、〝リオくんの中の人〟なんて呼びにくいですし、リオくんでいいですよね？」

「僕の名前は──」

　なーなー、と隣で話を聞いていた達たつ也やが割りこんできた。

「リオってなんだ？」

「……僕のゲームでの名前だよ。リオーグっていうんだけどね」

「なるほど、ゲーム仲間ってことか！　そういや、観み月づきちゃんって、いつもゲームやってるもんなあ！」

　達也が深ふか々ぶかとうなずいた。

　べつに隠すようなことではないが、クラスメイトたちから注目を浴あびているのは恥はずかしかった。

　興きよう味み津しん々しんという様よう子すで、達也が尋たずねてくる。

「どんなふうに仲良くなったんだよ？　こんなふうに話してる観月ちゃん、初めて見たんだけど？」

「昨日、ちょっとゲームで遊んで……」

　それだけだ。フレンド登録はしたが、それ以上のことなんてなかった。

　観月がはしゃいだ声をあげる。

「どなたか知りませんが、よくぞ訊きいてくれました！」

　達也が露ろ骨こつにショックを受けた。

「あ、あのさ……俺、観月ちゃんのクラスメイトなんだけど……もう10月……知らない？」

「知りません。転入生の方ですか？」

「マジか!?」

　クラスの中心人物のさわやかイケメンが、バッサリと斬きられた。

　どうやら、観月に悪気はないらしく、本当に不思議そうな顔をしている。

　達也が僕の肩を掴つかんで、ガクガクと揺ゆすってきた。

「そうだよ！　観月ちゃんってこういう子なんだよ！　このクラスで名前を覚えてもらってるヤツなんていないんじゃね!?　どうしてお前だけ仲良くなれてるんだよ!?」

「落ち着ついてよ、達也……僕も名前は覚えてもらってないんじゃないかな？」

「お、おう……」

　観月が覚えているのはキャラクター名だった。

　達也が改めて尋ねる。

「観月ちゃん、マジで友達になったんだよね？」

　ふっふっふっ──と彼女が口元に笑みを浮うかべる。胸の前でスマホを握りしめた。




「リオくんから指輪をもらって、わたしたち将来を誓ちかい合ったんです！」




　教室全体に響ひびく声で、自じ慢まんげに言い放った。

　ざわっ。

　教室の空気が一いつ変ぺんする。

　僕は慌あわててしまう。

「観み月づき、なに言ってるの!?」

「ね、リオくん。そうですよね？　ね？」

　観月が頬ほおをほんのり染そめて、チラッ、チラッ、と視線を向けてきた。

　仕草はかわいらしいと思う。

　しかし、記き憶おくにない。

「将来を誓ちかい合ったって!?　そんな覚え、ないんだけど……」

「え……？」

　観月の表情が凍りついた。

　僕は昨日のことを必死に思い出す。

　指輪というのは、あのアイテムのことだろう。《ラブリーリング》だ。

　将来を誓い合ったというのは……？

　ふと、フレンド登録をしたときの会話が脳のう裏りを過よぎった。




『ありがとうございます、リオくん！　これから末永く、よろしくお願いしますね』

『うん。こちらこそ、よろしく』




　僕は思わず、ぽんと手を叩たたいた。

「あれって、そういう意味だったの？」

「嘘うそ、だったんですか……？」

　観月がショックを受けたように、よろめいた。

　焦しよう点てんをなくした虚うつろな目をしている。

「いや、嘘っていうか、そんな意味だと思わなくて……ゲームフレンドとして、これからも遊ぼう……ってことでしょ？」

　僕は間違っていないと思う。

　しかし、彼女の反応との差が大きすぎて、つい声が小さくなってしまった。

　ひそひそ、とクラスメイトたちがささやき合う。

「遊び……？　遊びって聞こえたわ」

「ひどーい」

「観月さん、かわいそう……」

　──誤ご解かいされてる!?

　観み月づきが息を呑のむ。

「リオくん、わたしとのことは遊びだったんですね!?」

「そりゃ、ゲームは遊びだよね!?」

「ひどいです。２人きりのときは、あんなに優しくしてくれたのに……指輪だってくれたのに」

「えええ……」

　今も冷たくしているつもりはなかった。

　それと、指輪というのはゲームのアイテムの話なのだけれど。

　達たつ也やが間に入ってきた。

「まあまあまあ、落ち着つけって！　お前ら、付き合うのは初めてなんだろ？　初心者カップルなら、ちょっとくらいの行き違いがあるのはしょうがねえよ。ケンカしても、解かい決けつしないぜ」

「いや、カップルとかじゃ……」

「言葉なんてどうでもいいんだ。お互いのことを嫌いなわけじゃないんだよな？」

「そりゃ……僕は、友達になれてよかったと思ってるよ……」

　改めて言うのは恥はずかしかったけれど、それくらいは言わないといけないと思った。

　ぐぐ、と観月が身を乗り出す。

「この人しかいない、と思ってます。ベスト・オブ・ゲームフレンドです！」

　──やっぱり、恋愛的な意味じゃなくてゲームのことしか考えてないよね？

　しかし、誤ご解かいは解けぬまま事じ態たいは進んでいく。

　僕たちの答えを聞いて、達也が鷹おう揚ようにうなずいた。

「嫌ってないなら大丈夫だ。もうちょっと時間をかけて話し合ってみな。大切なのは言葉じゃなくて、お互いを想おもう気持ちなんだからな」

　おお～、と聞き耳を立てていたクラスメイトたちから拍手が起きた。

　ケンカ寸前だった２人が和わ解かいした！　よかった！　みたいな空気である。

　今さらカップルじゃない、と言える雰囲気ではない。

　観月も感動した様よう子すだった。

「ありがとうございます。リオくんと、もっとゆっくり話してみます。ね？　リオくん？」

「うん……話し合いは必要そうだね……」

　ゲームフレンドというのは、将来を誓ちかい合ったカップルではない──と理解してもらう必要性を感じていた。

　観月のことが嫌いなわけではない。

　廃はい人じんゲーマーだし、性格は暴走気味だし、キャラクターの名前でしか呼んでくれないけれど、悪い子ではないと思う。一緒にゲームをするのは楽しい。

　しかし、そもそも彼女は、僕のことを恋人だとは思っていないだろう。

　ゲームフレンドだと断言したし。

　朝のＨＲホームルーム前だというのに早くも１日ぶんの気力を使い果はたした僕は、死んだ魚のような目で観み月づきを見る。

　彼女はなぜか嬉うれしそうな顔をして、こちらを見つめていた。






　　幕間









　前日の夜──

　夢ゆめ亜あは家に帰ってからも、口元が緩ゆるむのを止められなかった。

　バスルームで身体からだを洗うときになっても、ニヤニヤしっぱなしだ。

　ボディソープをスポンジにつけて泡立てる。むくむくと手の中で泡が盛り上がっていく。

「ふふっ」

　こんないつもと変わらないことですら、なんだか楽しくて仕方がない。

　世界が変わって見える──そう言ってしまっても、決して大げさではない。カラフルに色づいていた。

　帰り道で見上げた夜空は、秋の星座に手が届きそうで。

　夜があんなに明るいことを初めて知った。

　泡を乗せるように、夢亜は肌はだの上にスポンジを滑らせていく。

「ふんふふーん♪　ふんふんふんーん♪」

　自然と鼻はな歌うたでクロスレヴェリのＢＧＭを口ずさんでいる。

　シャワーで勢いきおいよく泡を洗い流すと、夢ゆめ亜あはバスソルトを入れた湯の中に身体からだを沈しずめた。

「はにゃ～、うへへ……」

　ぽかぽかする。気持ちいい。

　今日の出来事を思い返してますます口元をだらしなくさせながら、夢亜はバスタブの縁ふちに置いていたスマホを手に取った。

　最近の機種はどれも完全防水だ。手に取ると、視線を感知して電でん源げんが入り、ロックも解除される。網もう膜まく認証式というやつだった。

　画面をタップして、クロスレヴェリを起動する。

　フレンドリストを開いた。

「ふふっ」

　また口元が緩ゆるむ。

　画面の中の『リオーグ』という文字に、夢亜は指先でそっと触ふれた。

　キャラクターの外見と、簡単なパラメーターが表示される。

　ぽー、っと眺ながめてしまう。

　個人宛あてメッセージを送ってみようと思い、何度か文字を入力してみた。けれども入力した文章を見直してみると、我ながら暴走気味で、控ひかえめに言ってドン引きされそうな勢いだった。

　書いては消し、書いては消し──

　バスルームの外で、脱衣所のドアが叩たたかれた。

「ちょっと！　いつまで入ってるの!?」

　姉の声だった。

　夢亜は我に返る。

「あっ、す、すぐ出るー」

　２枚のドア越しにかけられた言葉に返事をした。

　夢亜はお湯の中から立ち上がる。

　ちょっとのぼせたような感じだった。






第二章　放課後の使い方









　昼休み──

　休み時間のたびにゲームをしよう、とねだってきていた観み月づきだが、今は担任に呼び出されて教室にいない。

　僕は達たつ也やと弁当を食べていた。いつも僕が弁当を食べようとすると、達也がやってくるのだ。

「しっかし、お前って、意外とああいう子がタイプだったんだなー」

「だから違うってば。誤ご解かいだよ……友達としては、仲良くしたいと思うけどさ」

「おう！　俺にはわかってるぜ！」

「ホントかな……」

　僕は話題を変えて、期末テストの話をした。あまり楽しい話題ではないけれど、誤解だ誤解だと言い続けるよりはマシだろう。

　弁当を食べ終える。

　それを待っていたように、声をかけられた。

「ちょっといいかな？」

　川かわ瀬せ奈な央お──クラス委員長だ。

　腰まである長い黒髪は艶つややかで、顔の横にかかる房ふさを細い三つ編みにして、頭の後ろへまとめていた。とても上品な雰囲気がある。

　背筋が伸びていて姿し勢せいがいいせいか、膝ひざにかかるスカート丈でも野や暮ぼったい印象はなかった。

　率そつ直ちよくに言って、川瀬はすごくいい人である。

　真面目まじめなばかりではなく、融ゆう通ずうも利く。

　教科書を忘れたヤツがいたら隣のクラスから借りてきてくれたり、宿題のプリントを忘れたときにコピーを作ってくれたり、果はては進路の相談まで受けていたり。先生より頼られているかもしれない。

　このクラスの誰もが川瀬の世話になっていた。直接は助けてもらっていなくても、居心地の良い雰囲気が彼女のおかげであることに異論を挟はさむ者はいないだろう。

　そんな委員長が、僕に声をかけてきた。

「……なんだい？」

「あのね、ちょっと時間、もらってもいいかな？」

「うん、大丈夫だよ」

「ありがと。それじゃあ……」

　川かわ瀬せが視線で教室の出口を示しめした。





　　　　






　うちの学校には、使われていない教室がいくつかある。これも昔より今のほうが生徒が少なくなっている影響だ。

　他の教室と同じように机が並んでいるけれど、床にも机にも埃ほこりがうっすらと積もっている。

　川瀬が戸を閉めると、昼休みの喧けん噪そうが遠くなった。

　清せい楚そで美人な委員長に呼び出されて、空き教室で２人きり。

　普通なら、胸を高鳴らせてもおかしくないシチュエーションだった。しかし、そんな甘あま酸ずっぱい期待はとてもできない。

　不安のほうが強かった。

　なんの話だろう？

　予想はつく。

　観み月づきのことだろう。

　風紀を乱したことを注意されるんじゃないか。

　クラス委員長である川瀬は、クラスメイトたちを引き締めて、風紀を守っている。

　普段は厳きびしくない。むしろ寛かん大だいだ。

　しかし、規範から脱線しすぎると先生から厳しく締め付けられてしまうので、そうなる前に彼女が率先して律していた。おかげで、うちのクラスは教師陣からの干渉が緩ゆるく、自由な雰囲気が保たもたれている。

　だから、川瀬が看かん過かできない問題だと注意してくるのは、ありえることだった。

　──教室でベタベタするのはやめなさい、なんて言われるだろうか？

　観月とは友達になっただけ、と僕は主張したい。

　しかし、クラスメイトたちは祝福ムードだし、観月の態度が誤ご解かいされるのは当然だと思う。

　どう説明したものか……

　川瀬が胸の前で手を合わせた。

「いきなり呼び出して、ごめんね？」

「いや、それはいいんだけど……」

「観月さんのことなんだ」

「やっぱり」

「ん？」

「えっと……観み月づきのことなら、ちょっとした解釈の違いがあってね。委員長が心配してるようなことはないんだ」

　彼女が、クスッと小さく笑った。

「お付き合いしてるとか？」

「違うんだよ」

「ん……わかってる。ずっと違うって言ってたものね」

「信じてくれるの？」

「これでも、嘘うそをつく人かどうかは、けっこうわかるつもり」

「そっか、ありがとう」

「お付き合いはしてないけど、観月さんと仲良くなったのは、間違いないでしょ？」

「まぁ、それはね」

　友達になった、と思っている。

　川かわ瀬せが急に大声を出す。

「すごい！」

「わわ!?」

　彼女は興こう奮ふんしているようだった。頬ほおが桜色に上じよう気きしている。

「観月さんって、体たい調ちようを崩くずして学校を休みがちなせいか、クラスに溶けこめてないでしょう？　私、何度か話しかけてみたことがあるんだけど……」

「どうなったの？」

「ゲームのことしか話さないじゃない？」

　観月は廃はい人じんゲーマーだ。会話もゲームに関かかわることに偏っていた。

「そうだね」

「だから、私もやってみることにしたの、ゲームを」

「へぇ」

　さすが委員長だ。努力家だ。

「リバーシっていうのをね」

「……う、うん？　それって挟はさんで白黒ひっくりかえす、あれだよね？」

「いっしょに遊ぼうって誘ってみたら、虫ケラを見るような目で見られちゃって」

「まぁ、それは酷ひどい反応だけど……」

　観月が悪いとも言えなかった。

　顔に出すかはともかく、微び妙みような感情を持つのは仕方がない。

　それらは似て非なるものだ。例えば、サッカー好きに〝同じ球技だから野球しよう〟と誘ったとしても、応じてもらえる可能性は低いだろう。

「私は気づいたの。観み月づきさんが興きよう味みがあるのは、特定のゲームだけで、ゲームなら何でもいいわけじゃないのよ」

「うん、そうだね」

「だから、私もクロスレヴェリを始めてみたんだ」

「さすがだね、委員長は。観月、喜んだでしょ？　パーティープレイが好きみたいだから」

「そうだったらよかったんだけど……」

「ダメだったの？」

「よくわからないんだけど、〝同じクエストやるなら最低でもレベル50ほしいです〟って言われちゃって」

「ああ……」

　これまた、観月の気持ちもわかる。

　レベル50は、普通にプレイしていたら一年くらいで到とう達たつする人が多い。

　それより低いと、レベル１５０のキャラクターにとっては、お荷物にしかならなかった。

　戦闘時には巻きこまないように気を遣うばかり。

　初心者側に合わせたクエストを受けても、レベル１５０が初級ダンジョンに行ったら、モンスターが逃げだしてしまう。お互いに不毛な時間を過ごすことになるだろう。

　委員長は諦あきらめなかった。

「でも、私の目的は観月さんの友達になること。話ができれば、と思って〝初心者だからゲームのことを教えてほしい〟って頼んだの」

「がんばるね」

　もう続きを聞くのが怖くなっていた。

「教えてもらったわ。攻略サイトのＵＲＬを……」

「……悪気はなかったと思うよ？」

　ゲーマー基き準じゆんでは、むしろ親切だった。

　しかし、友達になりたいと思っている人には、手て厳きびしい反応だ。

「すごい量の情報があるのね。何度も読んでみたけど、よくわからなくて」

「……読んだんだ……あれはゲームを進めていって必要になったとき、必要な場所だけ読むものだからね」

　頭の中に全部のデータが入ってるような廃はい人じんゲーマーもいるらしいが、普通は違う。

　僕だって暗記している範囲は限られていた。

　川かわ瀬せがため息をつく。

「とにかく、レベルを上げようと思ったんだけど、50って大変で」

「今、いくつ？」

「レベル19で足あし踏ぶみしてる」

「ああ、そこが最初の壁かべだからね。操作に習しゆう熟じゆくするか、装備を充実させないとイベントがクリアできないんだ」

　特とく殊しゆな《ストーリークエスト》をクリアしないと、レベル20以上にならない。

「観み月づきさんはレベル１５０って聞いたから、がんばってるんだけど……」

　おそらく、高校生のうちに追いつくのは無理だった。

　彼女が人生を踏み外はずすほど熱中すれば可能性はあるが、僕の立場だと、それは止とめるべきだろう。

「……委員長……苦労してたんだね」

　しみじみと、つぶやいた。

　彼女がまぶしそうに目を細める。

「私にできなかったことを、貴方あなたがやってくれたんだよ」

「僕が？」

「うん、観月さんと友達になってくれた」

「ゲーム仲間だけどね」

「そんな貴方に頼みたいの」

「なにを？」

　話の風向きが変わった。

「貴方の力で、観月さんをクラスに溶けこませてあげてほしいんだ」

「それはまた……」

　──難しいことを簡単に言いますね？

「お願いできないかな？」

　呼び出しの理由はわかった。

　人選ミスだと思う。

　僕は、達たつ也やのようにクラスの中心人物になれるほどコミュニケーションに長たけていない。観月ほどではないけれど、どちらかといえば、友達が少ない派だ。

　かといって、廃はい人じんゲーマーではない。

　僕は〝中途半はん端ぱ〟だった。

「無理じゃないかな……そんなこと言われても、なにをやったらいいか、わからないし」

「できるよ」

「言い切るんだ？」

「だって、観月さんがあんなに楽しそうに話してるの、初めて見たもの」

「うーん……でも……」

　だから自信が持てるかといえば別問題だった。

　安易に引き受けるわけにはいかない。

　ずいっ、と川かわ瀬せが近づいてきた。

「お願い」

「なっ……委員長……？」

　気がつけば、僕の背中が教室の壁かべに当たって、逃げ場はなくなっていた。

　睫毛まつげの本数が数えられそうなほどの近距離戦闘。

　川瀬が真まっ直すぐに見つめてくる。美人が真剣な表情をしていると、迫力がある。僕の背筋を冷や汗が伝つたった。

「貴方あなたにしかできないの」

　ここに至いたって、ようやく僕は悟った。最初から選択肢なんてなかったのだ。

　強制イベントだ、これは。

　空き教室で２人きりで、意志の強い委員長に、こんな吐息が感じられるほどの距離まで詰つめ寄られて〝お願い〟をされたら、もう無理だった。断れるほどの胆たん力りよくがあったら、僕はもうすこしクラス内で自発的に行動する側の人間になっていただろう。

「……わ、わかったよ……努力はしてみる」

「ありがと！」

　だらん、と垂らしていた右手を、彼女が両手でつかんできた。

　ぐい、と持ち上げられる。

　僕の右手が、彼女の胸元で、白くて細い両手に包まれて上じよう下げに振られた。ちょっとひんやりして、やわらかくて、すべすべしてる。

　急なことで驚おどろいたせいもあり、僕の心しん臓ぞうは早はや鐘がねを打った。

　喉のどがカラカラに渇く。

「あ、あの……でも、溶けこむって？　どうなれば、溶けこんだことになるの？」

「まずは、ちゃんと学校に来てくれること。いろいろ理由はあるでしょうけど、遅ち刻こくと欠けつ席せきを減へらしてほしいかな。もちろん、体たい調ちようが悪いときは別よ？」

「そうだね……体調だけが理由ではなさそうだね……」

「やっぱり？」

　思い出してみると、観み月づきの欠席は期間限定イベントの時期に多かった気がする。

　体育倉庫での掃そう除じを思い出してみても、ゲームを理由に学校をサボっている可能性は、大いにありそうだった。

「それについては話してみるよ」

「厳きびしく言わないで、優しくね？」

「ああ、引き受けたからには、努力する」

　僕は肩をすくめた。

　達成目標も聞けたし、クエストだと思ってクリアを目指そう。

　なにより、いつも世話になっている委員長の頼みだ。

　クラスメイトのひとりでしかない観み月づきのために、こんなにも気き遣づかってくれている。一番努力しているのは、間違いなく川かわ瀬せだった。

「ありがとう、よろしくね」

「うん」

　僕の右手を包んでいた川瀬の両手が離はなれる。

　手に、じんわりと彼女の体温が残った。

　長い黒髪をひるがえして、彼女は教室の出口へと向かう。

　その背中を見つめ、ふと前から気になっていたことを僕は口に出していた。

「……委員長は、なんでそんなにクラスのためにがんばれるの？」

　彼女が振り返る。

　意外にも、困こまったような表情をしていた。

「私が嬉うれしいから、かな？」

「クラスのために努力することが？」

「みんなが喜んでくれると、嬉しいよね」

「そういう考え方もあるのか……なかなか他人のために、そこまで一生懸命にはなれないと思う。委員長はすごいよね」












　彼女が苦笑した。

「……学年が終わるまで、クラスのみんなが、そう思ってくれればいいんだけど」

「なんで？　みんな、感かん謝しやしてるよ」

「ん……」

　なにかを誤ご魔ま化かすようにうなずき、川かわ瀬せが先に教室から出て行く。

　彼女にも事じ情じようがあるのだろうけれど、話さないことを無理に聞き出そうとは思わなかった。

　それよりも、問題は観み月づきだ。

　あれだけの廃はい人じんゲーマーを〝ちゃんと学校に来させる〟というのは、かなり難しい。

　なんせ、あれは〝わかっていてもゲームを優先してしまう〟病気のようなものだった。





　　　　






　空き教室から戻もどる途中──

「リオく～ん！」

　廊下の向こうから、銀髪の少女が、とててっと駆かけ寄ってくる。

　観月夢ゆめ亜あだった。

　ぴたっ、と僕の前で立ち止まるなり、ほわ～っと幸せそうな笑みを浮うかべる。犬みたいな尻尾しつぽがあったら、ぱたぱたと左右に振ってそう。

「んも～っ、どこ行ってたんですか？　探しましたよー」

「ん……ちょっとね……」

　曖あい昧まいに笑って返す。

　空き教室で川瀬と２人きりで話してた──と打ち明ける勇気はなかった。

　どうやら、呼び出されたことを達たつ也やは黙っていてくれたようだ。密ひそかに感謝しておく。

　そういえば、観月のほうは担任に呼び出されていたはず。

「先生から何か言われた？」

「あっ、それなんですけど、誉ほめられました！　まさかちゃんと体育倉庫を掃そう除じするとは思わなかったって！　ふへへへ、リオくんのおかげですよー」

「そうなんだ、よかったねえ」

　期待の低さが気になるけれど。

　にこにこ笑っていた観月が、がっくりと肩を落とした。

　どんよりとした気配が漂ただよってくる。

「はぁ……」

「どうしたの？」

「罰ばつ掃そう除じはいいとして、今の学力と出席日数では進級できないそうで……」

「ええっ!?　留りゆう年ねん!?」

「プリントを山のように渡されたんです。提出してないのが溜たまってたんだとか。やらないと、また１年生だぞ、ラストチャンスだぞ、って」

「……けっこうヤバイことになってたんだね」

　どうして、こんなになるまで放ほうって置いたんだ。

　あの川かわ瀬せが、あんなに強引に僕に頼んできたのには、こういう事じ情じようもあったのだろう。

　担任が面倒見のいい川瀬に〝どうにかしてくれ〟と言っていたであろうことは、容易に想そう像ぞうがついた。

　つまり、川瀬の〝クラスに溶けこませてほしい〟〝遅ち刻こくと欠けつ席せきを減へらしてほしい〟というのは──




　観み月づきを留年させないでほしい。




　──という意味だったのか。

　たしかに、クラスメイトとして心配になる。それくらい観月の状況はヤバかった。

　どうしよう。

　彼女が明るく言い放つ。

「安心してください、リオくん！　よく考えると問題ないのです！」

「そうなの？」

「リオくんを先輩とお呼びすることに、いささかの躊躇ためらいもありません！　むしろ後輩のほうがポイント高くありませんか!?」

「……留年した元同級生は、後輩と言っていいのかどうか」

「今から、リオ先輩って呼んだほうがいいでしょうか？　やだ、ちょっとキュンってするかも」

　照てれくさそうに頬ほおを染そめる観月をかわいらしいとは思いつつも、僕は危機感を募つのらせた。

「ねぇ、観月、プリントは何枚くらいあるの？」

「そんなことはどうでもいいじゃないですか。クエストに行きましょうよ、クエスト！　そのために探してたんです。お昼休み、終わっちゃいますよ？」

　──ダメだ、こいつ。早くなんとかしないと。

　僕は真剣に考える。

　そして、自分には経験があることを思い出した。

　ゲーマーの生活態度を律する方法を、僕は知っている！

　廃はい人じんゲーマーの姉がいたから。

「観み月づき、行かないよ」

「えへへ、どこのクエストに…………っ!?」

「行かない」

「はにゃあ!?」

　観月は愕がく然ぜんとした表情を浮うかべると、後ろに１歩、２歩、とよろめいた。

「そ、そんな……どうしてですか？　マリッジブルー？」

「なんでさ……」

　マリッジブルーとは、結婚を控ひかえて幸せの絶頂にあるはずの人が、結婚生活や結婚式に責任や不安を感じて憂ゆう鬱うつになってしまうことだ。

　当然、僕は結婚を控えていないから関係がなかった。

「じゃあ、どうしてですか？　はっ、もしかして！　浮気!?」

「ち、違うよ？」

「……なんで詰つまったんですか」

「話を聞いて、観月……自分の状況はわかってるの？　このままだと留りゆう年ねんなんだよ？」

「ふっ、わかってますよ、リオ先輩！」

「どうして、もう留年してる体ていなのさ。諦あきらめがよすぎるよ」

「ふへへ、照てれますねー」

「褒めてないから」

　観月が、ぷくーっと頬ほおをふくらませた。

「んもぉー。リオくん、留年がなんだというんですか。知ったこっちゃないですよ。プリントなんてしてたらゲームの時間が減へっちゃいます。だから、ね？　ほら、いっしょにクエストに行きま──」

　観月が胸ポケットから取り出したスマホを、僕は素す早ばやく奪うばった。

　彼女は空っぽになった手のひらを見て、ぽかん、と口を開く。

「うっぎゃー!!」

　悲ひ鳴めいをあげた。

　バターン！　と倒れる。

「うううぅ！　うううぅ！　うううぅ！」

　砂漠で行き倒れた人が水を求めるように、床から手を伸ばしてくる。

　僕は観月にスマホを返した。

　ぷはぁぁぁぁ、と彼女が息をつく。

「な、なにすんですかぁ……？　殺人!?　殺人現場!?」

「聞いて、観月」

　強引に話を続ける。

　今回のことは、川かわ瀬せに頼まれたのがきっかけではあるが、なにより観み月づき本人に必要なことだと思う。ゲームのために留りゆう年ねんだなんて、いくらゲーム仲間でも看かん過かできない。

　いや、本当のゲーム仲間なら、言わなくちゃいけないだろう。




「プリントをやるまで、僕は観月とゲームしない」




　よろり、と観月が後ずさった。

「な、なんでですか……？」

「観月に留年してほしくないんだよ。僕だけじゃなく、クラスのみんなも先生もだけど」

「わたしの学年がそんなに重要ですか!?」

「人それぞれの考えがあるのはわかるけど……僕にとっては大切かな。ちゃんとプリントをやって、学校に来てほしい。そしたら、放ほう課か後ごはゲームできるから」

　観月は瞳ひとみを輝かがやかせた。

「いっしょにクエスト行ってくれるんですか!?」

「うん」

「朝まで!?」

「それだと、翌日は学校に来れなくない？」

「あー……とにかく、いっしょに行ってくれるんですよね!?」

「約束するよ」

「なーんだ、カンタンじゃないですか！　ふふっ、リオくんたら、とんだツンデレさんなんですね！　毎日わたしと会いたいからって、回りくどい言い方するんですからー。心配しなくても大丈夫です！　愛いとしのリオくんに逢あいに来ますよ！」

「プリントもちゃんとやるんだよ？」

「はうっ………………」

　沈黙が降りた。

　廊下のスピーカーからは、放送部のかけている音楽が聞こえている。

　しばらくして、観月はおずおずと口を開いた。

「ワ、ワカッテマスヨ？」

　目が泳およいでいた。都合のいい部分しか耳に入ってなかったみたいだ。

「頼むよ？　僕だって観月とゲームしたいんだから」

「くはう、くはう……」

　観月の言語がおかしかった。

「大丈夫かな？」

「い、今の、もう１度、言ってください！」

「今のって……観み月づきとゲームしたい、ってやつ？」

「はうぅ……リオくんってば卑ひ怯きようです……そんなこと言われたら、がんばるしかないじゃありませんか」

「よくわからないけど、がんばって」




　こうして、僕たちは放ほう課か後ご、いっしょに過ごすようになった。





　　　　






　外から運動部のかけ声が聞こえてくる。

　日は西に傾かたむいていた。

　空き教室に、僕は観月と２人きり。

　昼休みに川かわ瀬せに呼び出された教室だ。部活や生徒会の作業で使われることもあるようだが、いつもは誰も使っていない。

　僕と観月は、机を挟はさんで向き合って座っていた。

「ふっふっふ……やりました！　わたしは、やりましたよ！　長く苦しい戦いを乗り越え、やりとげたのです！」

「うん、うん」

「これはもう、完全にクリアしたと言っても過言ではありませんね！」

　机の上のプリントをバシバシと叩たたく。

　悪あく戦せん苦く闘とうの連続で、途中で僕が教えたりしたものの、とにかくプリントの解答欄らんは埋まっていた。

「がんばったよね」

「あとは寝てても進級できますよ！」

「いやいや……まだ今日のぶんが終わっただけだからね？」

「嫌いやなこと言わないでくださいよ、リオくん！　せっかく気分よく喜んでるのに！」

「はは……ごめん、ごめん」

　言っておかないと、彼女の中で〝全部のプリントが終わった〟ことになっていそうで、不安だった。

　ぷう、と頬ほおをふくらませた観月をなだめる。

「じゃあ、クエスト行こうか」

「はい！」

　観月が嬉うれしそうにうなずいた。

　豹ひよう人じん族ぞくの拳けん士しリオーグ。

　人間ヒユーマンの魔銃使いマギガンナーユメ。

　２人のパーティーでクエストへと出発する。

　クエスト開始直後のことだ。まさかの出来事がリオーグを──つまり、僕を襲った。




「リオくん！　くらえーっ！　これがわたしの気持ちです！」




　観み月づきが叫さけぶなり、ユメがリオーグに向かって、２丁の拳けん銃じゆうを連れん射しやする。

　魔銃使いの《武技》──《ファイナルバースト》

　背後から銃弾の雨に打たれ、豹人族の拳士は、ハートのエフェクトを派手に撒まき散らしながら吹き飛んだ。

　クロスレヴェリでは、基本的に味方に攻撃は当たらない。もし当たる仕し様ようなら、広範囲魔術など使い道が極きわめて制限されてしまうからだ。

　パーティーメンバーへの攻撃──フレンドリーファイアをするためには、わざわざ手間をかけて味方に照しよう準じゆんを合わせる必要があった。

　誤射ではない。

　ユメは意図的に、リオーグに銃弾を浴あびせたのだった。

　ハートのエフェクトが散ったのは、あの《ラブリーリング》を装備しているからだろう。

　僕は、あまりのことに呆ぼう然ぜんとしてしまった。

「…………な……なにするの!?」

　観月が得意げに胸を張はる。

「ふふっ、言ったじゃないですかぁ、これがわたしの気持ちです！」

「殺意!?　プリントをやらせたことで、そんなに恨うらみを買ってたなんて……」

「ほえっ!?　ち、ちがいますよ！　見えなかったんですか、ハートですよ、ハート。愛です。ラヴなんです！　ＬＡＶＥエルエーブイイー！」

「愛は、ＬＯＶＥエルオーブイイーだよ？」

「はうぅ……」

「あのね、フレンドリーファイアなんて痛いたい愛はいらないから」




　クエスト自体は、ユメがいるので余裕でクリアできた。





　　　　






　翌日の放ほう課か後ご──

　ユメの防具が変わっていた。

　最強ランクのブーツだったはずが、ちょっと格落ちの装備に変わっている。

　どうしたのか尋たずねると、Ｆフリスが欲しくて売ってしまったらしい。

　Ｆというのはクロスレヴェリの通つう貨かだ。わかりやすく、だいたい１Ｆは１円くらいの価値である。

「あれって強化済みだし、かなりの金額になったでしょ？　そんな大金で、なに買ったのさ？」

「えへへ……リオくんへのプレゼントですよー。この《ラブリーリング》のお返しです」

　驚おどろく僕に、観み月づきはそう言った。

　トレード画面が開く。

　まだリオーグはレベル99だ。反はん射しや神しん経けいで補おぎなっているが、レベル１５０のユメに比べると火力が物足りないだろう。

　それを強化するアイテムを用意してくれたのだろうか？

　ユメから贈られてきたものは──

「えっと、《結婚指輪》……？」

　僕は唖あ然ぜんとしてしまった。

　どう見ても《結婚指輪》だ。

　これはゲーム内で結婚するときに使うアイテムだが、能力的なメリットはまったくない。

　貴重な装備枠を１つ無駄にするだけ。

　恋人同士でもなければ、わざわざ装備しようとは思わないファッションアイテムだった。

　たしかに、《ラブリーリング》のお返しとしては妥当かもしれないが……

　観月が頬ほおを染そめ、はにかんだ笑みを浮うかべる。

「やっぱり、ちゃんとしたのが要いるかと思いまして……」

「ちゃんとしたの？　これってなんの効果もないんだよね？」

「まあまあまあ、せっかくかわいいわたしが用意したんですから、ちょっとだけ嵌はめてみるくらい、いいじゃありませんか！　ね？　ね？」

「うーん……」

　僕たちは恋人同士ではない。現実でも、ゲーム内でも。

　観月は冗談みたいに言うけれど、真面目まじめに告白された覚えはなかった。

　当然、僕のほうも。

　そもそも、僕の気持ちはどうなんだろう？

　彼女のことを見つめる。

　恥はずかしそうに視線を逸そらして、緊きん張ちようしている様よう子すだった。

　──かわいいと思う。

　ちょっと変なところもあるけれど、意外と素直だし、話していると楽しい。一緒にいたいと思える。

　ゲーム内での恋人ごっこくらいなら、いいかもしれない。僕が重く考えすぎているのかも。

　強敵と戦うときは外はずせばいい。今だけなら、問題はないだろう。

「……ちょっと恥はずかしいけど……せっかく買ってもらったんだしね」

「はい！」

「でも、これつけたからって教室で、結婚した仲だとか言わないでよ？」

「言いません！」

　観み月づきの熱っぽい笑みが、ちょっと不安ではあったけれど、信じることにした。

　アイテムを受け取り、装備する。




　デロデロデロデロ、と重たい効果音が鳴った。




「な……!?」

　観月を見ると、ニコニコと笑ったままだ。

　僕は《結婚指輪》を外そうと、操作してみた。

　あまり見かけない赤色の文字で警けい告こくが表示される。

『この装備は呪のろわれていて外せない！』

　──嘘うそでしょ……!?

「ね、ねぇ、観月？」

「なんでしょう？」

「これ、外せないんだけど……？」

　スマホを握りしめて、観月がガッツポーズをした。

「やったですよ！　リオくん、ゲットォ！　そういう呪のろ──じゃなかった、効果をつけましたから！」

「呪い!?　今〝呪い〟って言いかけた！」

「言ってませーん。それはわたしとリオくんの結婚の証あかしでーす。えへへ、ダーリン♥」

　悪びれた様よう子すもない観月の手から、僕はスマホを奪うばい取る。

「ぎゃー!?」

　観月が椅い子すから転ころげ落ちた。

「はぁ……困こまったな……」

　呪いの装備を外すには、解かい呪じゆしなければならない。

　解呪には、呪いを付与するのに使ったのと同程度のＦが必要だ。

　ユメのブーツが幾らで売れたか知らないが、レベル１５０の冒ぼう険けん者しやが装備を売ってまで工く面めんした額を、リオーグが簡単に用意できるはずもなかった。

　──当分、このままだな、これ。

　最近は、ランカーのユメが協力してくれているおかげで、単独の頃よりも効率的に稼かせぐことができている。装備枠１つくらい、なんでもない──と考えることもできる。できるけれど……

　床をのたうちまわっている観み月づきにスマホを返す。

　困こまったものだ。

　なにが一番困っているかと言えば──

　こんなにも振り回されているのに、僕は不思議と居心地のよさを感じてしまっているのだった。





　　　　






　紅こう葉ようした木々もすっかり葉を落とした。

　秋も終わる。

　空気は乾燥し、寒さの厳きびしい日が続く。

　放ほう課か後ごに観月とゲームをするのが日常と呼べるようになっていた。

　すぐ隣で、彼女が声をあげる。

「今です、リオくん！」

「ああ！」

　ユメの攻撃で吹っ飛んだ大型モンスターに、リオーグは飛びかかり、追つい撃げきを叩たたきこんだ。

　撃げき破はする。

　僕と観月は椅い子すを横に並べていた。

　向かい合わせよりも隣に座っているほうが、お互いの画面を見やすく、連携が取りやすい。僕らはかなり高難なん度どのクエストでさえ、クリアできるようになっていた。

「リオくん、やりましたね！」

「うん、このレベルのモンスターなら同時に６体までいけるね」

　僕は観月と笑みを交わす。

「うふふ、リオくん、いえーい！」

「あはは」

　彼女の掲かかげた片手に、パチン、と僕は手の平を合わせた。




　その翌日のこと──

　観み月づきがまだ来ていない時間に、僕はクラス委員長──川かわ瀬せに話しかけられた。

「おはよう、リオくん」

　上機嫌な笑みを浮うかべている。

　いつもながら、長い黒髪は艶つややかで綺き麗れいだった。

「おはよう、委員長。って……リオくん？」

「観月さんがいつもそう呼んでるから、うつっちゃったみたい」

「そうなんだ。まぁ、いいけどさ」

「順調だね」

「……観月のこと？」

　川瀬は胸の前で手を柔やわらかく合わせた。大げさな動作だが、彼女がやると妙みように似合っている。

「きちんと毎日のように学校に来てくれてるし、授業で寝てることも減へったし、宿題だってやってきてるもの。リオくんのおかげ」

「観月が、がんばってるんだよ」

　僕がやっているのは、一緒にゲームするのを餌えさにして、努力を求めているだけだ。

　誉ほめられて悪い気はしないけれど。

　川瀬が嬉うれしそうに話す。

「昨日ね、また観月さんに話しかけてみたの」

　前に聞いた、散々な記き憶おくが蘇よみがえる。ちょっと緊きん張ちようしてしまった。

「……どうなったの？」

「それがね、〝あなたは確か……か、か、カトプレパス……さん〟って言ってくれたの！　すごいでしょ？　私の名前を覚えようとしてくれたんだよ？」

「川瀬がいいならいいけど……それクロスレヴェリのモンスターの名前だよ。訂正しないと、観月の中でその名前で定てい着ちやくするから気をつけてね？」

　僕たちの会話を聞いて、他のクラスメイトたちも話に参加してきた。

　他にもモンスターの名前で呼ばれた女子や、朝の挨あい拶さつをしたら返事をもらった男子など。

　そのなかでは、達たつ也やが流石さすがだった。

「ふふん、俺なんか〝転校してきたばかりだと大変ですよね。がんばってください〟って言ってもらったぜ。気き遣づかわれたぜ！」

　周りから、おお～、と感かん嘆たんの声があがった。

　まだ転入生だと思われているらしい。

　しかし、達也が嬉しそうなので、喜ばしいことなのだろう。

　毎日、学校に来るようになって勉強にも前向きになり、どうやらクラスメイトたちのことも気にするようになってきた。

　すこしずつだけど確実に、観み月づきはクラスに溶けこんでいっているようだ。

　ガラリ。

　教室の戸が開き、観月が入ってくる。

　青い瞳ひとみで僕を見つけると、たたっと駆かけ寄ってきた。

「おはようございます、リオくん！　今日もいっしょにゲームしましょうね！」

　僕はうなずく。

　それから、周りのクラスメイトたちが「おはよう」と声をかけると、観月は丁寧に返していた。




　こんな日常が、ずっと続く。僕は疑うたがいもなくそう信じていた。





　　　　






　11月24日──

　その日の放ほう課か後ごも、僕たちは空き教室でゲームをしていた。

　新しく実装されたクエストに挑戦しようと、冒ぼう険けん者しや協会ギルドに向かっていたときである。

　はしゃいでいた観月が急に静かになった。

　僕の肩に寄りかかってくる。

「観月……？」

　彼女の銀色の前髪が、さらりと流れてきた。

　まぶたを閉じて、すー、すー、と浅く呼吸する。

　僕の肩に頭をもたれかけて、眠ねむっているように見えた。

　思わず見とれてしまう。

　艶つややかな銀色の髪かみと、淡あわ雪ゆきのような白い肌はだ。観月を女の子として強く意い識しきして、動どう揺ようしてしまうような状況だった。

　しかし、それよりも心配する気持ちが勝った。

　あまりにも唐突に彼女が眠ったからだ。

　ここ最近、勉強をがんばって、プリントもやっていたから疲れが溜たまっているのかもしれない。

　しかし、観月がゲーム中に眠ってしまうなんて、ちょっと考えられなかった。

　休日なんて朝から晩までハイテンションで、風呂の中でまでプレイしているような子なのに。

「……ねぇ、どうしたの、観月？」

　反応がない。

　今度は肩を掴つかんで、軽く揺ゆすってみる。

　すると、僕の肩から彼女の頭がずり落ちた。倒れそうになったところを慌あわてて支える。

　まるで抱きしめるような形になった。

「え、ええっと……観み月づき、これは違うからね？　君が寝てしまって、それで……」

　思わず弁解する。

　しかし、観月は糸の切れた操あやつり人形のように脱力したままだった。

「……どうしよう？」

　先生を呼んだほうがいいだろうか？

　呼吸はある。

　顔色も悪くない。

　寝ているだけに見えた。

　やっぱり、疲れが溜たまっていたのだろうか。

　悩んでいるうちに、観月のまぶたが、ぴくりと動いた。それから、ゆっくりと彼女が目を開く。

　ぼんやりした顔で僕を見て、ぱちぱちと瞬まばたきした。

「……………………リオくん？」

　僕は、ほっと息をつく。

「よかった。いきなり眠ねむっちゃったから心配したよ？」

　観月が、ぽっと頬ほおを染そめる。

「リオくん……今日は、積極的なんですね……」

「ご、ごめん！」

　まだ僕は彼女を抱き留めたままだった。慌てて手を離はなす。

　そういえば、観月は体たい調ちよう不良を理由に学校を休みがちだった。てっきり、ゲームのためかと思っていたけれど。

「観月、もしかして体調が悪いの？」

　彼女が悪戯いたずらっぽく笑う。

「いえいえ、大丈夫ですよ。ちょっと異世界に行っていただけですから」

　夢でも見ていたのだろうか。





　　　　






「だから異世界に行ってたんですよー」




　赤く染まった空──

　昼と夜との狭間はざまの時刻。

　僕は観み月づきと連れ立って通学路を歩く。

　体たい調ちようが悪そうな観月を自宅まで送っていくことにした。

　11月もあと１週間で終わる。寒さはいよいよ厳きびしさを増ましていた。２人ともコートを着ている。

　校門を出て、坂をくだった先の住宅街へ。葉っぱの落ちた銀杏いちよう並木が伸びている。

　観月が両手を広げて、一生懸命に話していた。

「知ってましたか、リオくん！　異世界に行く方法はいっぱいあるんですよ。大定番はトラックに轢ひかれるってやつですね！」

「……どうして、トラックなのかな？」

「イメージですよ、イメージ！　あとは、病死とか、飛び降り自殺とか、異世界に招しよう待たいするメールが来るとかでしょうか。ゲームを起動したら異世界にいた！　なんてのもありますね」

　こんなときでも冗談を言える観月に、むしろ僕は感心してしまう。

「……道、こっちでいいの？」

「はい、あの角を曲がったところです！　あ、そういえば、角を曲がったら異世界！　なんてのもあります」

「……異世界、近すぎるでしょ」

　煉れん瓦がの壁かべが続いていた。

　よく見ると、それは一区画ではなくて、一いつ軒けんの家だ。

　壁の向こうに、大きな家がある。

　もう家というより、お屋や敷しきだった。

　クルマが通れるくらい大きな鉄の門がある。

　門の向こうは広い庭で、テニスコートくらい余裕で入りそうなほどだった。

「……家？」

「リオくん、どうしたんですか？」

「本当に、ここが観月の家？」

「そうですよ？　ほら、ちゃんと書いてあるじゃないですか」

　煉瓦造りの門柱に、『観月』と表札が出ていた。

　どうやら、けっこうなお嬢じよう様さまだったらしい。

　観月が近づくと、かすかに軋きしみを立て、自動で鉄の門が開いた。

「どうぞ、入ってください。お茶くらい出しますから」

「いや……僕は心配だっただけだから……あとは家の人に任せるよ」

「家の人なんて、いませんよ？」

「えっ!?」

「今は誰もいないと思います」

　家族は不在らしい。これくらい大きな屋や敷しきだと、使用人がいそうなものだが、それもいないのか。

「寄っていってくださいよ、リオくん。変なことしませんから」

「……それ、普通は逆だよね」

　今の彼女は、体たい調ちようがよさそうに見える。

　しかし、なにかあったら？

　弱っている彼女を１人きりにして帰るのは、どうにも不安だった。

「わかった。家の人が帰ってくるまで、お邪魔するよ」

「やった！」

　観み月づきが小さくガッツポーズした。

　──大丈夫そうに見えるな。

　門をくぐり、ゆるいＳ字を描く石いし畳だたみを通って、玄関へ向かう。

　凝った装飾の扉を開けた。





　　　　






　玄関の内側は吹き抜けになっていて、天井からシャンデリアが吊つってある。３階くらいの高さがあった。

　すごい家だなぁ……

　単純な感想しか出てこない。

　欧おう風ふうの造りだが、靴くつは玄関で脱ぐ形式になっていた。

「リオくん、こっちですよ」

　踊おどれそうなほど広い玄関から、正面にある階段をのぼる。

「家の人は、いつ帰ってくるの？」

「んー……夜までには帰ってくると思いますよ、お姉ちゃん」

「観月、お姉さんがいるんだね」

「言ってませんでしたっけ？　お姉ちゃんと２人で住んでます。両親は海外なので」

「そうだったんだ」

　すこし驚おどろいた。

　観月と話すのは、ほとんどがゲームのことばかりだ。

　僕は彼女のことをよく知らない。

　そして、彼女も僕のことをきっと知らない。

　現実でのお互いよりも、クロスレヴェリのキャラクターについてのほうが理解し合っているだろう。

　２階の廊下の一番奥の部屋。

　ドアに『ＹＵＭＥＡ』とネームプレートが掛かけられていた。

　ここが観み月づきの部屋か。

　彼女は躊ちゆう躇ちよせずにドアを開ける。

「さささ、どうぞどうぞ、リオくん」

「……僕はリビングにでも居ようかと思ってたんだけどね」

「でも、わたしが心配なら、いっしょのほうがいいんじゃありませんか？」

「うん」

　観月の部屋──

　広さは、僕の部屋の３倍はありそうだった。天井も高い。

　部屋の奥にはキングサイズのベッドが置かれている。ベッドの上には脱ぎ捨てられたパジャマのようなものがあって、僕は慌あわてて目を逸そらした。彼女がそそくさと片付ける。

　大きな机と本ほん棚だなには、クロスレヴェリのグッズ──攻略本やヌイグルミやフィギュアが並んでいた。

　クロスレヴェリ運うん営えいは、ほどほどの課金で遊べるゲームバランスにして、関連書しよ籍せきやグッズで稼かせぐという方針らしい。

　毎月、何冊もアンソロジーやノベライズが出ている。レアアイテムのシリアルコードが付いているものは、売り切れることも多かった。

　観月は廃はい人じんゲーマーだけあって、かなりの量を買いこんでいるようだ。同じ本が何冊もあったりするけれど、それは触ふれずにおこう。

　立て掛けたコルクボードに、何枚か写真が貼はられていた。

　いや、それは写真ではなくゲーム画面を印刷したものだった。

　リオーグとユメがいる。

　技を放ったリオーグがモンスターを撃げき破はしているシーンもあれば、背後から撃ちこまれたユメの弾丸によって、リオーグがハートのエフェクトを撒まき散らして吹き飛んでいる場面もあった。

　撮影していたのか。

　そして、廃人ゲーマーは高性能なＰＣを持っている印象だったけれど、観月の部屋にあるのは、ノートＰＣが１台だけだった。その横に小さなプリンターがある。

「……いつも、これでプレイしてるの？」

「んー、最近はスマホか携帯ゲーム機ばかりかもです。ベッドで寝ながらやることが多いんですよ」

「そうなんだ」

「リオくんは、家ではＰＣですか？」

「……いや、僕はスマホだけ。家庭の事じ情じようでね」

　親が心配するから、ゲーム機やＰＣでゲームをするのは控ひかえていた。

　衣きぬ擦ずれの音がした。

　観み月づきがクローゼットの前でコートを脱いでいく。そのまま制服のリボンに手を伸ばした。

「……はふ」

「ちょっ!?　なにやってるのさ、観月!?」

「ほえ？　着替えですよ？」

「いやいやいや、僕がいるんだけど!?」

　観月が、ころころと笑った。

「どうしたんですか、急に……？　装備変更なんて、いつも目の前でやってるじゃありませんか」

「それ、ゲームの話だよね？」

「変なリオくんですねえ」

「僕が変なのかな？　いや、そんなわけないよね？」

「ふふ……大丈夫です。リオくんのことは、信じてますから」

「うっ」

　たしかに、僕は女性をどうこうするような性格ではない。自分で言うのもなんだけど、安全な人間だろう。

「着替えないと寝られませんし」

「たしかに……」

　制服のままで寝ては、疲れが取れないだろう。シワもつく。

「あ、それとも、クエスト行きます？　なんだか、今日はレアアイテムが出る気がするんですよ。わたしの直感、よく当たるんですよ？」

「ダメだよ。何度も言ったけど、今日は絶対にゲームしない」

「ぶー」

「……部屋の外にいるから、着替えが終わったら、メッセージちょうだい」

　スマホには電話機能もメール機能もＳＮＳ系のアプリもあって連れん絡らく手段なんて無数にあるが、僕たちはクロスレヴェリの個人宛あてメッセージを使っていた。

　決して、他の手段より優すぐれているわけではないが、慣なれというやつである。

　どんなものでも〝慣れは一番の機能〟なのだ。

　僕はそそくさと観月の部屋を出た。

　廊下から裏庭が見える。

　そちらには駐車場ガレージがあった。

　ちょうどクルマが入ってくる。

　白色で、低いボンネットの左右に丸いヘッドライトが盛り上がり、まるでカエルみたいな顔をしたクルマだった。ドロドロドロ、と重たい排気音がして、屋や敷しきの窓ガラスが小さく振動する。

　シャッター付きのガレージに入ると、しばらくしてエンジン音が消えた。

　──あ、家の人が帰ってきたんだ。

　僕は階段をおりて、玄関へと向かった。




　玄関扉が開く。

　現れたのは、栗くり色いろで長い髪かみを頭の後ろで結った女性だった。

　髪の色こそ違うものの、顔の輪りん郭かくや口元などは観み月づきと似ている。目つきはクールで鋭い。

　じろじろ見ては失礼だと思いつつも視線が引きつけられてしまうほど、その外見は際立って魅力的だった。

　観月が大人になった感じ。

　つまり、めちゃくちゃ美人だった。

　思わず息を呑のむ。












　20歳くらいだろうか。彼女が観み月づきの姉に違いなかった。

　立ち尽つくしている僕を見て、その涼やかな目元が、さらに温度を下げる。

「……誰かしら？」

　薄うす紅べにの引かれた唇くちびるから発せられた声には、はっきりと警戒感が含まれていた。

「あ、その、僕は……観月の──」

　ふと考える。姉妹であれば苗みよう字じは同じだから、観月と言ってもわかりにくいだろう。

「──夢ゆめ亜あさんの友達です。同じクラスの」

　しかし、彼女の警戒は解けなかった。

「嘘うそ。あの子に友達ができるはずがないもの。なにが目的？」

　酷ひどい断言だ。

　とはいえ、１ヶか月げつ前の観月には、たしかに友達がいなかった。家族にそう思われていても仕方がないか。

「……ええと、僕はいっしょにゲームをやっています」

「ああ、そういうの」

　納得してもらえたようだ。

　観月姉が尋たずねてくる。

「それで？　そのゲーム仲間が、どうしてウチにいるのかしら？」

「学校で体たい調ちようを崩くずしたみたいだから、送ってきたんです」

「……なにかあったの？」

「急に寝ちゃったんです。それだけなんですけど……」

　一いつ瞬しゆん、彼女の表情が曇くもった。

「……そう……迷惑をかけたわね。あとは任せて、貴方あなたは帰りなさい」

「わかりました」

　もともと、家の人が帰ってくるまでのつもりだった。

　観月には後でメッセージを送っておこう。

　玄関で脱いでいた靴くつを履き、観月姉と入れ違うように外へ出る。

　振り向いて会え釈しやくした。

　彼女が、少し迷った末──ため息まじりに言う。




「あの子には、もう関かかわらないほうがいいわ。もうすぐ、いなくなってしまうから」




「……え？」

　驚おどろいている間に、質問を拒きよ絶ぜつするかのように玄関扉が閉じられた。

　呆ぼう然ぜんとしてしまう。

　どういう意味だろう。




　──観み月づきが、いなくなる？






第三章　秘密と誓い









　翌朝──

「リ～オくん！　おはようございます！」

　登校した僕は、校門の前で元気そうな観月と鉢はち合あわせした。コート姿の彼女が駆かけ寄ってきて、ニコッと挨あい拶さつしてくる。

　まばゆい朝日を浴あびて、銀の髪かみが輝かがやいている。昨日の不調が嘘うそのようだ。

　僕は安あん堵どの吐息をついた。

「おはよう、観月。もう調子はいいの？」

「はい！　寝たら治りました。昨日は送っていただいて、ありがとうございました！」

　ぺこりっ、と頭を下げる。

　しかし、顔を上げたところで、観月が唇くちびるを尖とがらせた。不満げな声をあげる。

「でも、なんで帰っちゃったんですかー？」

「メッセージで説明したと思うけど……お姉さんが帰ってきたからだよ？」

「ふきーっ」

　いつまでも校門前で立ち話をしているわけにもいかない。

　僕は校こう舎しやのほうへと足を向けた。

　隣に観み月づきが並ぶ。

　もう体たい調ちようはよさそうだ。

　昨日から、ずっと気になっていることがあった。

〝いなくなってしまう〟とは、どういう意味なのか？

　自分なりに考えた結論は──転校だ。

　しかも、遠くへ。もしかしたら外国かもしれない。彼女の両親は海外で暮らしているという話だから。

「あのさ、観月って……」

「なんですか？」

　僕は目を伏せた。深呼吸してから、尋たずねる。

「……転校、するの？」

「ほえ？」

　彼女は目を丸くして驚おどろいた様よう子すだった。

「昨日、君のお姉さんに言われたんだ。観月がいなくなるって。だから、もしかしたら、転校するのかなって、さ」

「…………」

　観月の足が止まった。

　少し行き過ぎて、僕は立ち止まって振り返る。

　校門から昇降口へ向かう生徒たちが、立ち止まっている僕らを追い抜いていった。

「観月？」

「転校……」

　独り言のようにつぶやくと、彼女は笑う。

　あははー、と軽い調子で。

「実はそうなんですー。転校しちゃうんですよー」

「そ、そうなんだ」

「はいー。そうなんです！」

　観月が遠くへ行ってしまう。

　そのことに、僕は寂さびしさを覚えた。

「……そうか……でも、仕方ないよね。家の都合なんだろうし……決まっていることなら、どうにもならないから」

「わたしも、本当は行きたくないですけど……はい……仕方ないんです」

「うん……」

　ため息まじりに、そうつぶやいた。

　僕は努つとめて明るい声で言う。

「クロスレヴェリは離はなれててもできるゲームだし、どこに住んでても同じだよね」

　観み月づきとは、たんなるゲームフレンドだから、関係は変わらない。

「そうですねー」

「引っ越すのって、どこなの？」

「……遠くです。ずっとずっと遠く」

「えっ？　もしかして、外国なの……？」

「ええ……そんな感じで」

「いつ頃？」

「……たぶん……２学期いっぱいになりますね。クリスマスには、向こうへ行かないといけないって聞いてます」

「そっか……もう、あんまり時間ないんだね」

「はい……ごめんなさい」

「謝ることじゃないよ」

　そう、彼女は悪くない。誰も悪くない。

　僕は納得しなければいけない。この胸に穴の開いたような気持ちは、僕個人の心の問題でしかなかった。

　ぐしっ、と観月が目元をぬぐって、いつもの笑顔になる。

　濡ぬれた青い瞳ひとみが僕を映うつした。

「ですから！　これまでどおり、それまでよろしくお願いしますね、リオくん！」

「あ、うん」

　言い間違えたのだろうか。

　──それまで、だけ？

　離れていてもゲームでは会えるはずだ。

　気になったけれど、細かいことに絡からむのは止やめておいた。





　　　　






　放ほう課か後ごの空き教室には、夕焼けの橙だいだい色いろが差している。

　吹すい奏そう楽がくの音色が窓の外から響ひびいていた。

　僕と観月は、いつものように並んで座り、クエストをこなす。

　観月が、んーっ、と伸びをした。

　朝、僕に転校を知らせたときを除けば、彼女の様よう子すはいつもと変わらなかった。

　体たい調ちようは問題ないようだ。

　ふと気づくと、じっと彼女が僕を見ていた。

「な、なに？」

「えへへ、今日のリオくん、絶好調じゃないですか！」

「うん……まぁ、その……いっしょに遊べるのが、ずっとは続かないんだって思ったら、集中力が増ましたかも」

「……そうですか……じゃあ、次は、もっと上のクエストに挑戦しちゃいます？　リオくんをわたし色に染そめるべく、超レア素材を集めに行きたいのですが！」

　頬ほおを紅潮させて、観み月づきは興こう奮ふん気味だった。

　彼女に協力してもらって、僕の装備は１ヶか月げつ前よりランクアップしていた。まだ強化は終えていないが、この調子なら限界突破も近いだろう。

　それは魅力的なことなのだが……

　僕は教室の時計を見て、時刻を確認した。もうすぐ校こう舎しやを閉める時間になってしまう。

　帰り道は逆方向だ。

　話を切り出すなら今しかない。

「観月……ちょっといいかな？　転校のことで、訊ききたいことがあるんだ」

　僕の口調が真剣だったせいだろう、観月が居い住ずまいを正した。

「……なんでしょう」

「〝遠く〟って言ってたけど……どこに引っ越すのかな？　やっぱり、海外なの？　なんていう国だい？」

　観月が戸惑った表情を浮うかべる。

「え……そ、それは……詳しくですか？」

「うん。転校したあとでも、たまになら、会いに行けるかもしれないって……思ったから」

「あ……」

「海外なら、簡単じゃないとは思うけど……まぁ、観月が迷惑じゃなければね」

「……リオくん……その……」

「だめかな？」

　彼女は目を伏せて、下した唇くちびるをぎゅっと噛かんだ。

　肩を震ふるわせる。

「……無理です」

　小さな声だけど、はっきりと聞こえた。

　本当に拒きよ絶ぜつされるとは思っていなかったから、動どう揺ようしてしまう。

「えっ……？」

「ごめんなさい。無理なんです、リオくん」

「僕とは、会いたくない？」

「会いたいです！　会いたいですよ！　毎日だって！」

　意味がわからない。

　そんなに、行きにくい国なのだろうか？

「どういうことなんだい、観み月づき？」

　彼女が目元をぬぐう。

　──泣かせた!?

　僕の言葉が観月を悲しませてしまったのか。

「ご、ごめん……」

　思わず謝った。

　涙声で観月が言う。

「違います……違うんです……リオくん……」

「教えてはくれないかな？　本当に引っ越しするの？」

「……ごめんなさい。やっぱり、隠してるわけにはいかないですよね」

　嫌いやな予感がした。

　心しん臓ぞうを鷲わしづかみにされたかのようだ。すでに取り返しのつかない事じ態たいが起きていて、気づいたときにはもう手遅れで……

　まるで、４年前のクリスマス・イブ。

　あの日、仲のよかった姉は僕の前からいなくなった。

　僕は独りで暗くら闇やみの中に立っているような気がして、不安で仕方がなくなる。前に踏ふみ出せば、そこに地面はなく、真っ逆さまに落ちてしまうのだ。

　寒い……

　ここは寒い。

　だから、身体からだが震ふるえてしまう。

　観月が瞳ひとみからとめどなく溢あふれる涙をぬぐいながら、涙声で言う。




「……わたし、死んじゃうみたいなんです」




　他ひ人と事ごとみたいな言い方だった。

　僕は彼女の言葉の意味を理解するのに、しばらく時間が必要になる。

　そして、どうしようもなく首を左右に振った。

「嘘うそでしょ……？」

「病気なんです。お医者さんが言うには、来年まで生きられないって」

「だって、そんな元気そうに……」

「今は普通に生活できてるんですけど……ある日、倒れてしまったら、それでお終しまいになるんだそうです」

「そんな……お終いって……」

「昨日のは、その前兆かも。お医者さんには、クリスマスあたりが限界だろうって言われてるんです」

「嘘うそだよ……」

「……リオくん」

「嘘だって……」

　掠かすれた声は、自分の声じゃないみたいだった。

　観み月づきが腕を伸ばしてくる。

　抱きしめられた。

　彼女の体温が伝つたわってくる。生きている。こんなにも、温かい。

　僕の震ふるえる手からスマホが落ちて、床の上で硬かたい音を立てた。

　──観月が死んでしまう？

　身体からだの震えが止まらない。

　まるで自分が死んでしまうかのように、僕は怖くて、悲しくて、涙が出てきた。

「大丈夫ですよ、リオくん」

「な、なにが……？」

「わたし、死んでも異世界に行くんです。チートライフで幸せに暮らすんですよ……だから、泣かないでください」

　そんな冗談みたいなことを言われても動どう揺ようは消えなかった。

　彼女が僕の頭を優しく撫なでてくる。

「観月……」

　僕は嗚お咽えつをもらした。

「わたしは大丈夫ですから……泣かないで……」

　この手の中から、大切な時間がこぼれ落ちていく。





　　　　






　翌日の授業は、まったく身が入らなかった。

　ずっと観月のことを考えてしまう。

　今日は11月26日だ。クリスマスあたりに限界が来るということは、あとたった１ヶか月げつしかなかった。

　観み月づきが死んでしまう──そんなことになるなんて考えもしていなかった。

　ずっといっしょに遊べると、無む邪じや気きに信じて。

　病気なら仕方がない。そう自分を納得させるしかなかった。

　休み時間──

　観月は、委員長の川かわ瀬せの髪かみをいじっていた。長い黒髪を指で梳くしけずり、三つ編みを作っていく。

　ほんの１ヶか月げつ前には想そう像ぞうもできないくらい仲良くなっていた。

　観月と目が合う。

　彼女が小さく手を振った。

　そんなことをしていたせいで、編みかけていた川瀬の髪がほどけてしまう。

　はわわっ、と慌あわてて観月が再び黒髪に指を絡からめた。

　観月が死んでしまったら、こんな光景も、もう見られなくなるのだろう。

　僕は落ちこんでいた。




「よっす、親友！」

　昼休みに、達たつ也やが声をかけてきた。

　珍しく神妙な顔をしている。どうしたのだろうか。

「なぁ、観月ちゃんと何かあったのか？」

「え？」

「今日は、ずっと見てるじゃん。しかも、たまに憂ゆう鬱うつな顔をしてるしよ」

「……達也は、どうして僕を見てるの？」

「そんなことはどうでもいいんだ」

「いいのかなぁ……」

「一昨日おととい、観月ちゃんの家に一緒に向かったって目撃情報もある。ネタは上がってるんだぜ？」

　達也が僕の肩に手をかけて顔を近づけてきた。

　ニヤリ、と彼が笑う。

「どこまで行ったんだ？」

「……観月の家まで」

「そういうことじゃない！　そういうことじゃないが……ほほう、それで？」

「君が期待してるようなことじゃないと思うよ？　観月が体たい調ちようを崩くずした様よう子すだったから、家まで送っただけ」

「なんだ、そうか。でも、なんかあったんだよな？　今日の観月ちゃんは体調の心配をする必要なんてなさそうだし」

　相変わらず、よく周りを見ている。

　個人的な事じ情じようなのだから、ぽんぽん周りに言うようなことじゃないだろう。まして、命に関かかわる病気だなんて。

　でも、今は誰かに聞いて欲しかった。

　どうしようもない感情に、僕は押しつぶされてしまいそうだったから。

「……観み月づきが……いなくなっちゃうみたいなんだ」

　達たつ也やが大きく目を見開いた。

「なるほどな。それで親友は悲しんでるわけか」

「……そうだね」

「惚ほれてるんだな、本気で」

「えっ？　そ、そういうわけじゃ……」

「お前さ、自分の表情を鏡で見たほうがいいぜ？　たんなる友達がいなくなるってときに、そんな顔はしねえよ」

「……そんなに酷ひどいかな？」

「観月ちゃんを困こまらせたくない──なんて考えて我慢してるんだろうけど、感情ってのは無理に押しこめちゃダメだぜ」

「でも、どうしょうもないことってあるよね……」

「かもな。でも諦あきらめるなよ。簡単に会えなくなるなら、なおのこと今のうちだ。言いたいことは言っておけ。やりたいことはやっておけ。後こう悔かいしたくなければな」

「……いや、僕なんかがなに言ってもさ」

「覚えておけよ、親友。後悔ってのは、挑戦しなかったヤツがするもんだ」

「どうして？　挑戦して悪い結果になったら？」

「〝やれるだけやった〟って思えるんだよ。そして、次の挑戦に踏ふみ出せるんだ」

「……達也らしいね」

「本当だって」

「……そう……かもしれないね」

　僕は悲しい。

　観月がいなくなることが、僕は悲しかった。その強い感情の理由は、おそらく達也の言うとおりなのだろう。

　目め頭がしらが熱くなる。

　達也は黙って傍そばにいてくれた。それだけで、ずいぶん救われた気がする。




　僕の中で、時間の進み方が変わった。

　これまで時間というのは時計の針のようなものだった。

　ぐるりと回って１回転。同じことを繰くり返す。時間は過ぎていくものだと頭では理解しているけれど、イメージとしてだ。同じ１日を繰り返すような感覚だった。毎日、起きて、学校へ通い、授業を受けて、放ほう課か後ごにゲームをする。

　そんな日常。

　しかし、僕の中で、それは大きく変わってしまった。

　観み月づきがいなくなると知ったときから、時間は回転する針ではなくなった。

　喩たとえるなら、砂時計に。

　透とう明めいな容器のなかで、こぼれ落ちていく砂すな粒つぶに変わった。

　砂粒は戻もどらない。

　一いつ瞬しゆん、一瞬、失われていく。

　この白銀の時間は……

　観月といられる時間は、こぼれ落ちていって、もう戻らないものだった。





　　　　






　今日も観月を家まで送る。

　もうすっかり日は沈しずんでいて、街灯の無機質な明かりが足下を照てらしていた。

　住宅街への坂を歩く。

　観月が夜空に手を伸ばした。まるで星を掴つかむかのように。

「わたし、異世界に行くんです！　けっこう楽しみにしてるんですよ？」

　くるくる、とその場で回る。

「知ってますか、異世界ってクロスレヴェリに似たところなんです！」

「えっと……あるよね。そういうの……」

「ぶー。リオくん、信じてませんね？　本当なんですよ？」

「……うん」

「早く死ねば、早く異世界に転生できるかもしれません。自殺なら学校の屋上から飛び降りるのが定番ですかね！」

　ビシッ、と彼女は学校のある方向へ指を向けた。

　僕のために、観月は明るく振る舞っているのだろう。

「わかった……信じたから……」

「本当ですか？　じゃあ、元気になってください！　わたしは大丈夫なんですから。ね？」

「うん……ごめん」

「やですねえ。どうしてリオくんが謝るんですか」

　２人とも無言で歩き続けた。

　観み月づきの家に着つく。

　昨日も思ったけれど、お屋や敷しきといった趣おもむきだ。

　門を照てらす照明で、彼女の瞳ひとみが潤うるんでいるのがわかった。それを隠すように、彼女は勢いきおいよく頭を下げる。

「送っていただきありがとうございました、リオくん！」

「……うん」

「よければ、上がっていかれませんか？　ゲームの続きをしましょう！」

「……お姉さんは？」

「もうちょっとしたら帰ってくると思いますけど……それまででも、どうですか？　ゲームやったら、元気になりますよ！」

　彼女らしい気き遣づかいだった。

　僕たちはゲームフレンドだから、当然か。

　落ちこんでいたら、ゲームをやって暗い感情を吹き飛ばす。

　その優しさが、僕の目め頭がしらを熱くした。

　泣いてしまうのをこらえて、片手をあげる。

「……また、明日」

「あ、はい！　また明日です！」

　観月が思い切り両手を振った。

　あと何回、僕たちはこの言葉を交わせるのだろう。





　　　　






　僕は夜の冷えた空気を呼吸する。

　首を左右に振った。

　受け入れなければならない。

　これはゲームのイベントでもなければ、夢を見ているわけでもなかった。

　観月は病気で、長くないという。

　──納得なんてできるわけがない。




　挑戦できるのだって、今のうち。

　僕は達たつ也やの言葉に影響されているだろう。いつもの自分なら、絶対にしないような行動に出ていた。

　壁かべに沿って歩き、屋敷の裏門へと回る。

　近くの家から、家族のものらしき笑い声が聞こえてきた。

　冷たい風が吹いてきて、僕はコートの前を合わせる。

　吐はく息が白い。

　こんなことに意味なんてないのかもしれない。それでも、何もしないでいることはできなかった。

　聞き覚えのある排気音が近づいてくる。

　道の先から、ヘッドライトの明かりが近づいてきた。

　片手を上げる。

　──停とまってくれ！

　カエル顔をした白いクルマが、僕の前で停車した。

　左側のウインドウが開き、長髪を後ろでくくった美人が顔をのぞかせる。左側に運転席があった。

　観み月づきの姉だ。

　当然だが、彼女は怪け訝げんな顔をしていた。

「貴方あなた、昨日の子ね。こんなところでなにしてるの？　警けい察さつを呼んだほうがいい？」

　今までの自分なら尻込みしていただろう。少なくとも一昨日おとといは、この迫力のある女性に気け圧おされていた。

　しかし、我ながら驚おどろくほど、はっきりと言葉が出てくる。

「お姉さんに、教えてもらいたいことがあります」

「……あの子のこと？」

「はい」

「なにか聞いたのかしら？」

「病気だって聞きました……そして、もう長くないって」

「……そう……あの子、話したのね」

　彼女は鋭い視線で、僕を射い貫ぬいてきた。

　思わず、たじろいでしまうくらい。

「もう理解したでしょ？　あの子はいなくなる──わかったら、もう関かかわらないで」

「どうにかならないんですか!?」

「……ッ……貴方、関係ないでしょ!?」

「友達なんです！　観月に……死んでほしくない！」

　ぐっ、と前に出た。

　彼女は視線を逸そらして押し黙る。

　考えこんだときの仕草が、姉妹でよく似ていた。

　そして、深く息を吐く。

「……いいわ、乗りなさい」

　白いクルマの右側のドアを開け、低いシートに乗りこむ。

　後ろ側から、バラララとエンジンの音がした。

　彼女が右手でシフトレバーを操作し、クラッチを離はなしただけでクルマが進みはじめる。

　アクセルを踏ふむと、ゴフォッと背後で吸気音がして、尻を蹴け飛とばされたように加速した。




　コインパーキングに駐とめて喫茶店に入った。

　クラシックな雰囲気の店内だ。

　奥のほうにある２人掛がけの席に、向かい合わせで座る。

　彼女は席に着つくなり、やってきた店員にコーヒーを２つ注文した。

　観み月づきのことを聞くためなので出費を惜しむつもりはないが、あまりに高級な雰囲気の店だったので手持ちが不安になる。

　メニューを見たら、コーヒーだけでファミレスの定食より高かった。

「うっ……」

「気にしなくていいわよ、年下に出させる趣しゆ味みはないもの。静かな店のがいいでしょ？」

「すみません、お姉さん」

「その〝お姉さん〟ってやめてくれない？　私、貴方あなたの姉じゃないし」

「ですが……」

「まさか、義姉って意味じゃないでしょうね？」

「え？　いやいや……違いますよ。なんて呼んだらいいですか？　観月さん？」

「真ま美みでいいわ」

　女性を名前で呼ぶのは、抵抗があるけれども、本人が言うのであれば従したがうまでだ。

「わかりました」

　よし、と真美さんがうなずいた。

「それで？　なにが聞きたいのかしら？」

「……観月の……妹さんの、病気のことです」

「あの子から聞いたんじゃないの？」

「観月が教えてくれたのは、クリスマスには限界が来るということだけで……あまり詳しく話したがらないから……当然って気もするけど……」

「そうね」

「観月は気を遣って、嘘うそまで言いますし……」

「ああ、死んだら異世界に行くってやつ？」

「……はい」

「私も言われたわよ、それ。まったく……あの子、ズレてるのよ。そんなんで、こっちが心配しなくなるとでも思ってるのかしら？　ひっぱたいてやったわ」

　けっこう過激だ。

　僕は膝ひざの上で握っていた拳こぶしをゆっくりと開いて、深呼吸した。

　観み月づきが病気で、余命いくばくもないなんて、僕には受け入れられない。

　確かめずにはいられなかった。

　たとえ、覆らない事実を知って打ちのめされるだけだとしても。

　運ばれてきたコーヒーを手に取り、チョコレートを溶かしたような濃い色の液体に唇くちびるをつける。

　意を決した。

「真ま美みさん……観月が助かる方法はないんですか？」

　彼女はコーヒーカップの縁ふちを指でなぞる。

　たっぷり、３周ほど。

「……医者が言うには……手術をすれば、助かる可能性はあるらしいわ」

　思わず椅い子すを蹴け飛とばす勢いきおいで立ち上がった。身を乗り出す。

「本当ですか!?」

　観月が助かる可能性がある！

　真美さんがうなずいた。

「ええ、可能性があるのは本当よ」

　興こう奮ふんしすぎたせいか、くらくらと目眩めまいがした。

　よかった。

　観月の態度から、もう手遅れなのかと絶望しかけていた。

　助かる可能性はある！

　しかし、それなら、どうして真美さんは、ずっと浮うかない表情をしているのだろう？

「あの、なにか問題があるんですか？」

「……ええ、夢ゆめ亜あがね……手術を拒否してるのよ」

「どうして!?」

　手術をすれば助かる可能性がある。それを拒否する理由なんてあるのか？

　トントンと真美さんが自身の頭をつついた。

「ここの手術なの……」

「脳の？」

「難しいらしくてね……成功すれば助かる。でも失敗すれば死ぬかもしれない。どちらの前例もあるのよ」

「で、でも、手術をしないと助からないんですよね？」

「ええ」

「だったら！」

「貴方あなたの言いたいことは、あの子だってわかってるでしょ。でも手術が失敗する可能性があるなら、少しでも長く普通の暮らしをしたいって」

「そ、そんな……」

「あの子はもう自分の死を受け入れてるの」

「……納得できませんよ」

「私には夢ゆめ亜あを説得できなかったわ。あの子が納得してるなら、それで幸せだって言うなら、仕方ないじゃない」

「……本当に、いいんですか？」

　真ま美みさんが自じ嘲ちようするような笑みを浮うかべた。

「私は、もう諦あきらめてるの。あの子が納得してるなら、どうしようもないわ。ウチの両親が海外に住んでる理由、どうしてだと思う？　夢亜と向き合うのが怖くて逃げたの……もともと仕事ばかりの人たちだったけど、最近では家に帰ってくることすら珍しくなっちゃったわ……そして、私も似たようなもの。あの子と一緒に住んでても、もう手術を勧めることはないもの……」

「でも、手術しないと……」

「長生きだけが幸せの条件？　あの子の好きにさせるのが、あの子の幸せじゃないかしら？」

　僕はうつむくと、強くまぶたを閉じた。

　考える。

　希望はあった。

　手術をすれば助かる可能性がある。

　問題は、観み月づきが手術を拒きよ絶ぜつしていることだった。

　失敗する可能性がある手術に挑むより、短くても今のままがいいと考えている。すでに死を受け入れているという。

　だから、真美さんは説得を諦めているらしい。観月の望みを尊重しているからだ。

　望み……

　僕は自分が何を望んでいるのかを考える。それは、引っ越しなんて話を聞いたときから変わってはいなかった。

　──観月にいなくなってほしくない。

　絶対に死んでほしくない。

　たとえ観月本人が、自身の死をもう受け入れているとしても……

　どうやら、僕は自分で思っていたより、すこぶるエゴイストだったらしい。ちょっと驚おどろいてしまった。

　たとえ彼女に嫌われてしまったとしても、僕は観月に生きていてほしい──そう願う。

「……真ま美みさんだって、本当は妹が死んでも仕方ないなんて、思ってないんだ」

「なに、決めつけてるのよ？」

「本当に諦あきらめているなら、こうして僕に話してくれることもない。違いますか？」

「……貴方あなた、けっこうイヤな性格してるわね」

「す、すみません」

「べつに怒ったわけじゃないわ。ただ見み透すかされて悔くやしかっただけ」

　むっと唇くちびるを尖とがらせた。そんな仕草は姉妹で似ている。

　気持ちが固まったせいか、もう僕の戸惑いは完全に消えていた。

　──絶対に死なせたくない。

「僕は、真美さんのように優しくないんです……優しくなれません。聞き分けよくなんてなれません。たとえ観み月づきが納得していたとしても……死んでほしくない。僕は自分勝手なんです」

「でも、あの子は……」

「……だから、手術を受けてもらえるよう、観月を説得しようと思います」

　真美さんが目を見開いた。

　すがるような表情で見つめてくる。しかし、当然ながら、うまくいくとは思えないようだった。

「……そんなこと、できるのかしら？」




　喫茶店を出た。

　家まで送ると真美さんは言ってくれたが、断った。

「早く帰ってあげてください」

　１人で家路につく。

　観月の家は、学校を挟はさんで反対側だ。学校までの道のりを戻もどる必要がある。

　来るときは２人だった道を、１人で歩く。

　普段はなんてこともないのに、今は妙みように恐ろしく思えた。

　それでも、踏ふみ出さなければならない。

　なにもせずに後こう悔かいしたくなかった。





　　　　






　なかなか寝つけず、ようやく意い識しきがなくなったのは明け方近くのことだ。そのくせアラームよりも早く目が覚めた。１時間も眠ねむれていない。けれど意識はしっかりしていた。

　支度をして家を出る。

　学校へ行く。そんな当たり前のことが、今では大切な時間に思えた。

　昇降口で下げ駄た箱ばこに革かわ靴ぐつを入れる。

「だ～れだっ」

　突然、僕は視界を後ろから覆われた。

　ひんやりとした手の感触に、声が出そうになる。

　ため息をついた。

「……なにやってるの、観み月づき？」

「おおっ、どうしてわかったんですか!?」

「わかるって……そりゃ」

　彼女の手がどけられた。

　振り向くと、朝日に透すける銀髪を揺ゆらして、観月がにんまりと笑う。

「ふふっ、やはり愛いとしのリオくんにはわかってしまうんですねぇ。愛の力によって」

「いや、声でね？」

「声で！　ふんふん、そういう愛もあるんですねー」

「もう愛でいいよ……」

「えへへっ」

　つられて僕まで笑みがこぼれた。

　昨日と変わらず、観月はいつもどおりに見える。

　いや、いつもより、あえて明るく振る舞っているだろうか。

　ふと僕の顔を覗のぞきこんできた。

　あやうく唇くちびるが触ふれそうになるくらい。

「な、なに？」

「……リオくん？　大丈夫ですか？　目の下にクマが……寝不足ですか？」

「大丈夫だよ、観月」

「はっ！　もしかして、リオくん……!?」

「え？」

「１人で朝までクエストに!?」

「……そんなんじゃないよ」

　脱力して、その場につっぷしそうになった。

　もっとしっかりしないと。僕が観月に心配されてちゃダメだ。




　放ほう課か後ご──

　いつものように空き教室で２人きり。

　観月はプリントに取り組んでいる。シャーペンを走らせる音が響ひびいていた。

　今、やっているぶんで、最後の１枚だ。

　手が止まる。

　彼女が肩を震ふるわせた。

「や、やりました……」

　見守っていた僕へ観み月づきが顔を向ける。その表情は、高難なん度どのクエストを試し行こう錯さく誤ごの末に達成したときのような清すが々すがしい高揚に満ちていた。

　口元が緩ゆるんでいく。

「やりましたよ、リオくん！　クエスト、クリアです！」

　いえーい、と腕を挙げて手のひらを向けてくる。僕は自分の手を合わせた。

　ぱちっ、と音が鳴る。

「おめでとう、観月」

「ありがとうございます。これでわたしは自由！　フリーダム！　明日から放ほう課か後ごはゲームし放題ですよ！」

「だね」

「はいです！」

「まぁ、ゲームもだけど、これで進級できるね」

「あ……そういえば、そうですねぇ……まぁ、わたしに来年は関係ありませんけど」

　あはは、と冗談めかして笑う観月に、僕は奥歯を噛かみしめた。

「そんなこと、ないでしょ」

「リオくん……？」

　僕は深呼吸した。

　どんなクエストより緊きん張ちようする。

「……観月はがんばれたじゃないか……無駄にしたらもったいないよ」

「無駄じゃないですよ。リオくんがいっしょにゲームしてくれるから、がんばったんです」

「……僕、真ま美みさんに聞いたんだ。手術を受ければ、助かるかもしれないって」

「それは……ッ!?」

　観月が目を大きく見開いた。

　否定はされない。

　本当に可能性はあるんだ。そして、観月は手術を拒否している。

「……嫌いやなんだ……観月がいなくなるのが。もっといっしょにゲームをしたい。もっといろんなことを話したい。もっと笑っててほしい」

　自分が、こんな気持ちになるなんて思ってもみなかった。

　失いそうになって、ようやく気づいた。

　観月に死んでほしくない。

「お願いだよ、観み月づき……手術を受けて」

　彼女が息を呑のむ。

　僕を見つめたまま、表情を強こわばらせていた。

　まぶたを閉じ、そして、彼女は照てれくさそうな笑みを浮うかべる。

「あ、ありがとうございます。リオくんに、そんなふうに言っていただけて、嬉うれしいです。そんなこと言われたの初めてです」

「もっと早く言えばよかったね」

「……でも……心配しなくても大丈夫ですよ？　リオくんなら、他にもゲームしてくれる人はたくさんできますから、わたしがいなくなっても大丈夫です」

「え？　いや、そうじゃないんだ。僕はゲーム仲間がいなくなるのを心配してるんじゃない。観月に生きていてほしいんだよ！」

「だ、だって、手術って、失敗する可能性は半々か、もっと高いくらいなんですよ？　そんなの危ないじゃありませんか」

「それは……」

　彼女は笑顔のまま言う。

「わたしは大丈夫です。死ぬことは怖くありません。むしろ楽しみにしてるんですから。言いましたよね、わたしは異世界に行くんです」

　自分自身に言い聞かせるように観月が何度もうなずく。

　これまで、なんだかんだ不平不満を言いつつも、彼女は僕の意見を聞いてくれた。

　しかし、今は頑かたくなで、僕の言葉なんて届いていない。

「どうして……？」

「つまらない話はやめて、クエスト行きましょうよ、クエスト！　ゲームやってるときって楽しくて、嫌いやなことがぜーんぶ忘れられるんです！」

　スマホを取り出してアプリを起動する。

「さあ、リオくん！　今日はどのクエストに行きましょうか!?」

　先程までの会話がなかったかのように、観月はいつもどおりだった。

　僕に諦あきらめろって言うのか。

　そんなこと、できるはずがない。

「……手術に危険があるのは聞いたけど……でも、手術すれば、助かるかもしれないんだよ？」

　手術しなければ、来年まで生きられない。

　観月が笑う。

「あはは……わたし、満足してるんです。最後にリオくんと出会えて、すっごく楽しい時間を過ごせて幸せでした。だから、もういいんです」

「なにがいいんだよ……そんなので、なんで満足しちゃってるのさ……これから……」




「やめてください！」




　いきなり観み月づきが大きな声をあげた。

　僕は絶句する。

　彼女はうつむいて、ひたすらスマホを見つめて、機械的にゲームを操作した。

「考えたくないんです……考えると、それこそ死んじゃいそうな気持ちになるんです。頭がどうにかなっちゃいそうで……わかって……わかってください……」

　僕は呼吸さえ苦しくなる。

　想そう像ぞうしていたより、ずっとずっと観月の恐怖心は強かった。

　病気のことを考えることからも逃げてしまうくらい。

　つらい現実から逃げて、ゲームの世界へ。

　６００万人のなかでトップクラスというほど、深くまで沈しずみこんでいた。

　諦あきらめることでしか自分の心が守れないほど、彼女は怖がっていた。

　こんなにも大きな恐怖心を、僕にどうにかできるのか？

　どうしたらいいのか、わからなかった。

「……ごめん、観月」

　説得できなければ、たんに怖がらせ、怯おびえさせただけ。彼女の貴重な時間を灰色に変えただけだった。

　観月がぎこちなく笑う。

「あ、いえ、わたしこそ……じゃ、じゃあ、もうこの話はおしまいですね？」

「…………うん」

　目を合わせられなかった。

　納得はしていない。

　しかし、うなずかなくては、観月が離はなれていってしまうような気がした。

　情けない。

　嫌われてでも手術を受けさせる──と息巻いていたのに。

　いや、身勝手な気持ちだけで短気を起こしてはダメだ。

　僕のなかで葛かつ藤とうが渦巻く。

　黙りこんだ僕に、観月が笑顔で話しかけてきた。

「リオくん、こういうときはゲームしましょ！　ゲームしてれば元気が出ますから！」

　無む理り矢や理り明るく振る舞うことにかけて、観月は僕なんかよりもずっと上級者だ。

　病気で大変な彼女に、僕のほうが気き遣づかわれている。

　それに甘えて、僕までゲームに逃げこむわけにはいかなかった。

「ごめん……えっと、ちょっとトイレに行ってくるよ」

「はい、わかりました！　お待ちしてますね！」

　僕は空き教室を出る。

　あまりにも観み月づきは手て強ごわかった。

　どうしたらいい？

　僕になにができる？





　　　　






　あてもなく放ほう課か後ごの廊下を歩く。

　観月が最期まで楽しく過ごせるように、気にしない振りを演じる？

「……なに言ってんだ」

　独りごちた。

　それじゃ、怖がって考えないようにしてる観月と同じじゃないか。

　しかし、手術を受けてほしいと頼むことは、彼女を苦しめることになってしまう。

　考えていると、苦しくて切なくておかしくなってしまいそうだ。

　観月を遠ざければ、楽になるのだろうか。真ま美みさんがそうしている理由がわかったように思う。

　うつむいて歩いていると──

「あれ？　リオくん？」

　廊下の先に、委員長がいた。両手に紙の束を抱えている。

「あ……」

「どうしたの、こんなところで」

「いや、なんとなく……委員長は？」

「私は雑用かな。もうすぐ期末だから、いろいろね」

　彼女は両手に抱えたプリントの山を示しめした。

　女子が持つには重そうだ。

　しかし、空き教室で観月が待っている。

「……」

「ねぇ、リオくん」

「なに？」

「お願い。ちょっと手伝ってくれないかな？」

「えっ、いや、でも……観月を待たせてるから……」

「教室までだけ。ダメ？」

「うーん……」

　観み月づきを待たせていることが引っかかったけれど、僕たちは遊んでいるだけだ。川かわ瀬せはクラスのために雑用をしてくれている。

　手伝いを断って、このまま戻もどって楽しくゲームなんて無理だった。

　それに、観月のことを頭のなかで整理するためにも、すこし時間が必要だと思う。

「……わかった。僕らの教室までだよね？」

　川瀬が嬉うれしそうに笑みを浮うかべる。

「ありがとう！」

　プリントの山を半分ほど受け取った。けっこう重い。

　廊下を歩く。

　川瀬が窓の外に視線を投げた。

　サッカー部が練習試合をやっているようだ。

　フィールド中央でボールを受け、反転してドリブルで前に出て行く。２人を躱かわしてシュートした。あれは、もしかして、達たつ也やだろうか……？

　ぽつり、と川瀬が言う。

「……観月さん、進級できそうだね」

「ん？」

「さっき、先生が言ってた。毎日プリントを提出してるし、ちゃんと学校にも来るようになったから、この調子なら問題ないって」

「そうか……よかった」

「リオくんのおかげだね」

「僕はゲームしてただけで、がんばったのは観月だよ。本人に言ってあげると喜ぶんじゃないかな」

「ふふ、そうする」

　話しているうちに教室に着ついた。プリントの束を教卓に置いた。

　もう冬場なんで汗はかいていないと思うが、ふぅと川瀬が汗をぬぐうような仕草をする。

「おつかれさま、リオくん」

「うん、おつかれ。委員長も」

　彼女が深ふか々ぶかと頭を下げた。長い髪かみが滑り落ちる。




「本当にありがとう！」




「いやいや、プリントを運んだくらいで、大おお袈げ裟さでしょ」

「そうじゃなくて……私は、リオくんにすごく感かん謝しやしてるんだ」

「観み月づきのこと？」

「うん」

「……僕は……たまたま観月と同じゲームしてただけだよ」

「だとしても、私にはできなかったから」

「いや、委員長に言われなかったら、僕はなにもしないままで、観月は留りゆう年ねんしてたと思う。君のおかげ……いや、まぁ、３人ともがんばったってことでいいんじゃない？」

「ふふふ……そうだね」

　川かわ瀬せが嬉うれしそうに笑った。

　僕も少し心が軽くなる。自分が動くことでなにかができた。

「そういえば、前に私のこと、どうしてそんなにクラスのために？　って聞いたじゃない？」

「聞いたね」

　川瀬は自分の胸に手を当てた。

「……私……前に失敗しちゃったことがあるんだ」

「委員長が？」

「小６のときなんだけど……私、ただただ〝いい子〟になろうとしてた。大人の言うとおりにするのが絶対に正しいと信じてね。委員長としてクラスのみんなを押さえつけて、規則を厳守させて、違反者を叱しかって、模も範はん的なクラスを作ったの」

「作ったんだ……」

「うん、作った。私は、それをやっちゃった」

　彼女の口調や表情から、その失敗をまだ引きずっていることがわかる。

「無理して話さなくてもいいよ？」

「ふふ……いいなあ……リオくんは」

「え？」

「聞いてほしいんだ」

「わかった」

「予想はついてるかもしれないけど、私の作った模範的なクラスは、学年の最後にはボロボロになったの。学がつ級きゆう崩ほう壊かいってやつだね。押さえつけたら反発があるって当たり前のことが、あの頃の私にはわかってなかった。もっと押さえつけようと躍起になって、どんどん状況を悪くしていった。規則を守らないクラスメイトたち全員が敵に見えてた」

「そんなことが……」

「……だからね。私がクラスのために何かするのは、立派な理由じゃないんだ。罪つみ滅ほろぼしでさえなくて、自分が失敗した記き憶おくを上書きしたい──それだけ」

　川瀬が力なく笑う。

　教室では見たことがないほど、その肩は落ちて身体からだが小さく見えた。

　僕は少し考えてから、彼女に笑みを向ける。

「今は、違うよ」

「え？」

「前は失敗したのかもしれない。でも、その経験を活いかして、今の委員長は間違いなくクラスをいい雰囲気にしてくれてる。動機なんて、なんでもいいんじゃないかな？」

「そう思う？　本当に？」

「僕は、委員長に感かん謝しやしてるよ」

　ずっと暗い表情をしていた川かわ瀬せが息を呑のむ。

　そして、やっと明るい笑みを浮うかべた。

「ん……そんな理由だったけど、やってることをちゃんと見てくれてる人がいて……なんか、嬉うれしいな」

「感謝してるのは、僕だけじゃないと思うけどね」

「私ね、最近、よく思うんだ。リオくんと、もっと仲良くなりたいって。なんだろう？　私とも遊んでほしいな」

「はは……」

「本当に思ってるんだよ？　昼休みとか、放ほう課か後ごとか。できれば休日にも、学校の外で会ってみたい。お弁当を作って、公園に行くとか」

「へ？」

　それは全く予想していなかった川瀬の言葉で、僕は思わず間の抜けた声をあげた。

　なんだろう、それは……

　まるで……

　川瀬が頬ほおを染そめる。

「ふふ、なんなんだろうね、この気持ちは？　リオくんにはわかる？」

「え……いや、休日に公園？　それって、デートみたいなもの？」

「あっ、そうかも？」

「じゃあ、今のって、もしかして、告白……？　みたいに聞こえたけど、ええと……いや、そんなわけないよね……勘違いして恥はずかしいな」

　ポン、と彼女が手を打つ。

「あーそっか……もしかして、そういうことになっちゃうのかな!?」

「……否定しないの？」

「しなかったら、リオくんはなんて返事してくれるの？」

「え……」

「教えてほしいな、気持ちを」

　耳まで赤くしつつも、彼女は言った。

　頬ほおが熱くなる。

　そして、僕の気持ちは……





　　　　






　観み月づき夢ゆめ亜あは教室の前を離はなれる。

　そして、廊下を走った。

　──なにもかも、もうどうでもいい。

　夢亜はそんな気分だった。

　痛いたいのも苦しいのも、嫌いだ。ずっと避さけてきた。だから今回も同じように逃げる。

　待っていてもなかなか戻もどってこないリオくんに、不安が募つのり、夢亜は探しに出た。

　自分が彼を困こまらせていることは自覚している。

　悪いのは、きっと自分。

　逃げている自分。

　そして、彼がクラス委員長と２人きりになっているのを目撃してしまった。

　委員長の言葉は……

　告白？

　たぶん、告白だった。

　綺き麗れいで人気者で真面目まじめな委員長。

　目の前が真っ暗になり、気づくと夢亜は廊下を走って逃げていた。階段をのぼる。

　今は、学校の屋上にいた。

　晩秋の冷たい風が頬をなでる。

　屋上を囲んでいる背丈よりも高いフェンス。それを乗り越えて校こう舎しやの縁ふちに立っていた。

　高い。

　裏庭の土の地面が、遠く感じられた。

　空の色は朱色に変わりはじめて、山の稜りよう線せんがくっきりと際立っている。

　屋上からは、夕焼けに染そまる街並みが一望できた。

　この世界に別れを告げよう。

　ゲームに似た異世界へ旅立つと思えば、それは何万回と繰くり返してきたログイン。

　死んだら、きっと、自分は異世界に行く。

　そのはずだ。

　──もう、こんな世界、どうでもいい……だから、死ぬのなんて、今すぐでも。

　下を覗のぞきこむ。

　本当に高い。

　膝ひざから力が抜けて、意思とは関係なくガクガクと震ふるえはじめた。

　思わずフェンスを掴つかんでしまう。

　背筋を冷や汗が伝つたった。

「こ、こわっ……落ちたら死んじゃいそう……」

　いや、死ぬために、フェンスを乗り越えたのではなかったか。

　けれど、痛いたそう。

　深呼吸する。

　効果なし。

　目をつぶってみる。余計に怖い。

　準備体操をしてみ……バランスを崩くずしかけて、慌あわててフェンスにしがみついた。

「……はぁ……こういうときは、ゲームですかね」

　夢ゆめ亜あはフェンスに背中を預けて座りこみ、スマホを取り出す。

　ゲームをしていれば、嫌いやなことは忘れられる。

　そういえば、まだクリアしていないクエストがあったことを思い出した。

　──未練があると異世界に行けないかもしれませんね？

　自分自身に言い訳して、ゲームをはじめる。

　こんな場所だったが、すぐ集中できた。

　たぶん、木に吊つるされたって、きっと自分はゲームに夢む中ちゆうになれる。

　ふんふんと鼻はな歌うたを口ずさむ。さあ、やってやりますよ！

　片翼の魔銃使いマギガンナーを操あやつり、調子よく攻撃を繰くり出していった。

　ところが、連続攻撃のあとの隙すきを突かれて、あっさりとモンスターにやられてしまう。

「そこはフォローしてくださいよ、リオくん！」

　夢亜は思わず叫さけんでいた。

　居ない。

「……でしたね」

　このクエストも、本当は彼と一緒にクリアしようと思っていたものだ。

　残る時間は限られているけれど、だからこそ全力で楽しむつもりだった。

　しかし、もう相手をしてもらえないだろう。

　こんな面倒なヤツは見限られて当然だと思った。

　スマホの画面に表示された『クエスト失敗』の文字と、独りで倒れているユメを見つめながら、夢亜は自分がどうして死のうと思ったのかに気づく。

　逃げたいんじゃない。本当に少しも僅わずかにも全く〝この世界への未練〟がなくなってしまったから。

　彼と一緒にゲームすることだけが、生きている理由になっていた。

　ずっと独りで遊んでたのに。

　あまりにも楽しすぎて彼と遊ぶことが全すべてに変わっていた。

　そして、失われた。

　身勝手な自分には当然の報いだと思う。

　でも、最期に気づいてよかった。

　夢ゆめ亜あはスマホを抱きしめて、立ち上がる。風に身体からだを煽あおられた。

　端はしへと足を置く。

　あと１歩、踏ふみ出せば、そこはなにもない空中だ。

　気づけてよかった。

「さようならです、リオくん……大好きでした」

「──観み月づきッ！」

　声と同時に、腕を掴つかまれた。

　引き寄せられる。

　フェンスが派手に軋きしんで、ぐらぐらと揺ゆれた。

　夢亜は意外と力強い彼の腕に抱きしめられ、連れ戻もどされる。

　幻かと思った。

「……リオくん……？」

　どうして。





　　　　






　僕は観月を抱きしめた。

「……リオくん……？」

　彼女が呆ぼう然ぜんとした表情を浮うかべる。

「はぁぁぁぁ……」

　間に合った。

　詳しい経けい緯いははぶくが──

　観月を探し回った僕は〝自殺なら学校の屋上から〟という言葉を思い出した。

　まさか、と思いつつ来てみたら、フェンスの向こう側に立っている観月を見つけたというわけだった。

「リオくん、な、なんで？」

「それは、こっちが訊ききたいよ。ゲームをやるには、ちょっとスリリングすぎる場所じゃないかな？」

「……ずっと……リオくんのことを考えていました」

「僕のことを？」

「……わたし、自分で思ってたよりも、リオくんが好きだったみたいです」

「そ、そうなんだ……」

　いつもの冗談めかした言い方とは違った。

　こんな状況だというのに、僕は観み月づきを抱きしめていることに緊きん張ちようしてしまう。

「だから、もういいかなって……」

「なんでそうなるのさ？」

「リオくん、最後に１つクエストをいっしょにやってくれませんか？　そしたら満足して逝けそうですから」

「そんなこと言われてゲームできるわけないよ。なんで、急に死にたがってるの？」

「ダメですか……それなら、もう諦あきらめます。ううぅ……このまま死ぬだけです！　離はなしてください！」

「ぜったいに離さない」

　僕は観月を抱きしめている腕に力を込めた。

　彼女の顔が、すぐ近くにあって、お互いの吐息が感じられるほどの距離だ。

「どうして、放ほうっておいてくれないんですか？」

「……僕も……なんだ」

「なにがですか？」

「僕も……自分で思っていたよりずっと、観月のことが好きみたいなんだ……」

「え？」

「好きだと、気づいた」

　飾かざることのない、本心だ。

　観月は目をぱちくりさせていた。

「あの……リオくん？　その好きって、本当ですか？　本当の本当に好き？　本気にしちゃいますよ？」

「本気にしてくれないと困こまるよ」

「……本当の本気の本物なんですか？　わたしが飛び降りるのを引き留めるために無理してたりしませんよね？」

「嘘うそでこんなこと言えないって」

「でも、わたしのいいところなんて、なにもないですよ？　性格に問題がありますよ？　ちょーっとだけワガママかも……」

「本当に……どうして好きになっちゃったんだろうね……」

「あ、あの……でも……カトプ……委員長のことは？」

「聞いてたのか。でも途中まででしょ？　ちゃんと断ったよ」

「ほええ!?　もったいない！」

「だって、僕が好きなのは観み月づきなんだから、仕方ないじゃないか」

　彼女が、ぶるっと震ふるえた。

　顔を真っ赤にする。

「も、もう１回！　もう１回、言っていただけますか」

「……僕が好きなのは観月だから」

「もう１回」

「君がそれ言い出すと、朝までだからダメ」

「はうぅ……わ、わたしなんて、ダメダメですよ？　自分で言うのもなんですけど、すっごくメンドくさいと思います。本当に後こう悔かいしませんか？」

「好きな理由なんて、いっしょにいて楽しいってだけで充分じゃないかな？　僕は観月といっしょにいたい……その気持ちが〝好き〟だと気づいたんだよ」

「……はうっ」

「観月の好きは、違うのかな？　僕に何か特別なことを求めてる？」

「……あの……できれば……いっしょにいるだけじゃなくて」

「ん？」

「クエストも行きたいです」

「はは……そりゃ、僕だって同じだよ。だから、君がいなくなるなんて耐えられない」

　自分でも驚おどろくくらい気持ちを伝つたえることができた。今を逃のがしたら二度と言えないと思ったからかもしれない。

　観月の表情が、くしゃりと歪ゆがむ。青色の瞳ひとみが潤うるんだ。

　あふれた涙が頬ほおを伝い落ちていく。

　雪が溶けだしたかのようだ、と僕は思った。

　涙声で彼女が言う。

「そ、そんな……そんな言い方ぁ……卑ひ怯きようですよぉ、リオくん」

「卑怯でもいいよ。どこにも行ってほしくない。観月を引き留められるなら僕はなんだってするんだ」

「ぐす……本当、ですか……？」

「ん？」

「……なんだってする……って、本当？」

「ああ、そのつもりだよ」

「じゃあ……」

　観月が涙に濡ぬれた瞳で、まっすぐ見つめてくる。




「キス、してください」




　言葉の意味を理解した瞬間、僕の顔は火が点ついたように熱くなった。

「み、観み月づき……!?」

「わたしに希望をください」

「あ……」

「痛いたくても、苦しくても、怖くても！　わたしがしがみつきたくなる、希望をください！」

「……観月こそ、僕でいいの？」

「あなたじゃなきゃ、嫌いやです」

　彼女は見たこともないくらい真剣な表情をしていた。

　そして、目を閉じる。

　長いまつげが小さく震ふるえていた。

　僕は顔を近づけていく。

　ちょん、と唇くちびるの先がわずかに触ふれた。

　緊きん張ちようしすぎて、なにがなんだかわからない。

　彼女のほうからも近づいてきた。












　観み月づきの唇くちびるが、僕の唇と重なる。




　ん……




　触ふれた唇の感触は、やわらかくて、瑞みず々みずしくて、熱かった。

　離はなれたくない。離したくない。




　学校の屋上を冷たい風が薙ないでいく。

　僕たちは息が切れるまで、ずっと唇を重ねつづけた。






第四章　明日への希望









　目が覚めると、見慣なれない天井が見えた。ずいぶんと高い天井だ。

　いつも寝起きしている自分の部屋ではない。

　外から小鳥のさえずりが聞こえる。

　朝だった。

　──そっか。昨日は、あれから観月を家まで送って、それから。

　昨日の出来事を僕は思い出す。




「リオくんリオくん！　さあ、ご自分の家だと思って上がってください！　嫌いやとは言わせませんよ。だってまだ今日はリオくんとクエストに行ってないんですから。わたし、どうしても今日はリオくんとゲームしたいです！」

　かつてないほどテンションの上がった観月に、半ば強引に部屋へと引っ張ぱりこまれた。もちろん、帰ろうと思えば強引に帰ることはできただろう。

　いっしょにいたいのは僕も同じだった。

　観み月づきの部屋のベッドに腰掛かけ、並んでゲームをした。

　３つのクエストをクリアしたあたりで、だいぶお腹なかが減へってきた。

「そうです、リオくん！　ごはんを作ってあげます！　あんまり凝ったものはできませんけど許ゆるしてくださいね？」

　観月はキッチンに立つと、クロスレヴェリの中のようにテキパキと働く。まるで別人のように。

「上手に焼けましたー」

　なんとハンバーグが出てきた。

「……観月、まさか料理ができるの？」

「お姉ちゃん、帰らない日も多いので、やってるうちに覚えちゃいました」

　ちゃんと美お味いしい。

　小さめだったけれど、意外にも彼女は料理が上手だった。

　夜遅くに、真ま美みさんが帰ってきた。

　玄関に入ってくるなり、ジャケットを脱ぎ捨て、寝っ転ころがってしまう。お酒のニオイがした。

「真美さん!?」

「はわわっ……お姉ちゃんが、こんなに酔よって帰るなんて珍しいです！」

「とりあえず、ベッドまで運ぼうか」

「は、はい」

　一段落したときには、もう日が変わりそうになっていた。

　親には心配かけないようにメールしてあるけど、どうしたものか。

「あの調子じゃ、真美さんには話せないね」

「……明日の朝までは無理ですね」

「なら、僕は帰ったほうが……」

「ま、待ってください！　わたし独りじゃ無理ですから！」

　ひしっ、と制服の袖そでをつかまれた。

「いや……でも……」

「リオくん、お泊まりしていかれませんか？」

「ええっ!?」

　観月の瞳ひとみには不安の色があった。

「……お姉ちゃんと話すとき……いっしょにいてほしいんです、リオくんに」

「わかったよ」

　客間を借りて、泊めてもらうことにした。

　観み月づきが眠ねむくなるまで、と僕たちはゲームをする。

　結局、外が明るくなるまで、遊んでしまった。




　──そして、ソファーで仮眠して、今。

「夢……じゃない、よな？」

　昨日の出来事は現実のはず。

　だから僕はここにいる。

「あ、リオくん。起きたんですね」

　ひょこ、とソファーの背の側から、観月が顔を出した。

「わっ!?」

「ふふっ、おはようございます」

　髪かみをほどいている彼女は、普段より大人っぽい。

　いつも肩にかかっている髪が、今は胸元まで落ちていた。

　そして、パジャマ姿だった。

　ゆったりした生地が、女性らしい柔やわらかな輪りん郭かくを強調していた。首元が広く開いて、なめらかな曲線を描く鎖骨が見えている。

　昨日も見ているけれど、好きな女の子のパジャマ姿なんて何度見ても慣なれるものではなかった。

　彼女がスマホを取り出す。僕の寝顔が撮影されていた。

「えへへっ、リオくんの寝顔ゲットです」

「……それ……消しておいてね？」

「ぶー。わたしには、リオくんの寝顔を保存しておく権利があると思うんです」

「な、なんで？」

　観月が頬ほおを赤らめた。

　いったん目線を逸そらして、胸元に落ちた髪の毛先を指先で揉もむと、チラチラとこちらを見る。

「だ、だって………………カノジョですから」

「あ……」

　僕の頬も一気に火ほ照てった。

　──カノジョ。

　そうだ。僕は観月に告白して、告白された。そして、屋上で……

　いわゆるカレシとカノジョの関係──恋人同士になった。

　照てれを隠すように観月が笑う。

「えへへっ、ハズかし」

　胸の奥から、じんわりと愛いとしさがこみ上げてきた。

「観み月づき……」

「リオくん……」

　見つめ合っていると、観月がソファーの背に手をついて、ゆっくりと距離を詰つめてくる。

　だんだんと互いの唇くちびるが近づいた。

　観月が目をつむり、お互いが息をとめ、唇が触ふれあう。




　スマホのアラームが鳴った。




　ビクッ！　として僕たちは離はなれる。

　けたたましい音を鳴らすスマホを掴つかんだ。時刻は６時ちょうど。毎日この時間に鳴るよう、アラームをセットしていた。

　我に返ると急に恥はずかしくなる。

　観月も真っ赤になっていた。

「あ、あの、朝食、用意しますか？」

「はは……そうだね」

「それとも……もう１回、しますか？」

「え？」

　僕たちはお互いに固まってしまう。




「朝から何をやっているのかしら、アナタたち……？」




　うめくような声がした。

　いつの間にか客間のドアが開いていて、真ま美みさんが二日酔よいの頭を押さえながら、呆あきれた目を向けてきている。

　どこから見ていたのかは恥ずかしくて訊きけなかった。





　　　　






　大きな木製テーブルを３人で囲む。

　ダイニングは吹き抜けになっていて、高い位置にある窓から朝日が差しこんできていた。

　僕と観月は制服に着替えている。真美さんはタートルネックのセーターにジーンズというラフな格好だった。

　席の配置は、真美さんの向かい側に観月が座り、その隣が僕だ。

　朝食は、トースト、サラダ、ウインナー、スクランブルエッグというメニューだった。

　なんてことのない朝食の風景だ。

　しかし、ダイニングには緊きん張ちよう感が漂ただよっていた。

　無言のまま食事が進んでいく。

　真ま美みさんが黙々と食事を口に運ぶのに対し、観み月づきが話しかけようとしては止やめるのを繰くり返していた。

　僕から見ると、真美さんも動作がぎこちなくて、緊張していることがわかるのだけれど。

　このままだと登校の時間になりそうだ。

　仕方なく、僕が口を開く。

「あの、真美さん、ちょっといいですか？」

「なに？」

　固い声だった。

「観月から話があるそうです」

　丸投げしたせいで、観月が恨うらみがましい目を向けてきた。

「ううぅ……わたしが自分で言わないと、いけないですよね……」

　すーはー、と彼女は呼吸を整ととのえる。

「お姉ちゃん」

「なにかしら、夢ゆめ亜あ」

　真美さんは素っ気ない態度を取っているが、その表情は真剣そのものだった。

　観月が姿し勢せいを正す。

「わたし、お姉ちゃんに言わないといけないことがあるんです」

「聞くわ」

「あの……わ、わたし、あの……」

「…………」

　観月がテーブルに身を乗り出した。




「カレシができました！　ここにいるリオくんです！」




　げほっ！　と僕はむせた。

　──そっちの報告が先なの!?

　観月らしいといえば、らしいのだけれども。

　真美さんも驚おどろいて目を丸くしていた。ため息をつく。

「それだけ？」

「えっと……聞いてください、お姉ちゃん。好きな人ができるって、いいですね。世界が変わるんです。リオくんといっしょにいるだけで胸の奥から温かいものが、ぶわあーって、あふれてくるんです。勇気が湧わいてきます。わたし、リオくんがとっても好きなんです。だから──だ、だから……その……」

　最後のほうは、声が震ふるえた。うつむいてしまう。

　まだ怖がっている。

　当然だろう。

　観み月づきがテーブルの下で、こちらへ手を伸ばしてきた。その彼女の手を、僕はしっかりと握る。

　彼女は歯を食いしばって前を向いた。




「お姉ちゃん……わたし……手術、受けようと思います」




　真ま美みさんが息を呑のんだ。

　コーヒーカップを掴つかんだまま、固まる。

　まじまじと観月と、そして、僕のことを見た。睨にらまれたのかもしれない。

「……本気なのね？」

「はい！」

　真美さんがうなずいた。

「わかった。手続きはやっておくから、入院の準備をしといて」

「……お姉ちゃん、あの……その……」

「まだなにか？」

　ぺこり、と観月が頭を下げた。

「今まで！　たくさん心配をかけて、ごめんなさい！　いっぱい、ごめんなさい！」

「ゆ、夢ゆめ亜あ……」

　真美さんが、ぽかんと口を開ける。

「お姉ちゃんが、わたしのこと心配してくれてたの、ちゃんとわかってました。つらい気持ちにさせてたことも……でも……わたしは、逃げちゃって……」

「……そう」

　真美さんが視線を外はずす。

「だけど、リオくんがいて、お姉ちゃんがいて、わたしは幸せすぎて……もったいなくなっちゃいました。生きていたいです。この幸せをなくしたくないです。手術は怖いですけど……すごく不安ですけど……もう逃げません。またたくさん迷惑をかけるかもしれませんけど、いいですか？」

「馬鹿ね……」

　それだけ言って、真ま美みさんが口元を両手で覆う。

　真美さんの切れ長の目が、涙で潤うるんだ。ぽろぽろと透とう明めいな雫しずくがこぼれだす。

　観み月づきも泣いている。

　その姉妹の表情はよく似ている、と思った。

　──よかった。




「ところで、貴方あなた」

　涙をぬぐって、真美さんが赤い目を向けてくる。

「はい？」

「私のことは名前で呼んでるのに、どうして夢ゆめ亜あは苗みよう字じで呼んでるのかしら？」

「え……いや、クラスメイトの女子だったから……」

　真美さんが責めるような口調で言う。

「もう恋人なのでしょ？　名前で呼ぶものではないの？」

「でも〝観月〟って呼ぶのが慣なれてるから……」

「紛らわしいから、やめてちょうだい」

「な、なんで、今さら……？」

「だって、貴方とは長い付き合いになりそうだから。そうなんでしょ？　軽い気持ちだったら許ゆるさない」

「軽い気持ちなんかじゃないですよ！」

　隣で観月が赤せき面めんする。

　僕も、つい言ってしまってから、恥はずかしくなった。

　真美さんが微笑ほほえむ。

「ねぇ、夢亜？　夢亜もそのほうがいいでしょ」

　こくこく、と彼女はうなずいた。

「はい！　お姉ちゃん！　ナイスです！　グッジョブです！」

　期待に瞳ひとみを輝かがやかせて見つめてくる。

　真美さんは妹が喜んでいるのを見て満足そうにうなずいていた。間違いなく姉バカだ。

　──これは逃げられないな。

「ええと、わかりました。呼びます。呼びますよ。呼びますけど……でも、あの、こういうのは自分たちのタイミングで……」

「本気なんでしょ？」

「もちろん！」

「それなら、今、呼んで。私と夢亜を安心させて」

　真美さんは交渉上手だった。

　いや、照てれくさいけれど、僕だって嫌いやなわけじゃない。

　観み月づきのほうを見た。

「……ゆ……」

「はい！」

「早い。早いよ、返事が」

「す、すみません！」

「……ゆ……ゆ……ゆ……」

「ううぅ、それはオアズケですか？」

「ご、ごめん」

　僕は深呼吸した。




「夢ゆめ亜あ」




　彼女は目をぎゅっと閉じると、ぶるぶるっと身み震ぶるいした。

「くはう、くはう……もう１回！　もう１回、お願いします！」

「いいよ、夢亜」

「っ」

　妙みような声をあげながら、観月──夢亜が身をよじる。

　そんな反応をされたら、僕だって普通のテンションではいられなかった。

「夢亜」

「はううっ。も、もう１回！」

「夢亜」

「うわああ、すごい……幸せです……」

「夢亜」

「きゃーっ」

　ずずずずず……と真ま美みさんが音を立ててコーヒーをすすった。

「……ねぇ？　それ、いつまで続くの？　朝から妹がカレシとイチャついてんの見せつけられるとか、なんの罰ばつゲーム？」

「あ、すみません」

　──でも、けしかけたのは真美さんですよ？




　通学路を僕は夢亜と２人で歩く。

　彼女がおずおずと手を伸ばしてきて、僕はしっかりと掴つかまえた。強引なようでいて大切なところで遠慮をする性格なのだと、もうわかった。

　澄すんだ青空が広がっている。

　朝の空気は冷たくて、吐はく息が白くなった。

　けれど寄り添えば温かさをはっきりと感じられる。

　２人でいれば、世界は光で満ちていた。





　　　　






「「「おめでとう！」」」

　教室に入ると、いっせいにクラスメイトたちに声をかけられた。

　盛大な拍手が飛び交う。

　祝福されていた。

　僕は夢ゆめ亜あと顔を見合わせた。彼女がぱちくりと瞬まばたきする。

「みなさん、どうしたんでしょうか」

　まわりを気にせず振る舞っていた夢亜だから、自分たちが祝福されるということが考えの外にあったのだろう。

　僕はつないだままの手を意い識しきする。

「これのせいだよ」

「ほえ？」

「お祝いされてるんだ」

　予想はしていた。

「えへへっ、照てれますね」

「そうだね」

「きちんと報告しないとですね、リオくん」

「ん？」

　ぺこり、と夢亜が頭をさげた。

　クラスメイトたちが囃はやし立てる声がやんだ。全員が固唾かたずを呑のんで夢亜のことを見ている。

「皆さん。わたしたちを祝福してくださり、どうもありがとうございます。すでにご存じのこととは思われますが──」

　堅苦しい台詞せりふのあと、夢亜が満面の笑みを浮うかべた。

　つないだままの２人の手を持ち上げる。

「わたしたち、恋人になりました！」

　教室が沸いた。

　再び拍手喝かつ采さいを浴あびる。

「やっぱりね！」「ついにか！」「ていうか、まだ付き合ってなかったんだ？」「おめでとう！」「成長したんだね……っ」「よがっだよおおおお……」

　クラスメイトたちの声に、僕は思わず笑みをこぼす。

　照てれくさい。

　けれど、祝福されるのは素直に嬉うれしかった。

　なにより夢ゆめ亜あが嬉しそうにしている。

　達たつ也やが背中を叩たたいてきた。

「さすがは親友！　やったなあ！」

　彼には後で詳しい話をしておこうと思う。まだ転校するらしい、と話したきりだ。

　どこまで夢亜の状況をクラスメイトたちに言うかは、彼女と相談したほうがいいだろう。

　不必要に心配かけるのも、いいことではなかった。

　夢亜がさらに口を開く。

「えー……それで、続けてご報告させていただきますと……」

　恋人になったという報告は予想していた。

　しかし、他に夢亜が報告することが、あるとすれば──自分の病気のことも話しておくつもりだろうか。




「リオくんとキスしました！」




　ただの惚のろ気けだった。

「ちょ、夢亜!?」

　思わず突っこんでしまう。

　僕の言葉に、クラスメイトたちは「夢亜だって！」「名前で呼んでる！」と反応する。

「ふふっ、初めてだったから、リオくんってば、すっごい緊きん張ちようしてたんですけど、もうじれったくなって、わたしのほうからですね！」

　夢亜が頬ほおを紅潮させつつ、はっきりと教室に聞こえる声で話す。

「えええ……」

「男の人の唇くちびるって少し固くて、わたしのと違うなあって思ったんですけど、もうリオくんとキスしてるんだ！　って意い識しきしたら、ひゃあああ！　ってなりました！」

「僕が、今、ひゃあああ！　だよ!?」

　恥はずかしすぎる。

　クラスメイトたちは興きよう味み津しん々しんだった。とくに女子たちの食いつきが半はん端ぱない。みんなが好奇心で瞳ひとみを輝かがやかせている。

「リオくん、わたしの唇はどうでしたか？　か、感想を聞かせてください！」

「うえ!?　えっと……あとでね……」

　わいわいとクラスメイトたちが盛り上げる。

　そろそろ、ＨＲホームルームの時間が近づいて、それでも教室の騒ぎは収まらない。

　このまま先生が来たら、さすがに怒られそうだ。

　教室の中央に、女子がひとり進み出てきた。長い黒髪の淑しとやかな少女である。

　川かわ瀬せだった。

「さあ、みんな！　そろそろ先生が来るから席について！」

　彼女が手を叩たたいて、騒いでいるクラスメイトたちを静かにさせた。

　僕と夢ゆめ亜あも自分たちの席へ向かう。

　クラスのなかで、夢亜が笑っていた。

　温かい光景。

　僕にとっては嬉うれしいことだ。

　しかし、川瀬にとってはどうなのだろう？

「あのさ……委員長……」

　僕の言葉はさえぎられた。

　まぶしいものを見るように、嬉しそうに川瀬が目を細めている。

「リオくん、ありがとう……私はね、今、なりたかった自分になれてるよ」

　川瀬は過去に失敗した。

　だからこそ、今の彼女はとても輝かがやいていた。





　　　　






　夢亜が入院するのは12月10日ということになった。手術を受けると決めた途と端たんにベッドが空くほど簡単なものではない。いろいろ準備と順番がある。

　あと12日。

　僕は夢亜と、なるべく多くの時間を過ごした。

　手術を控ひかえて夢亜が不安に立ち向かう勇気がほしいと言ったからでもあるし、僕がいっしょにいたかったからでもある。




　ある日のこと──

　６限目の授業が終わると同時に、達たつ也やが声をかけてきた。

「ヘイ！　親友！　カラオケ行こうぜ！」

　突然の提案に僕は戸惑う。

「カラオケ？」

「リオくん、どうしたんですか？」

　夢ゆめ亜あがやってきた。

「うーん、カラオケに行こうって誘われたんだよ」

「行くんですか、リオくん？」

　夢亜が不安そうに瞳ひとみを揺ゆらす。

　僕は肩をすくめた。

「いや……夢亜と遊ぶから」

「ですよね！　リオくんは、わたしとゲームするんですもんね！」

　僕がうなずくと、夢亜はぴょんと跳はねた。

　右腕を抱きしめてくる。

　二の腕が、やわらかいふくらみに挟はさまれた。

「わわっ!?」

「ふふっ、今日は《デスダンサー》のいるとこ行きましょうよ！　《ブラッディダンス》を避よける神業を見てみたいです！　リオくんのカッコイイとこ見せてください！」

「わ、わかったけど、教室では、くっつきすぎないで……」

「ふへへー」

　そこに達たつ也やが割りこんできた。

「ちょ、ちょっと待った！　お前らがいっしょにいたいのはわかったが、たまにはゲーム以外のこともしたほうが新鮮だろ!?　なあ、観み月づきちゃんも行かね？　カラオケ！」

「わたしも、ですか？」

「……たしかに、ゲーム以外のことも、やってみたら楽しめるかもしれないね」

　僕はうなずいた。

　周りのクラスメイトたちも、乗ってきた。

　珍しいことに川かわ瀬せが入ってくる。

「なになに？　観月さんも行くの？　それなら、私も行こうかしら」

「おっ、いいね！」

　達也の言葉で、なんだか僕たちも行くような雰囲気になる。

　達也と川瀬というクラスの中心人物ツートップが意気投合したからだ。

　念のため、僕は確認しておく。

「夢亜、カラオケとか行ったことある？」

「いいえ……」

「歌に興きよう味みは……？」

「クロスレヴェリ関係でしたらＣＤを買いましたけど。アニメの主題歌とか」

「ああ、それは僕も買った」

「でも歌うのは無理っぽいですよ？」

「はは……英語の歌詞だったからね。どうしようかな……」

　歌えないのに連れて行っても、退屈じゃないだろうか。

　達たつ也やが、ぽんぽん、と肩を叩たたいてくる。

「だーいじょうぶだって！　学校で歌ってる曲だってあるんだから」

「僕はいいけど……みんなが盛り上がらないじゃない？」

「試してみろって。どんなにダメでも１回目は〝失敗〟って言わないんだからよ！」

「なんて言うの？」

「〝いい経験〟だ！」

「……なるほど」

　たしかに、試してみなければ、ずっと〝もしかしたら楽しめたかも〟と思いつづけることになる。

　でも夢ゆめ亜あが興きよう味みないのなら、無理強いはしたくなかった。

「どうする、夢亜？　嫌いやじゃなければ……せっかくだし、行ってもいいと思うけど」

「えっと……」

　彼女は教室を見まわした。

　クラスメイトたちが固唾かたずを呑のんで、判断を待つ。

　夢亜が目を伏せ──そして、笑みを浮うかべた。




「行きます！」




　わー!!　とクラスメイトたちが盛り上がる。

　達也が「行きたいヤツは挙手！」と言うとクラスの半数より多くが手を挙げた。

「ひぃふうみぃの……20人？　そんな入れるとこあるかなー？」

　達也がぼやくと、川かわ瀬せが手て帳ちようを開いた。

「平気よ。こんなこともあろうかと、大だい人にん数ずうでも入れるカラオケ店は調べてあるわ。平日のこの時間なら、空いてると思う」

「すげえな、川瀬！」

　店は任せることになった。




　駅前にある大きなビルの３階に、まるで教室みたいな広さの部屋が用意される。

　予算もあって２時間だけ。

　１人ずつ歌っていたら、全員が１回ずつでも時間が足りるか怪しい。

　もう早いもの勝ちで曲を入れて、ほとんど合唱だった。

　達也が本当に学校で歌ったことのある曲を入れ、僕も夢亜も歌う。彼女は最後までマイクは持たなかったけれど、ちゃんと声を出して歌っているのはわかった。

　音楽の授業で歌ったときは、べつにどうとも思わなかった曲なのに、みんなで好きなように歌うと、とても楽しかった。

　ちゃんと盛り上がる。

　僕と夢ゆめ亜あは肩を並べて大きな声で歌った。




　カラオケ屋のビルから出ると、もう夕ゆう陽ひが差している。

　川かわ瀬せが委員長らしく「遅くならないように帰ること」と言って解散の運びとなった。

　達たつ也やたちは「次に行こうぜ」と数人で連れだって離はなれていく。

　クラスメイトたちに手を振って、僕と夢亜も帰路についた。

　２人きりの帰り道──

「楽しかったですね、リオくん」

「よかった」

「本当、行ってみてよかったです」

「うん」

「今度は２人で行きませんか？　クロスレヴェリの主題歌は無理ですけど、キャラソンなら歌えると思うんですよ」

「あ、なるほど」

「みんなの前だと恥はずかしいですけど」

「まぁ、僕と夢亜だけなら、カラオケ初心者同士だし」

「ふふふ、そうですね」

　ビルの陰かげに隠れていく夕陽が眩まぶしかった。

「夢亜がカラオケに行くって言ったとき、正直、驚おどろいたよ」

「そうですね、自分でも驚きました。でも、なぜか行ってみてもいい気になったんですよ。リオくんのおかげですね」

「関係ある？」

「わたしだけなら誘われてもいないでしょうし……昔は、やってもレベル上がらないイベントなんて時間の無駄としか思えませんでした。クロスレヴェリが全すべてだったから」

「そっか……」

　夢亜は無む意い識しきに他人と関かかわることを避さけてきたのかもしれない。

　自分が〝いなくなる〟と思っていたから。

　今は違う。

　そのことが、なにより嬉うれしかった。





　　　　






　12月９日──

　明日、夢ゆめ亜あは入院する。




　夜だった。

　白い息を吐はきながら、僕たちは、木々の間の階段を登のぼっていく。

　常じよう夜や灯とうの明かりは遠くて暗かったけれど、手をつないで転ころばないように歩いた。

「リオくん、早く早く！　急がないと終わってしまうかもです！」

「大丈夫だよ、急ぐと危ないよ」

　マフラーを巻いてコートを羽織った夢亜が、僕の手をぐいぐい引っ張ぱる。

　まるで散歩に出た犬みたい。

　僕は口の端はしをほころばせ、少しだけペースを上げた。

　階段を登りきると、視界が開ける。

　展てん望ぼう台だいだった。

「わぁ……」

　夢亜が感かん嘆たんの声を漏らす。

　冬の夜空いっぱいに、いくつもの光が瞬いていた。

　満天の星。

　夢亜の銀色の髪かみが星の光を受けて、いつも以上に青白く映える。ぞっとするほど綺き麗れいだった。

　空の低い位置を、スッと光が横切る。

「あっ！　リオくん、見ましたか!?」

「今の、流れ星？」

「流れ星です！　わたし、初めて見ました！　うっわあああ！　来たかいがありましたねぇ！」

「本当だね」

　真ま美みさんに感かん謝しやしないと。

　展望台のすぐ下にある駐車場まで、クルマを出してくれたのは彼女だった。

　クルマでなければ、入院を控ひかえた夢亜が、冬の夜に遠出なんてできるわけもない。

「お姉ちゃんも、クルマで待ってないで上まで来ればよかったのに……」

「そうだね……」

　おそらく、気を遣ってくれたのだろう。

　今日の真美さんは、僕と２人のときとは別人のように安全運転だった。

　それだけ夢ゆめ亜あのことを大切にしているのだ。

　展てん望ぼう台だいは柵さくで囲まれ、その先は崖がけになっていた。

　今日は流りゆう星せい群ぐんのピークだという。僕たちの他にも、人ひと影かげがちらほらとあった。ベンチはないが、石段が長く続いている。

　僕たちは、そこに座って夜空を眺ながめた。

　手をつなぐ。

　今日は２人とも手袋をしていた。それでも、お互いの存在を感じられる。

　星が流れるたびに、僕たちは願いごとをした。




　──ずっといっしょにいられますように。




　僕はどれほど月日が流れても、今このときを忘れることはないだろう。

　いつまでもそうしていたかった。

　けれど時間は残酷だ。

　スマホにメールが着信した。

　おそらく、真ま美みさんから。つまり、彼女が下で待っているのは、放ほうっておくと帰ってこないかもしれないという不安もあってのことなのだろう。

　何年も逃げ回っていた前科があるので、心配されるのは仕方ないことだった。

　メールを確認して、夢亜がため息をつく。

「はぁ……タイムアップですね……」

「いや、クエスト、クリアだよ。堪たん能のうしたでしょ？」

「そうですね！」

　夢亜が立ちあがる。

　僕も同じようにした。

「夢亜……」

「なんですか？」

「次の流星群も、また見ようね」

「……ッ」

　夢亜の瞳ひとみから、堰せきを切ったように、ぼろぼろと涙がこぼれ落ちる。

　僕は慌あわてて彼女を抱きしめた。

「ご、ごめん、泣かせるつもりじゃ……」

「ちがっ……違うんです……これ……嬉うれしくて……」

「あ……」

　すぐ近くから、夢亜が見つめてくる。

　僕も見つめ返す。

「……約束ですからね、リオくん？」

　返事する代わりに、僕は唇くちびるを近づけた。

　夢ゆめ亜あが目をつぶる。

　唇を重ねた。

　長く……

　僕たちは、キスをした。





　　　　






　３つ先の駅にある大きな総合病院。

　そこに夢亜は入院した。

　手術のための数々の検査を受けたあと──

　ついに、その日がやってきた。

　時刻は正午を過ぎている。

　ようやく、面会が許ゆるされた。手術を控ひかえた夢亜の病室を、僕は真ま美みさんとともに訪れる。

　個室のベッドに、夢亜は患者衣を着て横になっていた。

「あ！　リオくん！　お姉ちゃん！」

　いつもと変わらない笑顔で出迎えられ、僕は手術前だというのに少し安心してしまった。

　彼女は意外と食事が美お味いしいとか、終業式に出られないのが残念とか、そんな他た愛わいのない話をする。

　真美さんの言葉はぶっきらぼうで、そっけないけれど、妹への優しさで満ちているように感じられた。

　夢亜は嬉うれしそうに話している。

　これまで彼女たちがどんな関係だったのか、僕には想そう像ぞうすることしかできない。感情の行き違いもあったようだ。

　でも今は、まぎれもなく仲のよい姉妹だった。




　看護師さんに呼ばれて、真美さんが病室を出て行く。

　入れ違いにドアが開いた。

　深ふか々ぶかと頭を下げたのは、長い黒髪の少女──川かわ瀬せ奈な央おだ。表情はおだやかだけれど、笑みは浮うかべていない。

「え……カ……川瀬さん!?」

　夢亜がようやく覚えた名前を口にした。

　川かわ瀬せがうなずく。

「来たよ、観み月づきさん……」

「どうして……？」

「ごめんなさいね。先生から入院したって話だけは聞いて……どうしても会っておきたいと思ったの」

　じっ、と川瀬が夢ゆめ亜あを見つめた。

　僕は両手を合わせる。

「……ごめん、夢亜。詳しいことは僕が教えたんだ」

「それは……まぁ、べつにナイショにしてるつもりはなかったというか、話す意味がないと思ってただけですので、いいんですが……」

　夢亜は戸惑っている様よう子すだった。

　小首をかしげる。

「……あの、わたしなんかと会っても、なにも楽しいことないですよ？」

「観月さんらしいね。手術の前に応援したいと思って」

　夢亜が目を見開いた。

「わたしを……？」

「うん、がんばってね」

「……まぁ、がんばるのはお医者さんであって、わたしは寝てるうちに終わるらしいので。ある意味、終わってしまうかもしれないわけですが……あはは」

　病気のことを考えるだけでも怖くて逃げていたのに、こんなときにブラックジョークを飛ばすのだから、神経が細いのか太いのか。

　もう開き直っているのかもしれない。

　川瀬がベッドの近くまで寄って、腰を折って顔を近づけた。

　小さな声でささやく。

「……執しつ刀とうするのはお医者さんでも……手術を受けるのは貴女あなたよ、がんばりなさい。そうじゃないと……こんなことでいなくなったりしたら……私がリオくんのこと、取っちゃうから」

「ふえええっ!?」

　それまで、ゆるんだ表情をしていた夢亜が大きな声をあげた。

　彼女の視線が、川瀬と僕の顔を何度も往復する。

　僕は慌あわてて首を左右に振った。

「ちょ、ちょっと、委員長!?　僕、ちゃんと言ったよね!?」

「ふふ……冗談……ということにしておくね」

　ぶんぶん、と夢亜が手を振り回す。

「ダメ！　ダメですよー、そんなの！」

「そう思うなら、ちゃんと元気になりなさい。これが、私の応援だから」

「ううぅ……厳きびしいです」

「そうよ、私、本当は厳しい人なの」

　おそらく、こっちが川かわ瀬せの地なのだろう。

　たっぷり冷や汗をかいた。

　たくさんの足音が、廊下から聞こえてくる。

　開いたままのドアから、今度は達たつ也やが顔を出した。

「チィース！　激げき励れいに来たぜ！　オゥーレー、オレオレー、フォルツァ、ミヅキ！」

　それじゃ、サッカーの応援歌チヤントだ。

　僕は肩をすくめた。

「達也……一般病棟から離はなれてるとはいえ、病院だよ？」

「おっと、そうだったな」

　達也の後ろから、さらに続けて見知った顔ぶれが入ってくる。

「来ちゃった」「水くさいよ」「あたしたちにも応援させて」「クラスメイトだもんね」「あたしはもう友達だって思ってるから」「それなら俺だって！」「ウチもだよ！」「みんな静かにして！　ここ病院だよ!?」「「「しーっ」」」

　クラスメイトたちだった。

　とうてい個室に入りきらない。廊下に行列ができていた。

　僕は唖あ然ぜんとしてしまう。

「……いったい、何人くらい？」

　その問いに、達也がニヤリと笑った。

「そりゃ、クラスの全員さ。友達が大勝負に挑むってんだから、応援したいと思うのが当然だろ？」

　夢ゆめ亜あが感かん極きわまって声を震ふるわせる。

「み、みなさん……ッ」

　表情が、くしゃりと歪ゆがんだ。

　クラスメイトたちが口々に応援の言葉をかけ、夢亜がうなずく。

　目尻に浮うかんだ涙をぬぐって、彼女は嬉うれしそうに笑った。

　窓から差しこむ光が、笑顔を明るく照てらす。

　大おお勢ぜいで来たぶん、長居しないと決めていたのだろう。川瀬が一声かけると、潮が引くようにクラスメイトたちは部屋を出て行く。

「３学期に、また会おうね！」

　そんな言葉に、夢亜がうなずいた。

　病室にお見舞いの品が残される。みんなからの激げき励れいの寄せ書きだった。





　　　　






　僕と夢ゆめ亜あの２人だけになる。

　まだ真ま美みさんは戻もどってこないようだ。

「……思ってたより大騒ぎになっちゃったね……ごめん、夢亜」

「いいえ、リオくんのおかげで、みんなから応援してもらえて、嬉うれしかったです」

「よかった」

「支援魔術エンチヤント、かかりまくりですよ！」

「あはは……」

　夢亜はリラックスしているように見えた。

　でも、内心では不安でしょうがないのだろう。僕にできることは励ますことだけだ。

　がんばってね。

　待ってるよ。

　大丈夫だ。

　かけようと思っていた言葉は、しかし、声にならなかった。

　手が震ふるえてしまう。

　夢亜を失うかもしれない。

　その恐怖心に、身体からだがすくんで、声が出なくなる。

　情けない。これじゃ夢亜を不安にさせるだけじゃないか。

「……リオくん」

「な、なに？」

「もしかして、怖いんですか？」

「……ごめん……そうなんだ。情けないよ、一番、励まさなきゃいけないときなのに。君がいなくなるかも、なんて少しでも思うだけで……怖くて……怖くて」

「嬉しいです」

「え？」

「だって、好きな人に心配してもらえるなんて、とっても幸せです。これって、変なんでしょうか？」

「いや、そんなことは……」

「わたし、性格に問題あるって、リオくんに言われましたし？」

「……そんなこと言ったかな？」

「体育倉庫でですよ」

「あ、あれは！　……その……ごめん」

「実はけっこうショックだったんですよー？」

　そんなことを言いながら、夢ゆめ亜あは悪戯いたずらっぽく笑った。

　思い出す──

　体育倉庫で棒の下した敷じきになっている夢亜を見つけたのが、２人の始まりだった。

　ずいぶん前のことに思える。

　あの日、僕たちはゲームフレンドになった。今は恋人になっている。あの日から多くの時間を重ねてきた。

「心配しないでください。あの日から今日まで……たくさんの勇気をもらいました。だから、大丈夫です。へいちゃらです」

　僕はようやく笑えた。肝心なところで助けられてばかりだ。

「それじゃ……待ってるよ、夢亜……」

「はい、またあとでです、リオくん」

　離はなれようとした。その直前──

　袖そでを掴つかまれた。

「夢亜……？」

　彼女の瞳ひとみから大粒の涙がこぼれ落ちる。ぎゅううっ、と袖を握る手に力を込めて。

「い、や……嫌いやです、いやです。や……」

　その手は震ふるえていた。

「怖いんです……怖いんです！　やっぱり止やめましょう！　リオくん、わたしを連れて逃げてください！　手術なんて受けたくないです！」

「夢亜……!!」

　僕は震える彼女を抱きしめる。

　気がつけば、２人とも泣いていた。

「怖いよぉ……怖いよぉ……怖いよぉ……」

　僕も怖い。

　でも、そんなこと言っても、逃げるわけにはいかなかった。何か他の言葉を──

　こんなときに、ふと思いついたのはゲームのことだった。

「夢亜……怖かったら、ゲームのことを考えてみたら？」

「……え？」

「今だけは、ゲームのことでも考えてたらいい。手術が終わったら、どのクエストに行こうとか、次のイベントがどんなだろうとか……」

「クロスレヴェリのことを……？」

　彼女の呼吸が落ち着ついてきた。僕はずっと抱きしめていた。












「……どう？」

「そう、ですね……わたし、ゲームに逃避するのなら、超得意です」

「上位ランカーだもんね」

「手術……がんばります。終わったら、ゲームしましょうね、リオくん？」

「そういえば、クリスマスの限定イベントが始まるね。いっしょにやろう。夢ゆめ亜あが飽きるまで付き合うよ」

「ふふっ、言いましたね？　約束ですよ」

　僕は抱きしめていた腕をほどく。見つめ合った。

　涙に濡ぬれた瞳ひとみに、僕が映うつっている。そのまぶたが閉じられた。

　僕たちは、唇くちびるを重ねる。





　　　　






　手術の準備のために看護師さんが来たので、僕は夢亜の病室を出た。

　終わるのは、早くても夕方だ。

　家族ではないので、病院で待つのは遠慮しておいた。

　１人になる。

　少し足を延ばすと、大きな川を見つけた。

　河か川せん敷じきのサッカーコートには、ボールを蹴けっている子供たちがいる。

　小学４年生くらいだろうか。大きな子と小さな子が混まじっていた。

　白黒のボールを追いかけて元気に走り回っている。

　転ころんだ子供も、すぐ立ち上がって、またボールを追いかけた。

　そして、元気に走り回る子供たちをベンチに座った老夫婦が眺ながめている。

　お婆ばあさんのほうがしきりに話しかけて、お爺じいさんがそれにゆっくりと言葉を返しているようだった。仲むつまじく肩を寄せ合っている。

　休日の昼下がりの、どこにでもある風景だった。

　冷たい風が吹いて頬ほおをなでていく。

　僕の目から、はらはらと涙がこぼれた。

　空を仰ぐ。

　ぼやけた視界には厚ぼったい雲が連なって、青い空を隠している。

　太陽は雲に隠れ、ぼんやりと地上を照てらしていた。




　──夢ゆめ亜あを失ってしまうかもしれない。




　可能性は、１／２の確率だと聞いている。

　今になって重く僕の心にのしかかっていた。

　考えまいとするほど、意い識しきしてしまう。心しん臓ぞうを鎖でがんじがらめにされたかのようだ。

　鎖がどんどん締めつけてくる。

　僕は夢亜のことを充分に考えてきたつもりだった。

　彼女のことをわかったつもりになっていた。

　しかし、今、身体からだが震ふるえるほどの恐怖を実感している。失うものの大きさに、押おし潰つぶされそうだった。

　こんな恐怖に晒さらされたら、逃げだしたくなって当然だろう。

　僕だって逃避したかもしれない。

　周りを見ることをやめ、心配してくれる家族から距離を取り、ゲームばかりしていたかも。

　もしも、夢亜を失ってしまったら──

　想そう像ぞうすらしたくなかった。

　悪い結果が出たわけでもないのに、涙がこぼれて、身体が震えて、どうしようもない。




　メールの着信音がした。




　僕は慌あわててスマホをポケットから取り出す。

　真ま美みさんからの連れん絡らくかもしれない、と反射的に考えた。

　しかし、手術が終わるには、まだ早すぎる時間だ。こんな早く連絡があるとしたら。

　──失敗!?

　ぞわりと寒気が走った。

　手が震ふるえてスマホを落としそうになりながらも、どうにかメールを確認する。

　クロスレヴェリに個人宛あてメッセージが届いていた。

「……はぁ」

　運うん営えいからか？　ゲーム内での知り合いからだろうか？

　名前欄らんを見る。





　　　送信者：ユメ






「……えっ!?」

　これは夢ゆめ亜あからの個人宛メッセージだった。

　一いつ瞬しゆん、息が止まる。

　僕は幻でも見ているのか？

　夢亜は手術中だ。スマホを操作できるはずがない。

　パニックになりかけたが、ひとつの可能性に気づいて冷静になれた。

「……あいつ……時限メッセか」

　詰つめてた息を、僕はゆっくりと吐はきだした。





　　　題：愛いとしのリオくんへ──




　　　このメッセージが届く頃、わたしは手術をしているかと思います。

　　　驚おどろきましたか？

　　　ふふふです。

　　　これは時限メッセージです。

　　　前もって書いておいて、時間になると送信されるのです。

　　　使ったことなかったですけど、面白いですね。

　　　おかげでこうして、リオくんに伝つたえることができますから。




　　　リオくんがわたしの思っているとおりの人なら、

　　　きっと今頃、とても不安になっていることでしょう。

　　　そうであってほしいなぁっていう、わたしの願望もあるんですけども……




　　　リオくんは、わたしがいなくなったら悲しいって考えているかと思います。

　　　でも安心してください。

　　　大丈夫です。

　　　わたしはいなくなりません。

　　　なぜなら、予感があるのです。

　　　超絶レアアイテムが出る前のときのような予感です。

　　　わたしは助かります。

　　　確信！




　　　だから、心配しないでくださいね。




　　　あなたの夢ゆめ亜あより。






　個人宛あてメッセージを読み終えて、僕は苦笑する。

「……はは……なんだよ、レアアイテムの予感って。そんなの……」

　でも、とても夢亜らしかった。

　どうやら、また助けられてしまったらしい。

　僕を押おし潰つぶそうとしていた不安は、もう消え去っていた。

　もちろん状況は変わっていない。

　しかし、カノジョにここまでされて、情けなく取り乱しているなんて、みっともなさすぎて、嫌われてしまいそうだ。

　夢亜を失うのは怖い。

　けれども、夢亜に愛想を尽つかされるのも、それはそれで怖かった。

　同じ怖いことなら、せめて堂々としていよう。

　夢亜の予感を信じよう。

　手術が成功する可能性は、50％もあるのだから。

　超級レアアイテムの出現確率は１％以下と言われている。それに比べれば、なんてことない。

　きっと夢亜は助かる。

　僕が信じなくて、どうするんだ。

　河か川せん敷じきをぶらぶらと歩く。

　かなりの距離を歩き、戻もどってきた。

　夕方が終わる。

　ビルの向こうに夕ゆう陽ひが沈しずみ、空には星がまたたいた。

　──まだか？

　握りしめていたスマホに、電話がかかってきた。

　真ま美みさんからだ！

「は、はい！　僕です！　あ、あの、手術は!?　どうなりましたか!?」

　スピーカーから、すすり泣きが聞こえた。

　僕の心しん臓ぞうが壊れたように速く脈打つ。

　夢ゆめ亜あは!?




『……成功よ』




　そう聞こえた。

　涙声で掠かすれていたが、たしかに真美さんは、そう言った。僕は膝ひざから崩くずれ落ちる。

　河か川せん敷じきの草原に、両膝をついた。

「は……」

　息が漏れる。

『ありがとう』

　真美さんが涙ながらに言った。

　僕の目から熱いものがこぼれおちる。今度は止めようとは思わなかった。これは歓喜の涙だ。

「……あ、会えますか？」

『あ、夢亜は、まだ麻酔で眠ねむってるみたい。明日の朝なら、大丈夫だって……』

　残念だったけれど、仕方ない。

　いや、いいんだ。

　もう怯おびえる必要はない。

　明日の朝には夢亜に会える。

　僕は嬉うれしすぎて、どうにかなってしまいそうだった。

『……貴方あなたのおかげよ。本当にありがとう』

「僕は何もしていません。がんばったのは夢亜です。真美さんこそ、おつかれさまです！」

　通話を終える。

　脱力感が全身を重くした。

　自分がどれだけ緊きん張ちようしていたのか、今さらのように実感する。

　そして、その疲労感を吹き飛ばすような喜びの感情が、胸の奥から沸きあがってきた。爆発させる。

「やったあああああああああああああああ────────────っ！」

　僕は河か川せん敷じきを走りだした。




　──夢ゆめ亜あは、生きられる!!




　人生で初めて、僕は大声をあげて全力疾走した。





　　　　






　翌日は早朝から、僕は病院の前で待つ。

　受付の看護師さんに「カレシさんですよね？」と見守るような笑顔を向けられながら、病室へと通してもらった。

　真ま美みさんは、午後に来るらしい。

　疲れたから──なんて言っていたが、もしかしたら気き遣づかわれたのかもしれない。

　僕は病室のドアをノックした。

　中から、「はい？」と間の抜けた声がする。

　夢亜の声だった。

　開く。

「……おめでとう」

　ベッドに横になっていた夢亜が、身体からだを起こした。

　ぱっ、と花が咲いたように笑顔になる。

「リオくん！」

「朝早くから、ごめん」

「なに言ってんですか！　むしろ、朝イチで来てくれなかったら、泣いてましたよ！」

　手術は成功した──と真美さんから聞かされてはいても、実際に元気な姿を見るまでは、まだ不安があった。

　ほっ、と安あん堵どする。

　それから、いつもと彼女の外見が違っていることに気づいた。

「あ……髪かみが黒い？」

「あはは……頭の病気だったんで、髪を切っちゃいまして……カツラです。長さは同じくらいのがあったんですけど、銀色はないそうで」

「そりゃ、病院だからね」

　銀色の髪かみのカツラはないだろう。

「はぁ……かわいさパラメーターが大幅ダウンですよ……」

「そんなことないよ」

「……ホントですか？」

「ああ、夢ゆめ亜あは……その……かわいいよ」

　面と向かって言うのは、かなり恥はずかしかった。

　彼女のほうも赤せき面めんする。

「くはう、くはう……そんなら……いいです」

　戻もどってきた。

　日常が戻ってきた。

　じんわりと実感して、思わず涙ぐむ。

　夢亜がうつむき、ぽつりと言う。

「……もうひとつ……残念なお知らせがあるんです」

「え……!?」

　まさか、後遺症？

　でも真ま美みさんからは、そういう心配もないと聞いていた。

　いったい何が!?

「はぁ……実は、スマホを取り上げられちゃったんですよぉ……」

「深刻な顔して何言ってるの!?」

「だってだって！　クリスマスイベント、始まってますよね!?」

「……そうだけど……まさか手術した翌日に、もうゲームしてたの？」

「あはは……まさかですよ」

「そうだよね」




「手術した日の夜から全力でプレイしてたに決まってるじゃありませんか！」

「スマホを取り上げられて当然だよね!?」




「うわぁん！　クリスマスイベントですよ!?　限定アイテムですよ!?　レアのドロップ率もサービス中ですよ!?」

　夢亜は本気で泣いていた。

　僕まで泣きたくなってくる。別の意味で。

「はぁ……まぁ、わからなくもないけど……簡単に取れるから、後でやりなよ」

「簡単に？」

「うん、ちょっとやったら、取れたから」

「ふぇ!?　取れた!?　今、取れたって言いましたか!?」

「…………う、うん」

「わ、わたしが生きるか死ぬかの手術をしているときに、限定イベントをクリアしてたんですか!?」

「いやいや、さすがにそれはないよ。嬉うれしくて眠ねむれなかったから、昨日の深夜にね」

「ズールーイー!!　ていうか！　クリスマスのイベント、手術終わったらいっしょにするって約束してたと思うんですけどー？」

「……いや、まさか３時間でクリアできると思わなくて……それに、夢ゆめ亜あだって１人でやったんでしょ？」

「そ、そうですけど！　そうなんですけど！　でも、わたしはスマホを取り上げられちゃったからクリアしてないんですよ！　うわあああん！」

「えっと……そんなに欲しいなら、あげるよ？　限定アイテム」

「取るのが面白いんですよ！」

「そうだよね」

「ぶー」

　夢亜が頬ほおをふくらませた。

　そして、どちらからともなく、ぷっ、と吹き出す。

　あはははは、と笑い合った。

　生きるか死ぬかの１日のあとに、会うなりゲームの話題ばかりだ。

　なんだか、無性に笑えてしまった。

　夢亜が手を伸ばしてくる。

　その手に、僕のほうも手を伸ばして、指を絡からめた。

「……リオくん……これからも、好きでいてくれますか？」

「当たり前だよ」

「しわくちゃのお婆ばあちゃんになっても？」

「もちろん。そのときには、僕もしわくちゃのお爺じいちゃんだけどね」

　夢亜は、くすぐったそうに目を細めた。

「わたしも、どんなリオくんでも大好きですよ」

　夢亜が顔を近づけてくる。

　ん……

　僕たちはキスをした。

　幸福な気持ちで胸がいっぱいになる。

　思えば、今まではキスをするたびに切ない気持ちになっていた。

　きっとこれからは違う。

　唇くちびるを離はなすと、夢ゆめ亜あが頬ほおを上じよう気きさせ、ぽーっとした表情を浮うかべていた。

「……わたし……こんなに幸せでいいんでしょうか？」

「今まで大変だったんだから、そのぶん幸せになってもいいんじゃないかな？」

「ふふっ……そうですね」

　夢亜が僕の首に手を回してきた。

　ぶらさがられる形になって、僕までベッドに倒れこむ。

　彼女におおいかぶさるような体勢になった。

「ちょっ!?　夢亜、これは……マズイよ……？」

「ダメですか？」

「さすがに……ここでは……」

「でも、ほら、わたしはランカーで」

「うん？」

「リオくんは……《上位喰いランカーキラー》ですから」

　ちょっと考えて、僕は赤せき面めんする。

「な、な、なに言ってんの!?」

「ふふっ……冗談です。ちょっと下品でしたかね？」

「まったくもう……まだ入院中なんだから。安静にして、ちゃんと退院しないとね」

　夢亜が耳まで真っ赤になる。

「た、退院したら……ですか……!?」

「うっ……」

　お互いに沈黙してしまう。

　僕は誤ご魔ま化かすように、「喉のどが渇いたでしょ。水、くんでくる」と身体からだを離した。

　夢亜が「はふぅ……」と熱っぽい吐息をつく。




　退院の日は、12月25日──クリスマスということになった。




　それから、僕は毎日のように、学校が終わると夢亜の病室へ通う。

　学校での出来事を話すと、彼女は喜んでくれた。

　必死の訴えにより夢亜は１日１時間だけゲームを許ゆるされている。面会時間の半分くらい、僕たちはクロスレヴェリの異世界で冒険をした。

　なんでもないことが、本当に幸せだと実感できる。

　そして、いつも帰るときには、キスをした。





　　　　






　昨夜から降ふりだした雪が、ところどころに残っている。

　12月25日──

　クリスマスであり、学校の終業式の日でもあった。

　そして、夢ゆめ亜あの退院する日だ。

　終業式が終わるとすぐに、家へ戻もどることなく、僕は病院に向かった。

　電車に揺ゆられながら、僕はスマホを取り出してクロスレヴェリを起動する。

　ゲームの中では、もう２人は合流していた。

　ファルトラ市の冒ぼう険けん者しや協会ギルドにいる。





　　　リオーグ：今、電車

　　　ユメ　　：わーい！

　　　リオーグ：無事退院だね　おめでとう

　　　ユメ　　：おかげさまで！

　　　リオーグ：もうちょっと待ってて

　　　ユメ　　：このままデートしましょうね！

　　　リオーグ：うん

　　　ユメ　　：楽しみです！

　　　リオーグ：じゃあ、また後で

　　　ユメ　　：はーい！







　　　　






　ふぅ……と夢亜は白い息を吐はく。

　彼とのやり取りを終えて、そのままクロスレヴェリをプレイしようとして──

　夢亜はスマホをコートのポケットに仕し舞まった。

「クエストは、２人でやるほうが楽しいですからね」

　とっておくことにした。

　不思議なことに、もうゲームをしていないと息が苦しいなどということはない。

　入院中に我慢したせいか……

　病気が治ったせいか……

　あるいは、もっと楽しいことを覚えたからかもしれない。

「ふふっ……デート、ひさしぶりですね」

　夢亜は自分の胸に触ふれる。

　とくん、とくん、とくん……

　早く彼と会いたい。

　大好きな人。

　待ちきれずに、夢ゆめ亜あは病院を出て、歩道で待つことにした。

　病院前にはバス停があり、ベンチはないけれど、屋根がある。

　おかげで、雪は積もっていなかった。

　息が白くなるほど寒いけれど、コートの下にはお姉ちゃんの編んでくれたセーターを着ている。

　とても温かい。

　道端には昨夜の雪が残っており、地面は雨上がりみたいに濡ぬれていた。

　街を眺ながめながら待つ。

　ずっと彼のことを考えていた。

　最初は、クラスメイトのひとりでしかなかった……というか、クラスメイトであることすら覚えていなかった。

　体育倉庫でのこと。




　あのとき、夢亜は、実はあきらめていた。




〝片付けを早く終わらせてゲームがしたかった。無む茶ちやをして棒を倒してしまった〟

　棒の下した敷じきになった理由として彼に話したことは、嘘うそではないけれど全すべてではなかった。

　本当は自や棄けになっていただけ。

　生きていても仕方がない。

　どうせ死ぬんだから。

　けれども自分から死ぬような勇気もない。

　だから、手違いで下敷きになったとき、夢亜は助かるための行動をしなかった。胸ポケットからスマホを取り出す。

　夢亜はゲームにすがった。

　ゲームをしていれば、悲しいことを忘れられる。

　クロスレヴェリの異世界では、自分はランカーだ。怖いものなんてない。

　彼が現れたのは、そのときだった。

　夢亜はいつものように、拒きよ絶ぜつするような態度を取る。どうせ相手は呆あきれて、自分に関かかわらなくなるだろうから。

　けれども、彼は違っていた。呆れつつも助けてくれた。

　そして、彼もクロスレヴェリをやりこんでいると聞いて、自分でも驚おどろくようなことを言ってしまう。




『いっしょにクエスト、行きませんか!?』




　それまでの自分では考えられない言葉だった。

　ずっと周りの人たちと関かかわらないようにしていたのに……

　──あのときには、もう好きになっていたのかも？

　親しくなれば、そのぶんだけ彼を悲しませるとわかっていても、我慢することができなくなっていた。

　どんどん好きになってしまった。

　自分のことよりも、彼のことが大切になって……

　彼を失うのなら、もう生きていたくなくて……

　でも、夢ゆめ亜あが死んでしまったら彼は哀かなしむという。今は死ぬことよりもそれが怖かった。

　──もう大丈夫です。

　夢亜は過去の記き憶おくから戻もどってきた。

　ふと思いつく。

　今、この気持ちを、きちんと彼に伝つたえよう。

　だけど面と向かってだと、きっと恥はずかしくなって、ちゃかしてしまう。キスして誤ご魔ま化かしてしまう。

　もちろん、キスしちゃうのも、それは素敵だけれども……

　夢亜はメッセージを打つことにした。

　クロスレヴェリを起動して、個人宛あてメッセージを書いていく。

　前にも使った時限メッセージだ。

　送信する。

「ふ、ふふふ……送っちゃいました！　ふぅ……えっと……まだでしょうか、リオくん」

　スマホで時刻を確認する。

　それほど時間は経たっていなかった。

　もどかしい。

　彼と一緒にいると、すごい速さで過ぎてしまう時間が、彼を待っているときには遅々として進まなかった。

　ため息をつき、まだ来るはずのない姿を探して、周りを見渡す。

　病院の前の道には、広い歩道があり、街路樹がならんでいた。

　向かい側には大きな公園がある。

　公園では、小学校低学年か、もしかすると幼稚園児かもしれない、少し歳としの離はなれた２人の女の子がボール遊びをしていた。ゴムボールを投げ合っている。

　姉妹だろうか。

　かわいいな、と思う。

　昔の自分たちも、あんなふうだったろうか。

　お姉ちゃんのことを思う。

　両親はいつも忙しそうにしており、物心ついたときにはもう家にいなかった。

　幼い頃の夢ゆめ亜あは、いつもお姉ちゃんに付いて回っていた。

　大好きなお姉ちゃんに、いっぱい迷惑をかけてしまったと思う。

　これからは、もっと仲良く……

　遊んでいた女の子のうち、小さいほうの子の投げたボールが、妙みような方向へと飛んだ。

　姉のほうがボールを追いかける。

　ボールが公園から出て、道路のほうへと転ころがっていく。

　女の子が走ってきて……

　夢亜には、それらがスローモーションに見えた。

　公園から転がり出てきたボール。それを追いかけてきた女の子。そして、道路を走ってくる大型トラック。濡ぬれた路面を速すぎるスピードで突っこんでくる。

　クラクションが鳴った。

　ブレーキは間に合わない。

　道路の真ん中でボールを拾った女の子は、迫り来るトラックを前にして、棒立ちになってしまう。




　夢亜は走り出していた。









　　　題：大好きなリオくんへ




　　　メリークリスマス！

　　　驚おどろきましたか？




　　　わたしの気持ちをどうしても伝つたえておきたくて、このメッセージを書いてます。

　　　きっと会ったら言えないと思うので……

　　　大好きです、リオくん。

　　　って、もう知ってますよね。

　　　でも言わせてください。大好きです。

　　　なんど言っても、この気持ちは伝え切れません。

　　　だから何度でもくり返します。

　　　大好き！




　　　リオくんには、とってもとっても感かん謝しやしています。

　　　わたしと一緒にいてくれて、好きだと言ってくれて、本当に嬉うれしかったです。

　　　今、サイコーに幸せです。




　　　リオくんを好きになるまで、わたしは死ぬまでの暇ひま潰つぶしをしていたのです。

　　　お姉ちゃんや、周りの人を悲しませるだけの、わたしでした。

　　　誰かと深く関かかわろうなんて、思いもしませんでした。

　　　だけど、そんなことを忘れるくらい、あなたは素敵な人で……

　　　奇跡のような時間をくれて、ありがとう。




　　　これからも、ずっとずっと大好きです。








　　　エピローグ　冬の空の下









　病室のドアが大きな音を立てる。

「──夢ゆめ亜あ！」

　スーツ姿の真ま美みさんが飛びこんできた。

　走ってきたのか、髪かみはほつれ、息を弾ませている。

　僕は力なくつぶやくだけ。

「……真美さん」

「ッ」

　彼女が息を呑のんだ。

　そんなに、僕の表情は酷ひどかったのだろうか。

　わからない。どうでもよかった。

　病院のベッドには、夢亜が静かに横たわっていた。

　顔に白い布がかけられている。

　真美さんが、震ふるえる手で、その布に手をかけた。

　夢亜は目を閉じている。

　まるで眠ねむっているかのようだった。

　しかし、彼女が目を開けて、青い瞳ひとみを輝かがやかせることは、もう二度とない。




　泣きじゃくる女の子の声が耳について離はなれなかった。

　道路に倒れていた夢亜に最初に駆かけ寄ったのは、僕だった。




　僕はつぶやく。

「……こどもを……助けたんです」

　夢亜がなにを成し遂げたのか、伝つたえておきたかった。

　彼女が生きたことには、ちゃんと意味があったのだと。

　助けられた子供と、その家族が、いかに感かん謝しやしているかを説明した。子供もケガをしていたから、今は別室で治療を受けているけれども。命に別状はないとのことだった。

　真美さんが小さくうなずく。

「そう……周りの人なんて気にしなかったこの子が……変わったのね。いえ、違うわね」

　ゆっくりと首を横に振った。

「……この子は、昔は明るくて、よくしゃべって、優しい子だった。変わってしまったのは、病気がわかってからだったわ……夢ゆめ亜あは元に戻もどったのよ」

「そう、ですか……」

「元に戻れたのは、貴方あなたと恋人になってから、かしら」

　僕は答えられなかった。

　真ま美みさんが言葉を続ける。

「だからって……ねぇ？　少し前まで周りを見ることもしなかったのに、急に人助けだなんて、極きよく端たんなのよ。まったく、この子ったら……」

「極端なのは、夢亜らしいですよね」

「本当にそうね。ばかなんだから……」

　真美さんの目から、透とう明めいな雫しずくがこぼれ、頬ほおを伝つたい落ちた。

「……この子……家では貴方のことばかり話してたの」

　僕は黙って聞いた。

「リオくんはすごい……リオくんはすごい……って。今日はリオくんとどこを冒険したとか、なんかのアイテムを手に入れたとか、ゲームのことは私にはわからないって言っても、夢む中ちゆうで……本当に楽しそうに話してた」

　真美さんは目を真っ赤にして、僕に微笑ほほえむ。

「この子は、貴方と出会って幸せだった」

「……でも……」

「貴方には本当に感かん謝しやしてるの。夢亜は勇気を持てて、病気を克服して、周りを見れるようになって……そして、誰かを助けられるほど成長してくれた。それは……とても、いいことで……よかったでしょう？　よかったのよね？」

「う、ううぅ……」

「本当に……あり……がとう」

　真美さんが頭を下げる。

　僕は首を横に振った。感謝の言葉が、耐えられない。

　やめてください、真美さん。

　僕を責めてください。

　もっと早く病院に着ついていれば、夢亜は死ななくて済んだんです。

　子供は助からなかったかもしれませんけど……

　でも、あえて断言します。僕は、それでよかった。いっそ僕が死ねばよかった。




「……よかった……わけ……ないですよ」




　真ま美みさんの表情が歪ゆがんだ。

　崩くずれ落ちる。

「あああぁぁぁ！　どうして!?　どうしてなのよ、夢ゆめ亜あ！　貴女あなたは、これからでしょう!?　これから、これから！　う、あ、う、ああああああ、ああああああああああああああああああ！」

　夢亜の横たわるベッドの端はしにしがみついて、大きな声で泣きじゃくった。

　ずっと、ずっと……

　子供みたいに泣き続けた。

　僕も涙が止められない。




　また雪が降ふってきた。

　街が白く染そまっていく。





　　　　






　僕は展てん望ぼう台だいにいた。夢亜と２人で流りゆう星せい群ぐんを見た場所だ。

　雪が足下に残っている。












　気がつくと僕はここにいて、真っ暗な夜空を見上げていた。前に夢ゆめ亜あと見上げたときと違って、今は厚い雲に覆われている。

　柵さくの前に立つと、遠くに街の明かりが見えた。

　赤や緑のイルミネーションがぼんやりと光っている。

　クリスマスだ。

　夢亜と楽しく過ごそうと、あれこれ考えていたような気がする。

　どんなことを予定していたか、もう思い出せなかった。

　夢亜がいない。

　煌きらびやかなイルミネーションだけでなく、世界の全すべてが色いろ褪あせていた。灰色だ。

　僕は思い出のなかの夢亜としか、もう会えない。




　２人で、たくさんのバカなやり取りをした。




『よっくぞ聞いてくれました！　ええ、それはもちろん、ユーザーアカウント急増中の大人気ＭＭＯＲＰＧ、クロスレヴェリです！』

　僕の手から、持ち上げていた棒が滑り落ちた。ドスッ、と観み月づきの背中に命中する。

『ぐえっ！』

　ご、ごめん！

『なにするんですかぁ……殺す気ですか？　殺人？　殺人現場？』







『そうなんですよー。つい、やっちゃうんですよねー。困こまってるんですよ。ホントに困ってるんですよ。でもしょうがないんですよね、スマホがあるわけですし。いつでもどこでもゲームができちゃう！　素敵なスマホが悪いんですよー。えへへ』

　じゃあ、それがなければ解かい決けつだね。

　観月の手から──スマホを、ひょいと取りあげた。

『ぎゃあああ！』




　２人で、たくさんの冒険をした。




『よーし！　リオくん、がんばって倒しましょうね！』

　リオくん？

『リオーグだから、リオくんです』




　夢ゆめ亜あの病気を知って。

　自分自身の気持ちを自覚して。

　恋人になった。

　幸せそうな彼女をずっと見ていたかった。

　病気を克服して。

　これから何年も一緒にいられる。そう思った。

　あの夜の流れ星への願いは、届かなかったのか。

　風に背中を押される。

　僕は柵さくから身を乗り出し、遥はるか下の地面を見つめた。雪の残る地面が、妙みように近く感じる。

　この世界に、もう夢亜はいない。

　涙なんて涸かれ果はてて、ただ嗚お咽えつをこぼす。




「……僕は……夢亜と……いっしょに……いたかった」





　電子音が聞こえて、僕は我に返った。

　メールの受信音だと気づく。

　スマホを取り出すと、クロスレヴェリの個人宛あてメッセージが届いていた。

　差出人の名前は──ユメ。

　夢亜からのメッセージだった。

「また、時限か……」

　亡くなる前に出していたのだろう。

　震ふるえる指で開いてみる。

　夢亜の言葉が表示された。

　彼女が最後に残した、想おもい──








　　　題：大好きなリオくんへ




　　　メリークリスマス！

　　　驚おどろきましたか？









　メッセージには、彼女の想おもいと、感かん謝しやの言葉が綴つづられていた。

　涸かれ果はてたと思っていた僕の涙が、とめどなく頬ほおを伝つたい落ちる。

　展てん望ぼう台だいの柵さくに身体からだを預け、スマホを握りしめたまま、僕は泣き続けていた。




　また電子音が鳴る。




「……え？」

　もう１通、メッセージが届いた。

　差出人を確認する。

　またもユメからだった。２通も出していたのだろうか。

　僕は目元をぬぐった。

　受信した２通目のメッセージを開く。





　　　題：元気だしてください




　　　リオくん元気だしてください。




　　　リオくんはカッコいいですから、他の子が放ほうっておかないですよ。

　　　わたしみたいなメンドクサイのといるより、ずっと幸せになれるはずです。

　　　だって、その子はリオくんを悲しませたりしないでしょうから。

　　　リオくんの幸せが、わたしの幸せです。













　　　ごめんなさい。

　　　嘘うそをつきました。

　　　他の人とリオくんがいっしょになるのは、本当は嫌いやです。




　　　もし、ワガママが許ゆるされるなら、

　　　わたしはまだ、リオくんといっしょにいたいです。




　　　やっぱり、ずっとずっと大好きです！






「なんだ……ゆ、めあ……？」

　あまりに強すぎる〝悲しい〟という感情に麻ま痺ひしていた思考が、だんだんと動きだす。

　違和感のある文章だった。

　──これ、亡くなる前に出したんだよね？

　またもメッセージが届いた。

「３通目……？」

　しかし、今度は夢ゆめ亜あからではない。





　　　差出人：






　空くう欄らんだった。クロスレヴェリの仕し様よう上、差出人が空欄や空白というのは、ありえない。

「な、なんだ、これ？　バグ……？」

　運うん営えいからのメッセージであれば、『運営』と明記されているはずだ。

　バグだろうか。いや、違う。

　根拠はないけれど、たんなるバグやミスではない気がした。

　差出人不明のメッセージを開く。

　いきなり、ピ────と甲高い音がした。

　画面に意味不明の文字列が並びだす。












　わけのわからない文字の羅列のなかに、読み取れる言葉を見つけた。

「……もうひとつの世界？　扉を……開けるか？」

　そして、『ＹＥＳ』と『ＮＯ』という選択肢が表示された。

　クロスレヴェリで、頻繁に使われるボタンだ。

　４年前に失しつ踪そうした姉の気持ちを、僕はずっと知りたかった。

　どうして彼女はいなくなったのか……？

　今は、わかる。

　この世界にあるなによりも、はるかに大切なものができたのだろう。

　僕にとって、それは夢ゆめ亜あだった。

　ワガママでお調子者でゲーム好きで、ぼっちなのを認めようとせずに見み栄えを張はる、純朴で、優しくて、笑った顔も、泣いた顔も、恥はずかしがる顔も、誇らしげな顔も……

　声も仕草も全すべてが愛いとおしい。

　僕はスマホの画面に表示されたボタンへと指を伸ばした。

　夢亜が言っていた言葉を思い出す。















　　わたし、死んだら異世界に行くんです。















　　　　　あとがき
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